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トvマツを主とせる天然生針澗混浴林

に撃すして帯欣に施ぜる第一同光伐の

成績報告

石尾和作

Uber die Wirkung einer schwachen 

Blendersaumlichtung bei einem mit 

Nadel-und Laubholz gemischten， 

von Abies sachalinensis (Hokkaido-

tannen oder Todomatsu) vorherrsch-

enden Naturwalde. 

von W. ISHIO. 
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凡そ林業は森林を可及的少き経費の支出並に努力の消費によりて人類の目的に合致する程度可

及的大なる様に経替し行くべきものなり。森林は天然カに支配せらる L事多きものなれば一地方に

於て効果を費らせる作業法も直ちに是と天然要素並に共D他の事情を異にせる地方の森林に際用し

て成功すぺきものにあらや，されば本道の森林に就て天然更新法を考究せんと欲せば，先づ虚心に

営該地方の森林の環境因子を構成する所の天然諸要素殊に夫笥;諸要素が稚樹の費生存績並に生長上

に及ぼす所の綜合的作用を知悉し:是等をして吾入林業家の目的に添ふ如くするには如何にすべきや

叉是等に及ぼす所の危害(仮令皆無ならしむる事不可避なりとするも〉を可及的少からしむるには

如何にすべきやを杢〈本道の事情に即して方策案出に努むべきものなり。共の際他地方に行はれ居

る各種合理的施業法同より参考に供し得る慎値ありと難，直ちにとりて無批判的に模倣すべきにあ

らす=。要するに環境因子と天然更新上の効果との聞に於ける因果関係が究極的に間明せられある時

は環境因子の調杏結果より天然更新上の効果を最大たらしむる作業法を誘導し得ぺきが如しと難，

共の関係極めて複雑なれば林撃の現況を以てしては未だ共の域に達せや。従って森林の作業法に就

ての研究は局部的慣値を有するにすぎざるなり。

環境因子と天然更新との閥係を試験に依りて賓詮せんと欲せば前者の内特定の一因子を除き他

は総て天探更新上妨害を輿へざる範国内の一定紋態に保持したる環境の地域を多敢に取り，共の各

個所毎に営該因子のみを種々に費化せしめて天然更新上の成績を調在すべきなり。叉組ての観測に
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は蒐るぺからざる誤差の件ふ事を考慮すれば少くも三系列以上の並行試験を行ふを要す。斯くして

環境因子の締、てに及ぼす事に依って共各が天然更新上に封ずる闘係を間明ずる事を得，叉簡便の第

一口に天然更新と稿し来りたるも此の現象も雅樹の護生存績並に生長の三様に分けて共各に3討する

各因子の闘係を明かにする震には極めて多童文の上越の僚件に泊する所の試験地を要すぺし。

以上の方法によりて得られたる結果は局部的の闘係に超越し普遍的性質を有するが故に天然更

新の理論を考究せんが震には重要なる憤値を有す。探れEも其の成績を得るの途は唯貫験室に於て

可能にして野外に於ては不可能なり。若し野外に於て斯くの如き試験話されたりとすれば夫は特定

因子外の環境因子が略同一なる事を仮定し居る所なり。是れ同一性D概念を寛大に考へて始めて得

らる L所にして厳密なる意義のものにはあらざるなり。叉吾入の知り得ざる因子に依り惑高Lせられ

居る事なきを保し得ざるものあるペし。

各国子個々の作用は以上の如き試験に依りて(若し完全に行はれたりとすれば〉閤明せらるべ

しと錐，天然林に於ては決して是等因子個々の作用の簡車なる結合のみによりて解決せられざるも

θあり。即ち是等因子の聞には吾人には未知なる或闘係(恐らくは相反，相助或は相補〉の作用す

るものあるべく，従って共の結合作用につきでは特に研究するの必要あるものるり o是臆用的見地

に立てば是非共天然林に於ける試験を必要とするものなり。由来天然林の環境を形成する所の大気

界及び大地界に於ける現象は小部分毎に蟹化し居るものにして普通施業草位とせらる L林班或は小

班内に於ても天然更新力決して均一に配分し居るものにあらや。此の現象を「森林は天然更新力に

関して異質的なり」と稿せんと欲す。

斯く森林は天然更新力に闘して一般に異質的なるが故に小童文箇所に於ける成績を以て論断すべ

きものにあらや，必やや多数の材料より大教観察の法則に準醸し確率論的に考ふべきものなり。即

ち吾人は常に天然更新の目的を達し得る確率，更に詳解すれば稚樹喪生の確率，稚樹存績の確率，

稚樹生長の確率，危害防禦の確率を調査し:是を可及的大ならしむるには如何にすべきやを考究すべ

きなり。更に経済的方面を考ふれば，此の確率増分が共需に費さるべき経費増分に封ずるよじを大な

らしむる作業法を以て林業上最も推奨すぺきものとなすべきなり。

本報告は固より貫験室内の試験の如く特定因子聞の関係を間明するを主目的とせ歩，森林に及

ぼす各種天然因子の綜合作用の効果をして可及的に天然更新を有利ならしむる様にく詳記すれば枯

損木誘致を可及的少からしむるの考慮。下に既に護生せる批幼齢林の生育を助くるがために)帯欣

(帯幅25m及50mの雨様とす)疎開を施したる成績を五ヶ年歳目。前後に於ける調査結果の比較によ

り取鍾めたるものなり。後日多数報告と相待ちて上記の意義に於て天然更新の目的を達成し得る確

率考究の誌のー礎石たるを得せしめんとす。
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第一章線 論

トずマツ，エゾマツ，アカエゾマツの天然更新問題は今日北海道の造林上攻究すべき重要問題

のーたるものなり。本問題を更に分解すれば，

(一〉 後稽稚樹喪生促進に関する問題。

(二〉 後櫨稚樹生長促進に闘する問題。

のことなる。

本試験は天瞳第一演習林飯島事業直管内に於て既に稚樹の費生良好なる箇所を取り，林業上普

通に取らる L所の疎開を遁首に施す事により稚樹生長の上に如何に影響するやを知り，以て此第三

問題閤明の震の一助たらしめんとするものなり。併せて本道及樺太原生林巴於て一般に憂ひらる L

所の疎開により惹起せらる L被害関係並に胸高直控5cm以上の土木に於ける生長に閲しても調室せ

り。更に稚首の増減下車及び澗葉樹の稚苗と針葉樹の稚苗との相閥々係を調査し以て幾分第ーの問

題に慣れたり。

第二章目 的

本試験は1928竿2月に南北に取りたる幅が母樹の高さ(平均25m)に等しき帯と，其の二倍 (50

m)に等しき帯とに於て天然更新上の所謂第一同光伐の意味l乞於て疎開を施し，翌1929年2月には

夫々其0南に接槙せる同様幅の帯に於て同意義の疎開を施し下の五項に就て1927年9月と1932年10

月との雨調査結果の比較により考察せるものなり。

(ー) 此疎開に依り惹起せられたる被害関係。

(二〉 土木の胸高直径生長に及ぼす此の疎開の影響。

(三〉 稚樹の生長に及ぼせる此疎開の影響。

(四) 雅樹叢生教の増減に及ぼしたる此疎開の影響。

(五〉 林床植物と稚樹護生教との関係。

注意 1929年8月l二1問権樹崩事育の目的|こて4m農きiこ2m輔のf，*，Xljか施しれりと難，経費其の他の閥係上其の

後三bしも此撫育作業や行ltず，叉第二間以後の光伐も二，三牟毎に行ふた合理的となすも是亦経費其の他の嗣係上

行ふる得ざりしものなり。
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第三章 疎開度~閲ず~基本的考察

天然下種の可能なる林地に於て林業をなるペ〈経済的に行はんとするに営り，最重要なる手段

は疎開を合理的に行ふ事なり。而も原生林に疎開を施せば著しく枯鼠木を誘致すと稀せらる』は此

の合理的疎開度につき未だ際用するに足る研究のなきを裏書きするものなり。

さればー先づ此疎開度の科接的意義に就き吾人の教へらる L所のものを考察せんと欲す。

疎開は浩林上採用せらる L他の総ての手段と同様に一副には生物事的特に植物生理並に生態的

意義を有し，他面には経済的即ち林業的意義を有す。

(ー〉帯欣疎開の続物生理及び生態的意義は失の三閥係に師着す。

a) 通費作用と養分吸牧作用との関係。

b) 受光量と生長現象との閥係。

c) 地上及地下に於けるfj(l物相互作用に封ずる閥係。

今共の各々に付き説明せん。

a) 温濫作用と養分吸牧作用との関係 林水が健民なる生活を詩む限りに於ては通護作用盛

なれば養分吸I炊作用之に!@\じて強くなり。従って同化作月jの IIE盛をう~し物質生産ー量を培加すと!lfl:，

一朝通費作用増大せるに薬分の吸牧作用之に什:はざれば主主に生理病的現象を呈し，樹腫の衰弱を来

ι震に種々の病重量害に縦り易く枯死の原因となるものなり。

森林に疎開を施す時は種々の艶(空気の流通を良くしJ.!¥による樹慢の動指-を増し陽光射入量を

多くし叉林内の比封的混度を低下する苛';)に於て通設作用を促進する如き環境を生ぜしむ。され

ば若し残存林木の養分吸I炊作用にして此の噌加せるilli設作用i乙臨じ得る場合は，相官の木材生産量

を増加し得べしと縦，若しf止に作ふ事能はざれば， #it.U木を生やるは営然なり。従て最初天然林に

此種の疎開を開始する場合は極めて尉度を旨とし漸失に共度を強むるを可とす。一般に斯くの如き

生理作用の能力噌進は林木の年齢若き程努易なるものにして，老齢なる程困難なり。而して本道の

森林には従来何等撫育的作業行はれす，徒らi乙過老となれる所多きが故にえに到し疎開を行ふ場合

には，一居恨重に考慮、し最初は極めて徐々に共の泊費作月jを地大せしむる如くに局さピれば菅に生

長促進の効をJ枚めざるのみならす=却てあ!itn木を誘致するの弊を生やるに至る。

然らば如何なる疎開度を以て可とするやと式ふに，本道の原生林i乙於ける如く，立木閥係不規

則なる場合には，ーの伐採率を以て去現し得ざるものとす。 l唯毎木的に共の周閣の村三相欣態並に森

林全腫との闘係より観察して，各個樹の生理状態を良好ならしむると同時に，金林分の有機的関係
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の健全なる喪遣に封し甚深の注意を梯ふの意義に於て伐採木を選定すべきなり。 l投額I象算の業務の

錆には営該地方に於ける調査により得られたる千均伐採互与を標準とし，問題となれる森林の欣態に

より手加減を施したるものを用ふべき所にして，現貴に即せざる概念より潰韓せられたる伐採率を

強ひて適用するが如きは，森林の健全なる護育を阻害するものなり。以上の如く疎開は森林植物の

生活上に甚大なる影響を及ぼす所の環境に建化を輿ふるものなるが故に疎開匝域の位置形欣及び大

さに封して充分の考慮をはらふの要あり。疎開により林分に興ふる有害作用を緩和する黙に於て帯

紙疎開は杢面積疎開に勝る。是突の理由あるによる。

(1) 疎開せられたる林地上の林木は通護作用旺盛なるが故に樹根の水分吸牧作用増大す。従っ

て地中の水分を失ふとと多し。全面積に此の水分損失扶態を生ぜしむるよりも帯欣面上に限定せし

むるは地中水分扶乏による被害を緩和せしめ得べし。蓋し帯欣疎閣の場合にありては，隣接未だ疎

開せられざる帯状部に侵入せる樹根により，此の不足水分を吸牧するを得ればなり。

(2) 帯欣疎開を施したる帯の風土に疎開せられざる帯の存する時は風による樹腫の動揺を防

ぎ，若し日光の強く射入ずる方向に存する時は，此篇に惹起せらる L雅樹の凋萎並に土地の乾燥を

防ぐ事を得。

此(2)は帯朕部の位置決定に封する参考資料なりと難風の闘係に就ては，特に共地方に封し常

l乞一定方向の風が有害作用を及ぼす事明瞭なる場合は考慮するを得るも，普通は費動するものなる

が故に，単に此闘係のみに依りて，帯朕部の位置決定をなす能はや。本試験林に於ては，専ら陽光

の闘係を顧慮し，南側に疎開せられざる帯を設置せり。本演習林仮出所の観測設備によりたる月平

均の風向を見るに次表。如し。

第ー表 風 向 表 (自1930年至1933年〉

7ごと! 1930 1931 1932 1933 2J'- 均

1 W N53'E 836'W W 822W 

2 N230E N480E N330E 850'W N83 E 

3 N臼 oE 885'W 829
0

W 8690W 843、v
4 8450W N610W N520W 8210W 878可V

5 S日明「 8790W 859'W N310W 8890W 

6 N230W N740E N3TE 8600W 8 80E 

7 8680W N140E N240E 8700W 846'E 

8 N23つW 8310W 8320W 8日，OW 8680W 

9 845'W 8420W N240E 822'W 8120E 

10 8450W 8250W 828'W 8700W 8410W 

11 8680W 8570W 8230W S回。W 8490W 

12 868つW 8680W 8.260W 8810E S目。W

8450W 8 20E 8120E 8b2コW 8210W 
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即ち二月を除〈外は多くは南或は之を基準として西或は東に偏したる方向より吹くもの最も

多し。

b) 安光量と生長現象との関係 主主IC所謂生長現象とは樹慌の増大現象即ち有機物蓄積現象

を意味するものとす。されば此現象は11"機生産量従って茨素同化作用の盛衰と時々正比例するもの

と考ふるを得べし。而して炭素同化作用は常i乙一定範囲内の受光量を必要僚{牛とし， Jltの範囲内に

於ては受光量ICIE比例してま曾加するも此量を超過すれば却て減少を*すものなり。此の最も通常な

る受光量は 1.樹種 2.年齢 :).立地(位置で水平的には経緯度，軍直的には抜海南一及び地位

額〉によりー桜ならす手して極めて複雑なる闘係i亡於て支配せらる。

貨に疎開の技術は建存林木(疎開の目的は夫々雅樹， ~1:齢樹J'J至老大木の機育t乙存し従って何

れの年齢の林水撫育を日的とするかにより，方法異なるは勿論なり〉に針し興ふべき最適なる受光

量如何及び共の受光量を輿ふるための疎開木選定標準如何の雨離に就ての充分なる智識と共の肱用

的手腕を有する事を前提とす。此の耐問題に款では強制i的研究すら極めて稀にして，未だ貫際tこ慮

用し得るの域i乙逮せるものあるを知らや。

今現時の一般純物皐が此の思に封し敬ふる事項中小臓が参考に費し作べしと認めたる事項を掲

ぐれば次の如し。

1. 強烈なる日たは有害なる q~ (理主匹博士三貨準著級新植物皐昭和六年版上容お6頁， 574頁〉

2. 日光中生態謬上最裂なる部分lま波長300-i35Ntの聞の放射線にして共内茨素同化作用の

最大なるは紅色光線 (s-C)なるも該線は:此色光線 (D)に比し柄物慢の組織に依り吸牧せらる

L度，数倍大なるを以て極めて到jき葉又は普通の葉の表面部i亡於て最大の効力を護揮し深部Iこ於

ては黄色光紘が最大効力を呈する事。(岡 lニ巻田9頁， 611貞， 618/0 

3. ウヰースネル氏の資除によれば一般が1物は直光よりも反って陰光を多く利用するmo
〔同J:~反型5頁〉

4. スタール，ク=ープ， ミンデル諸氏の近時の研究により青色光線も陰た中IC於て，紅色光

線t亡劣らざる効力を登輝する事。(悶 J'.~位O頁)

5. 日光スペクトラム中「色光線」の他は何れも葉線聞に於て同化作用を起さしめざる事。

(同上容621頁)

6. 月光(日光の6.10-5倍の光力)の下に於ては唱も茨酸分解作用行はれざる事。(同上轡臼1頁)

7. 白熱電燈，白熱瓦斯燈の如き光・度の強きものにては明かに同化作用を認むるも共のスペク

トラムの性質従て共の各部の去はす茨階分解作用を示す曲線も日光の夫と異なるべき事。

(同上~621 頁〉
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8. 強烈なる日光の有害なるは航物腫が之によりて温度を著しく高め.，生理作用を阻害する事

と日光中に合まる L短波長部の化接的f't:m1乙{!{り葉線腫の作用を妨げ，叉酵素の働きを害し逢に原

形質の官能を阻止するに基く事。(同上5i'4頁〉

9. 日光iこ合まる L短波長都中原形質に封し最も強烈なる破壊作用を呈する部分は， シユーマ

ン線(波長~OOO-1250A) なる事。紫外線(日光の紫外線4000-2950A 石英の紫外線2950-1850A

盛光石の紫外線18r>uー1250A)も亦之にきたで生物に有害なる事。机しAは Angstr0mの略にして

10-8 cm 1<:相;賞する長さの皐位たり。〈同中!/f?92一回4頁〕

10. 続投長紘は大信表を通過し難き事。(同時日9頁)

11. ウヰースネル，クレメンツ，バーソン，フオーク，グラーフエ，タンスレー諸氏の護案せ

る如きPOP(I!!ft銀紙)の感光性を利用せる光度計は波長570/1/1.以上の長波には感光せざるを以て

炭素同化作用に必要なる光線の量を計るに不油訟なる事近時クルー氏が Panchromaticplateを組

合せて製作せる光度計によれば波長3∞-730/lI11)/日jを
(a) 日光エネルギーの最大なる部分

(b) 決素同化作用の最大なる部分(紅色〉

( c) 向光性の最大なる部分(古色部)

(d) 日焼を起す部分(紫外線)

の如く区分して測定し得るが放に生態事上賂:用せられ得る可能性を幾分増したる事

是なり。

く同上回9←民主コ)

(11)に述べたるが如く，森林生態事上障問し得る光度度計すら未だ完全ならざる今日，遺憾な

がら吾人の要求する如き最誼受光量i乙就ての研究の充分ならざるは怪しむに足らざるなり。然れど

も以上純物生理感の研究結果を以てしでも，吾人を技術的に指導する所助からや。即ち (10)に述ぷ

る如く ，tifi物に有害なる短波長線は殆ど大気貰を通過し!難しと維，強烈なる日光中には合まるべく，

従って(1)に示せるが如き作用及(3)にiiぺたる如き貰験結果を生す=るものなるぺし。 (8)前段に

遮ぺたる如き強烈なる日光による温度の上昇に基く有害作用を緩和するが1lf乙継物は通設作用によ

りて熱を放散す。然るに此の際，若し;侠に於ける吸牧作1日により水分を補ふの能力増進するに非ざ

れば次第に衰弱して村死の運命を免れざるべし。生物は概して費化する環境に順臨する能力あるも

のなるも，一般に此の能力は年齢の高まるにwひ衰へ，従*の環境に馴致せられ来りたる年数長き
程，大なる順癒力を要する所なり。而iも其の詳細なる研究に至りては未だ隠されざる所なり。叉

(8)後段並に(9)に述べたる如き強烈なる H光が，共の中i乙合む所の短波長線の尾花及ぼす所の有

害作用は，殊に生理機能の幼弱なる稚樹i乙封して甚大なる影響を輿ふるものなるべし。必等の艶よ
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り見れば過老林分i乞封し疎開を施す場合，環境の境化を適営ならしむぺく，細心の注意を梯ひ，又

郡t樹に到する影響をも充分Js-t在して局ずべきを知る。赴等の闘係は樹fif[，年齢並に立地により異な

.るものなれば，従来も多散の皐者ICより研究せられたるものありと量産，持品部的慣値を有するに止

まるか或は抽象的のものたるに過き・十。兵閥的に如何なる程度になすべきゃに就ては未だ何等の準

撮すべき所なく，唯賀行者のさ.翻により最良と認定する方訟によるの外j尽き現況なり。

醜て林皐者が如何なる程度に陽光の天然更新上に釘する闘係に就て貢献し居るやを考‘ふるの要

あり。之l乙就ては北海道帝園大撃演習林研究報告第六巻林易保博土佐藤義夫氏のエゾマツ天然更新上

の基礎要件と共通用第二章によりたるが従来の研究結果は失の如し。(文献の題目は北演報弟六巻

に葬るも著者名と蛮表竿度を附記す。)

1. 酔閉林分中に成育せる林水は弧立の場合に比しIl目花結貨を2-4年間遅延す。 (A.Ililhler其

の他の路氏)(北政事量第;:';!If9XO

2. 林l也l亡泊.度の光線を興ふる事は受極の準備をなさしめ，従って子市の叢生を幸子しく促進す。

(Jlorggreve 1891， ~ cy 1田5，Ditmar 1921， K. Gaycr 1898， C. Wagncr 1923， C. J!eycr 1虫)6， Jt:の他の諸氏)(同上9頁)

3. 陽光の投射度を過ぐれば林地をして甚だしく乾燥せしめ，子首の護生を困難ならしむ。(共

の盤的閥係を示せるは北海道野帆林業試験場報告 Toumey及 E.]. Neethling (1924)等共の報告乏

しかりし!が，佐藤義夫氏は特に此の瓢ICHき精子t研究せり。)(制上lOl'O

4. 幼了tiの消失閥係に就ては種々の成績あり。艮[Jち Abelの蹴洲モミの天然更新に開する研究

に於ては，護生せる子1EYの汗j失関係林内に於て少なく陸底に於て大なるを論じ， J. W. Toumey及

E. ]. Neethling雨氏が市.部 NewEnglandの市闘に於て質験せる結果はp日般地に於て消失大にし

て，庇蔭を有せる播種咋に;於て消失IJ、なるを示せり。佐藤義夫博士は此の消失の最大危機は林木の

生活期間中最幼の時代殊に費生後数年聞にありて，共の叢生直後にありでは主として気象闘係に左

右せられ，斯客を漸く菟かる L年齢に珪:して始めて生イ7・2さ!日JI<:封し相抗争するに至るものとなせり。

同時士は向エゾマツ子前の設生が天然林内にて甚だ多きも，共の泊失極めて大なる所以が果して陽

光i乞基くものなりや否やの疑問より出費し，共の解決の量tたるエゾマツ幼首の生存維持上最適の陽

光関係如何を研究せり。〔同 l:lOYO共の庇iをぷ駿の結果は30-68%の受光率の場合i亡消失率最小な

り。(同上47頁)同博士が野悦-簡有林第一施業医第二林班トドマツ天然林内に於て，施行せる試験成

績に依れば， ~i林抱及疎街中!市林地に於ては，設生直後の消失~傾斜)j向の如何に弥]らすコメーなるを

示し，疎林地に於て南而及び千I画地が北l剖地に比し泊先率大なる結果を得たり。(同上81頁)同博士

の北海道帝園大串百小牧演習林に於ける貰験結果 (40休理E1競式験地3c休明If2波弐験地lこ於げる成績)は密

林E互に於ては消失~ノj、にして無林区に於て著大なり。(向上84頁〕之等の成績を綜合するに統林地及

開放地は共に幼苗の消火率大なる所なり。
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猫 Kraft氏も1878年!丘陵試験を行ひ，幼市の生長関係と消失開係とを顧慮したる研究を行ひ，

各林木の陰陽度を護表し陽光の強弱により樹高及び直径に影響あるを認めたり。(向上9頁及12頁〉

5. 腸光投射強度に過ぐる時は続物輩の生長を阻碍す，従て腸樹は概ね短小且堅賓なるも陰樹

は細長共の他葉の組織を異ならしむ。 (Warming)(同上11頁〕

6. 一年生プナ幼市-は林木の庇降下にありでは滋~\と陽光とを欠き，生長甚しく阻碍せらる L

L 開股地にありては根系統樹幹及葉量の護主主良好而lして葉撒は物質生産量と iE比例す。

(Hreltenlohner 1879年)(同上11頁〉

7. 一年生欧洲タウヒの幼幹，樹高及び主線長の合計は庇蔭の増大と共に増加するも，主根長，

側根数並に側線全長は庇蔭の増大と共に減少す。全根系統の長さは鴎光の増加と共に増加し，欧洲

アカマツにありではi盗所の七億~，欧洲タウヒ K ありでは二傍に主主す。叉全日光を享受する劫而・の

乾燥物質の重量は庇陸部に於けるものに比し欧洲アカマツ=ありでは五供，欧洲タウヒにありでは

三併なり。 (:--;ikol、ky氏 1田1年)(同上11-12頁)

8. 殴洲タウヒにありては庇i盗度が樹高生長に及ぼす影響少なき事，叉全日光の2/3及び112の

庇降下に生育するものは針葉黄色を呈するものある事，殊に2/3の庇陰下にあるものは甚しく短少

繊弱なり。くBadowx1田8年)(同上12頁)

9. 陽光享受の低少なるに従ひ物質生産量を減歩るも，共の減程は樹置により一線ならや。欧

刑タウヒ，欧洲カラマツ等にありては，却て樹高を増大するも共の率は樹種により異なる。

(A. Cicslar 1900年)(同上12頁〕

10. 自由の位世に生育するものが最良の生長をなし，天掠叉は人工的に生じたる林内孔;伏部に

生育するものも完全なるか或は殆左完全なる上光線と弱度。前光線とを受けたる場合之に.illf.ぎ，密

林下に於けるもの生長甚だしく不良なり。叉稚樹の生長は前光線の来る);f立によりて著しく影響せ

られ，共の生長に好影響を及ぼすえf向より順記すれば東，市，阿，北の関係、なり。森林中の深き陰

慮にありでは腸底に比し，物質生産が10%-20%に沈降す。而も陽光享受量と正確に比例せや。

(A. Buhler 1918年)(同上12-13頁〉

11.樹種に依り陽光の享受量低少となるに従ひ，庄符，高さ並に重量の生産を順次減少するも

の直極，重量の生産は受光率の減少に作ひ減少するも，樹高生長は受光率の50-80%の内が最大な

るもの及び或程度に受光率を減やるも却て直f弘樹高及び重量を増加するものとあり。

(林皐博士白i事保美 1005年)(向上13頁)

12. 各樹種一年生に於ては杢日光に浴する場合に重量を増加す。唯トネリコを例外とす。陽光

享受量相異なる場合，幼前重量聞の差異政樹にありでは僅少なるも鴎樹にありでは大なり。蹴洲モ
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ミ及び欧洲タウヒにありでは前者の適例なり。肱洲プナ及びシデに於ては，後者に思する賓験成績

を示す此柄樹種欧洲プナ及びシデの最幼矧に於ては，従来信ぜらる L以上に陽光を要するものなり，

(Tschang Dschang Gia 192i)o (向上13頁)

13. 一般に所謂陰樹は，陽光享受の減少と共に陽樹に比し総生長少し。陽樹も陰樹も腸光享受

の減少と共に根長を減少す。 J与の割合は腸樹が陰樹Il:.比し大なり。

(Tschang Dschang Gia氏 1927年)(向上13頁〉

14. 佐藤義夫博士Dエゾマツ幼品・の生長に闘する研究によれば，最佳良なる受光率は68%Jう至

45~杉なり。A. B込hler 氏の試験結果と比較すれば，両k洲モミ Il:.類似し賦洲クウヒとは趣を異にす。

く同上101頁)

以上の如く林号待者。研究は極めて多岐に亘り，充分参:Je・に費すべきものあり。必等研究の結果

につき充分裂解したる上にて，本道天然林に封し光伐作業を行ふは小職が本研究に於て努力せる所

なり。然れども従来の研究は前記の如〈多分l乙同部的制限を受け居るのみならや，本道の天然林は

小群毎に共の欣況を異にし従って寅行者が其知識を活用して主観的判断を下すの外なきなり。 P佐具

償的標準として示さるべき事項は次の三項となる。

1. 環境の急激なる鑓化を避け疎開を弱度より漸次に強度に進むる如くす。疎開度に就ては恰

も腎師が忠.1'(.を診察する如(，各{同樹毎に異なる所の環境に留意して行ふべきものとす。

2. 疎開商を帯秋ならしむるを可とす。

3. 疎開帯の南方に疎開せざる帯を存置せしむるが如くす。

此の(1)を更に具腫的に表はしたる所-の所謂疎開の標準は第六章第五節に掲け・たり。

c) 幹枝郡及び綾部に方をける植物相互作用に罰する関係 森林は多数の生活せる杭物の閉鎖

群落 (GeschlosseneFormation)なるが故I'C，共庭には各{岡腫の生活要件に闘して相互作用存する所

たり。此の相互作用も立地要素のーを構成する所にして各生活帽を標準にして大別すれば，共の生

活に悪影響を及ぼす作用，其の生活に好影響を及ぼす作JIj，共の生活に好悪イ"1れとも判定し難き影

響を及ぼす作用の三となす事を得。而して同一生活組が或一定値物に封する閥係を観るに，此の三

作用が障々の程度に於て合会れ決して千遍一律ならざるたり。林業は人類の林業上の目的に油合す

る林木を標準とし，之に封し怒影響を及ぼす作用を可及的除き，好影響を及ぼす作用を可及的利用

ぜんとするものなり。帯状疎開の目的とする所亦~に外ならす'0

今，此fi;川を大別すれば，幹校古sI亡於ける相互作用と棋部に於ける相互作用とになる。前者は

更に直光遮断作JIJと気流調節作用とに分けらる。帯欣疎開がーム写相互作用i亡釘し如何なる意義を有

するやと云ふに，~首に直光を遮断し，以て稚樹の護生及び生長を良好ならしめ，気流の適嘗なる

運動を促し，採に於ける養分吸I炊作用を盛ならしめ，林水の一部を伐採する事に依り，確かに根競
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争の緩和を来すと雌，残存林木の泊費作用促進の結果は模の養分吸牧作用誘護せられて，旺盛と在

るが放に隣接の疎開を施されざる帯の林木生長を減退せしむる如き作間の存すべき事を想定する

事を得。

(二〉 帯紙疎開の経済的即ち林業的意義は森林を構成する所の総ての部分が其の成立の最初よ

り統一せられたる一つの原理に基き指導せられ，従ってー全腫として統制せられたる組織を有する

場合に於て認め得らる L所なり。例へばc.Wagner教授の山道せる剥伐帯欣法(Blendersaumschlag)

の如きは，其経理法i亡於て従来の BestandeswirtschaftIL代ふるに Schlagreihenwirtschaftを以てし，

造林，保護，利用(伐木，運材)施業経@.，較利，牧額?象穿等の各業務が新更新法と充分なる調和

をなす場合i亡始めて閲滑なる運川をなし得る所なり O

ヨたに帯幅蹟狭の意義に就て少しく考療せん。

C. Wagner数授の刺伐帯欣法に於ける帯協は史新帯の耐を若;味し，更に進みて Schlagreihen及

び Hiebszugeの長さを決定すべきものなり。共の制を決定する一般的保件は，立地保件並に撫育せ

んとする樹郡:の幼時i乙於ける生長量に闘係し，一般的l乙規定し仰ぎるものとし，ヨたの言葉に要約す

る事を得「更新の効果を安全ならしむるが認には，事業上許さるぺき範囲i乙て狭くなすべき所にし

て，適時(徐り早からす.[免から十〕に更新面積上の上水が全部除かれ，共の中の総ての稚樹が或年

月間都合金1・き北側の Waldtraufの恩恵に浴し得る希望の成立する如き幅なるを要す」然れども岐に

稚樹の護生良好なる原生林に於て，帯j伏疎開を行ふ場合には帯申;;1j決定は此の志;義に従ふぺきにあら

す=。即ち光伐の意義を有するものなれば，第一に稚樹i亡到する生長を臨躍すべき}iJfなり。此の閥係lま

光伐帯の金贈を多量の陽光IL浴せしむる時聞によりて支配せらるO 即ち光伐施さるれば如何に弱度

なりとも幾分多量の光線の射入を許す時間の長短は，共の帯の南側に疎j}日せられす;I乙立てる林分の

高きに封する帯幅の割合によりて定まるものなり。而して此の場合帯隔の蹟狭は稚樹に封する生長

の誌のみより式へば，なるべく康きを可とするも，疎開に依る環境鑓化の鱈に惹起せらる L弊害を

齢からしめんがIIには，或幅に限定するを要すと云ふ両面の考慮により制約すらる L所なり。然ら

ば如何なる帯耐を適首とするやに就きでは，立地腕i係，地況，林況等あらゆる生長に影響する蜂件

に支配せらる Lが故に，決してー舶にii:むべきものにあらす"まれ亡時樹の高さに笥;しき幅及び共の

二倍に等しき申i誌の意義l乙て， 25m及50mの帯幅を用ひたるは円的に合致せりと思惟せらる Lものの

中随意に選ぴ，以て幾分なりとも上記の聞係を貨設せんと欲せるものなり O されば今此雨場合i亡就

き陽光射入の関係をl沿l形的にJラ察せんO

今，母樹の生立地鈷を水平と見倣せば，帯幅を母樹の高さに等しくせる場合と，其の二倍に等

しくせる場合とに於て弐のまHき閥係になる。
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第ー園

、、 、.

、
偽
竹
玄

Jol-¥ll 

帯幅と母樹の高さと同様なれば，太腸の見掛けの高度45
0

になりて始めて伐採帯の北端に直光を

:l/ S";'w¥， 

~I 、、、 l
~I r¥l  
まL ~~ν\、J

受くるに至り，漸次太陽の昇ると共に其の南の部分も直光を受け，南端は最も多く日陰となるもの

たり。若し帯幅が母樹の高さの二倍なる時は伐採帯の北側に始めて直光を受くる太陽の見かけの高

度26'34'となり，前者よりも長時間直光にさらさる L扶態に置かる，即ち帯幅庚き程直光の影響を

かうむる事多し。又同ーの疎開帯内に於て共の北端は最も多く直光の影響を受け，南に進む程少き

理なり。

原生林に於ては各様の高さの林木を混生すと量産，保護樹として主役を勤むる林木の平均高とし

て25mを採用せり O 叉生立地も大勢に於て北より南に傾斜すと維，共聞に小起伏も存し:従って傾斜

方向並に傾斜度一様なる能はざれば，鼓に幾何皐的に此の関係を表出するは困難のみならす，本報

* 告に於ては敢て共要を認めや，唯帯幅が陽光照射時聞に関係する事を理解すれば可なり。

袋詰 之iこ関しては北海道帝園大事数授林拳博士影山純介氏の研究「林木の生長と陽光の強度と lこ闘する般理的

研究J(北海道帝園大拳演習林研究報告第二巻第四競35頁及同第三巻第三君主146頁)1=於て札幌地方〈北緯.43つ附近〕

に於げろ6月15日及10月15日の時刻にιろ太陽高度か算出掲認しありoI!Pち次の却し。

六月十五日

時 刻|太陽の高度

十月十五日

時 刻|太陽の高度

午前
時易

4.26 

5 

6 

00 0' 午前

7 

50 25' 

150 35〆

26η16' 

時券、

6. 31 。o 0' 
6 50 9' 

8

9

0

 4
・・

3r 12〆 7 U

U

町

ザ

川

判

官

釘

釘

W

S

480 4' 8

9

0

 41
 

580 17' 

11 660 11' 

正午 12 700 13' 12 
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第四章 試験林の位置設定並区経過

本試験林は北海道天瞳園中川郡常盤村に存する北海道帝岡大事附属天瞳第一潰習林飯島事業匡

原生保存林内に設定せられたり。共地理撃的位置は水平的には東経142"12'47勺北緯44"44〆48"6垂

第=圃

天瞳第ー演習林飯島天然更新第=試験地費測園

m 
o10 20 40 60 80 100 
E 

直的には海抜約155mー185mなり。 1927年8月5日設定す。

ト

設定の方法並経過に就ては先づ面積約 5haの見営を以て周園を確定し周国測量をなし，面積を
M m 

計算し5，2521を得たり。弐に天幕揮の上流物満内山三角馳より高低測量を行ひ，其貼の海抜158.1を



(43 ) 

確定し，地形の厩測により本試験地の海抜限界を前記の如きものと想定せり。更に見取を以て岡高

線を入れ試験林の地形略闘を柿きたり。(第二問委照〉

本試験林内I乙:心:木配置比較的法E手ft樹護生も良好なる部分を東西の幅40mの創11長なる「ベルト」

献に北端より南端に向ひ貫通したる~~~域を調夕刊長として選定し，北より南の方を帯欣疎開を施した

る場合に疎開に聞して各種の部分を調夜直内t乙含ましむる如くにせり。共の長さは試験林の全長即

ち260mなり。次に本試験地の北端より60mの闘の部分は之を第一帯とし，爾後25m宛に分割し第二

帯以下第九帯に至らしめたり。

1927年9月 20口調賓:~の泉本調査を終り第二帯 (25m幅〉及び第五，第六雨帯(併せて50m 幅〉

に劃しては1927年10月叉第三帯 (25m幅)及第七，第八雨帯(併せて50m幅)に封しては1928年10

月夫々第六章第五節に示せる如き一定標準に従ひ疎開預定木を選定し，第二，第五，第六の三帯は

1928竿2月に第三，第七，第八の三帯は1929年2月K疎開を賀行し， 1929年8月中旬，雅樹撫育の

目的を以て4mの間隔を置き2m幅の保刈を行ひ， 1932年10月土木〈胸高直径5cm以上〉は全面積に亘

り，叉下木及林床被物は調1F.r.言.のみに於て各帯別に調子主せり O

第五章 試験林の地況林況並区気象

本試験林は頓~I.比Ò' Jf l の支流の左j~~飯島林道筋に雨iし， r司流と:足;より分れたる小支流との問に介

在す。今共地形を峨観するに北境より約60m(東境より約80mの筒所にて)乃至120m(東境附近に

て〉の聞に亙りて本試験林の最高帯を有し，走より市.方及北方に向ひ傾斜すo1Yi方に向ひたる斜商

には一小支流中程を貫流するを以て局部的に見れば，岡市西及北東面を有すと難，大慣に於て南面

と見倣す事を得。(第一!品l参照〉傾斜度は局部的に異なると量産も大胞に於て15
0

-35'の問に存す。地

居は中I吐屠上部自主紀に属し，基行は主として頁岩と砂岩のJi]g-より成る。

次に林況を見るに，北J;斜面の部分は関閉疎なる澗葉樹林1'(して，ィ、教のトドマツを合むも南

方斜面はトドマツを主とする過針混涜林にして際問中川fなり O 北J;斜面も幾分トドマツ雅樹の護生

を見るも共主主少(， r有万斜商にはトドマツ稚樹の登生多し。 ミヅナラ， ..， 11ギリ， シナ，イタヤ等

澗葉樹の雅樹はや.Jれの斜面に於ても相官麓生しf~i}るを見る。エゾマツ雅樹は本選の他の原生林に於

けると同様容易に見出し難しと鯵，本j;st験林の中央以南に混在する所なり。

飯島保存林内に合まるる樹林地中頓別幼川支流在J~~一帯の林相を大観すれば，針澗平等林とも

稀し得ペ1...-0然れどもf浦日に共内部を調ヂ宣すれば針葉樹の多き部分もあり，叉潤葉樹の多き部分もあ

り。叉本量生甲骨度(従て平均一本営りの占領商積)も或範聞内に於て積々に費動するを見るO即ち此地
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方に於て選定せる四ケ所の天然更新試験地内にとれる調査匿の蓄積調査結果を掲ぐれば失の如し。

第二表 費支島地方針潤平等林の蓄積調査表 (1927年，~，I査〉

試番| 務飛密度 ;本厳密度|平均材積 (f叫|平均一刻
験 卜 一 l一一一 ! -I一一一の占錨
地君主'針葉樹|湖葉樹l社 |創業悦 Ii開業紛 JI' I針葉樹|測業術|平均!面 積

一一一一一一一一e.fha1.{，iJ fll;鮫〉一一一一|一一一(11'1:認可「本鮫〕一一一Iーーマキ均一本営) ・ | JJ 
侃価 128.221 . 235.676 ! 部 1回 278 剖 9I 0倒 O開|お釘

2 I 1町田 1 1回目11 335.770: 329 349 678 I 0制 l O鴎 I0.495 1 14.75 

3 :?55.879 133.ω|強制 I 羽 233 I 印 1 Iα695 I 0.571 0.647 I 16.併

4 ! 1∞703 I間服2'25.509 田 371 570 0.500 I 0掛 I0溺 I17.54 

刊 11別 '571…|舗4日|川利回1I 0ωI  0佃 lo四 I18回
斯くの如く局部的に費化ありと雌，吾人林業家はかかる小餐動を超越して目測により同一名稽

(即ち針澗平噌林〉により瓶速するを通例とす。然れども艶分なりとも林業を今日の欣態より向上せ

しめんと欲せば，更に阪念を量的に把握ぜんとする要求切貰なるものあり。而して此面積を調査す

る事は経費の開係上不可能なるが故に，目測に依り多少標準になり得るものとして選定せる教ケ所

に於ける調夜材料3うれば，共の算術平均を以て之可:の興件より推定し得る所の此の地方の蓄積欣態

に闘する最も誤一主少きくガウス氏の規iF的誤差函散の摘要可能なるものとの前提の下に〉量的蹴念

なりと)g‘ふるは止むを得ざる所なり。ぇ:も共flhlNi'数多き程共平均値の信頼度大なるぺしと雛，予の

手許に存するは以上四ケ所の成績なれば之を以て論やる事とす。此の平均i伏態は第二去最後の列に

掲げらるる所なり。本試験地は此内2tL営る。今，此試験地の林形を第二去に依りて設明すれば，

蓄積精度に於て平均より和大にして最大なる第三試験地より少なり。然るに本敢に於ては何れより

も大なり。叉i問葉樹の材積は最大なり。而して平均一本賞りの材秘を針潤葉樹別に見る時は，他の

三調査慌に於て針葉樹が大なるに本試験地に於ては澗葉樹大なるを見る。之によりても本試験地の

林形は， ~lt齢針葉樹を慨するが如き欣態にある澗葉樹に官める事を推測するに難からざるべし。即

ち本試験地はま!.~t・樹の批齢樹並に稚樹撫育の見地より通常なる疎開を必要とする欣態にあるもの

たり。

ーたに本試験地につきで各帯別に凶i積及び弐験開始時に於ける林相を掲ぐれば，第三友の如し。



第三表 試験開始時に於ける林相

一積I&: I 町主-1九f
;111;:ご|:2124U:lzl
:::1ねない;:二|
第|

ごこ|:322121231911670山

(45 ) 

(胸高直径5cm以上〉

即ち皐位面積営りに換算したる蓄積を見るに，第一帯最少2i6.344fm。第五，第六OI合帯最大

397.207fmなり O 針潤葉樹別に見るに，針葉樹に於て第一帯最少<84.83lfm，第九帯最多く 217.227

fm。潤葉樹に於ては第七，第八併合帯最少<109.877fm。第五，第六併合帯最多く 257.287なり。平

均一本の占領面積は最多きは第一帯にして 20.60ロm，最小きは第二帯にして 8.20omなり O 一本営り

平均材積の最大なるは第四帯にして0.754fm，最小なるは第二帯にして0.304fmなり。

針葉樹混滑塁手の最大は第九帯即ち材積に於て6.5.3%，本敢に於て77.7%，叉最小は第一帯即ち材

積に於て30.7%，本敢に於て31.8%なり。

本試験林の気象に就ては特に観測せざりしを以て天騨第一演習林仮出所即ち東経142"15'04"，北

緯44
0

45'59ぺ海抜60mの位置に於て観測せられ居る結果を準用するの外無し。依て此叡測表は試験

林より水平的には2'16"5丈東1'10"5丈北に，又垂直的には約100m低き位置に於ける翻測なり。更に

甑測設備のある所と試験林との聞に上音威子府川諸支流と頓別坊川諸支流との分水嶺の存在する事

を想へば，共気象的特徴に於て多少の相濯ある事を想像し得ぺし，然れEも上記の事情を参酌しつ

つ本気象表を参考に供せば，本試験地の気象を推知するK難からざるべし。



{46 ) 

第四表 集 象 観 演目

氏

問

の

経
一
議
空
I
河

泊

絹

白

到

却

m
m
g
E
到

昂

一

山

一

掃

加

も

東
一
千
一
円
一

1

1

1

1

1

1

1

1

0

1

1

1

-

1

一

て

温

門
川
|
ァ
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
-
ー
「
」
)
集
よ

置
一
醐
一
三
ご
ニ
コ
3
m
m
m
m

一
ニ
開
価
制

一
照
=
汁
一

1
M
t
6

刊

何

旬

刊

行

口

8

2

1

一

側

一

引

最

統

位

一

m
v
m戸一

-
m
山

一

矧

て

の

守
ー
I
l
l
i
-
-
-
-
-
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
i
一
|
|
-
は
し
首

一

哩

一

m

β

6

2

8

j

2

M

4

・

6

β

8

A

一

日

一

低

に

剤

師
向
一
林
一
J
m

ね

間

回

目

位

刊

m
w
E
m
均

一

崎

一

最

∞

ケ

測
「
川
|
一
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
ー口
i
一
は

r
悶

-

・

ー

一

一

-

週

皿

円

。

，

由

榊
一
均
量
一

β

β

3

Y

3

β

0

・
A
q
d
n
M
β
y

一

%

一

甜

日

部

由

一

7

6

7

8

8

一

7
-

止芳

8

9

綱

t-I1ilili--5州
国

第

一

均

度

5

1

1

4
・
J

3

3

Y

Y

3

j

β

0

一
β

一

月

年

昭

一
-
h

二
回
目
曲
目
潟
市
郎
創
出
国
田
部
一
一
回
一

o

m

1

択

一

一

中

混

一

一

E

一

り

股

:

三
判
判
£
i
r川
1

2

0

U

7

6

2

一
位
一
説

M

M

同

一

最

-
-
C
3
2・
幻

日

口

n・
3・
制
的
・

3・
訂

1・
一
日
・
一

6

圏
、
・

1

帝
一
端

s

a

1

1

1

1

1

1

1

一
イ
一

4

知

た

道

一

一

明

袋

一

一

一

一

一

一

二

一

一

均

極

海
ア
γ
ぃ工
l
l
B
i
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
-
-ー

T
ム

ヰ

高

基

剣
一
世
同
温
一
沼
市

U

盟

国

田

町

必

泊

佐

佐

引

一

皮

一

年

お

に

一
一
端
可
&
&
0
.
7
.

也
彼
自
.
見
幻
.
M
.
4
.
2
.

一
也
一
は

J

要

名

一

利

袋

一

一

一

二

一

組

札

楠

町

-
1
1
1
l
j
l
i
l
i
-
-
-
l
I
l
l
i
-
-
-
-
l
i
l
i
-
-
I
l
i
l
i
-
-

舎

な

本

側

一

租

「

日

・

四

日

担

問

周

辺

沼

田

・

却

印

泊

一

郎

一

に

叫

摺

闘
現

-

a
岬

E

9

9

4

1

8

3

9

9

4

8

0

5

一
4

-

'

2

J

.

世
間

1

一

戦

一

一

一

一

1

1

1

1

二

一

知

』

一

一

[
-
1
1
7
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
-
1
7
1一
を

て

胡

E
一
生
一
m
泊
お
白

7

お

2

位

お

綿

布

9

7

一

割

一

盟

慶

一

一

m
m
m
臥

臥

仇

見

回

侃

位

臼

位

飢

一

m
一

脚

色

吠

ー
・
一
「
'
一

;

l

r

r

r

7

7

7

7

7

一

7

-

t
・

t

i

v

主
!
?
一
い
い
い
¥
一
十
1

1

1

1

1
十

十

十

一

十

一

知

則

は

ヨ

一

四

一

一

-

世

田

N

8

反

一一一
一

m

訴
訟
芯
訴
訟
計
一
平
間
部
州

一

貫

一

一

一

本

J

日

M
J刈寸
1

i

[

1

1

1

l

i

-

-

一

判

一

円

別

別

相

¥

7

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

一

t

-

H

h

9

2

一月別

1

1

1

一

金

一

粁

伴

内

111111γll

，

4

4

0

4

なり。平均比封的操度は5月及6月の78.3%と3月の89.4%との聞を昇降す。雨量は五月最小く千均6ふ

12月最多く，千均8.7なり。降水量は年1685mmにして最小は4月の590mm，最大は10月の225.6なり O

更に森林生態撃的に注目すべき重要現象の起る日数及初終雨日並に共期聞を掲ぐれば失の如し。

第五表 気象上の重要現象生起日:戴及初経日

|総日吸(寸B 初|
終 日
日 終 日 間の日殿
月 日 月

47 3 百 14 区 104 

同 30。以上 13 7 四 13 VDl 38 

前年 ιり営該年に亙る寒候期に於げる

最高気温 0'以下 90 18 E 22 圃 125 

平均気温 0υ以下 131 7 沼 22 町 167 

最低朱温 0'以下 186 14 x 31 V 230 

同 け 100以下 86 25 XI 8 町 135 

同 (-1 20つ以下 34 25 xn 14 E 81 

同 H 30'以下 4 16 I 19 E 35 

霧 一 26 区 1 1直 248 

結 氷 14 X 30 V 230 

雪 24 X 11 V 2∞ 
積 重写 170 9 XI 4 V 177 
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累 年 卒 t宅J 表 自1926年歪19:鈎年

1420 15' 04" 北緯 440 45〆59" 海抜高 印 m

降水l月積一後量l-l吋 同 同

日政深 度箱内 I比箱笥列的、 温 度曲管0.1皿 0.2皿 0.3ID 1.0m 2.0田

日 cm mm mm 。C 。。 。C 。C 。C 。C 。ο
25 124.3 0.51 一 一 一 一 0.79 3.39 6.46 

18 140.9 0.53 一 一 - 一 -ーー ¥-1 0.15 2.28 5.23 

21 153.3 0.54 一 ー. 一 一 ¥-1 0.19 1.74 4.43 

13 9.叩 l32 1.83 一 一 一 一 O.四 1.76 3.田

14 8.6 1.95 2.10 10.07 9.26 8.回 7.17 6.95 5.14 4.42 

11 一 1泣 2.国 14.66 14.44 13.42 12.59 12.21 9.31 6.日

11 一 1飽 2.83 20.29 20噌07 19.02 17.77 17.40 13.56 9.10 

16 一 1.00 2.86 21.05 20.96 20.44 19.51 19.52 16.55 11.75 

18 一 O.叩 2.67 16.79 17.25 16.94 16.82 17.06 16.04 13.09 

19 一 0.89 2.16 9.64 10.67 11.42 11.47 11.84 12.99 12.67 

22 10.4 0.53 1.90 一 一 一 一 5.64 8.14 10.47 

26 68.9 0.74 1.65 一 一 一 2.45 4.91 7.96 

214 問 I1∞[ 8.(氾

第六章 試験及び調査方法

第一節 試験林の面積

本道原生林に於ける疎開作業の効果を試験せんが震には，少くも5haの面積を要すと思惟す。共

理由I土戎の二項に蹄す。

1.造林上影響を蒙むる天然要素の関係は，極めて複雑多様なるのみならす，各要素の面積的

配分も千等なるものにあらや，従て小面積にては特殊要素に偏Lたる局部を取る事になり，目的の

効果が之等特殊要素の矯或は隠蔽せられ，或は過大に現はれ公平なる事能はざるぺし。面積大なる

穂試験地全面積に亘りて，人震により輿へられたる効果以外の作用が互に相殺して，目的の効果を
保

明瞭たらしむる程度大なりと考へ得ぺし。

2. 或一定額以上の材積ならざれば，疎開木を経済的に鹿分ずる事能はや。

されば或範国内にては大面積程宜しき理なるも，経費共の他の黙を考慮する時は，寅際問題と

して営面の目的に沼ふに充分なる程度に限定せざるを得十。是れ本試験地が5haを標準として設定

せられたる所以なり。

器量主天然要素4-分解して精密に1111.胞し，各要素と入~作業との関係必見る加さ場合!t此限り lこわらず。
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第=節調査匝の設定

本試験林内に第四章に述べたる;方法により調夜医を設定せり。是杢両簡に豆りて，稚樹護生散

の増減，林!ぷ純物の関係並に毎木灼生長を調恋せんとせば，多額の経貨を要し貰行不可能なれば，

是等詳細なる調完を調査I~I内に限定し，全面積に豆りでは 11佐総括的生長松況並に被害状況を調査

するに止めんが馬なり。此調査区は本試験林中慨してjl/:本配置法正と見倣され得る部分を選定せ

り。蓋し法正なる立木配置の森林tc於ける施業は，天然更新上の基準となし得べきが故なり。

第三節 基本調査の方法

基本調査の方法は調査医内と調査区外とに於て共精粗を異にす。調住区内に於ては，胸高直径

5cm以上の立木全部に亜鉛製番蹴札を附し，其配置を確定せり。此立本配置を定めんが誌に調査匡

の北境及西境を劃する直線を生標軸，共交黙を後標原駄の意義IC月jひ，各木の横距.及縦Heを計れり。

樹種，胸高直径，樹高並に生，枯，不健等の事項を之等各木に就き調査記載せり。其胸高直径は南

北及東西の正に直角なる雨方向より測り，測要占には赤色ペンキを以て記蹴ムを附し，後日測定の際

同一箇所に於てするに使せしめたり O 胸高は1.3mなるも，嬬の如き異常部分存する時は，多少上下

せしむるが故に測定関所を記し置くの要あり。樹I缶はワイゼ式iJIiJ高器を以て数本立木をilllJり，他は

之と比較して目iJ!iJを行ひ，時々測高器をもって共の適否を検するのj;法をとれり。稚樹並に共の他

の林床純物は調査区内を10m千万宛に細分し，共停の中に於ける羊歯餌並に嗣花布貨物の種頼と敢量

とを記せり。

主主に所謂種類とは，粉:物分類事上巌1Eなる意義を有するものにあらす"勿論，なるべく種名を

用ぴんとしたるmなるも，時には属又は科目を包括せる名稿を以てi幼児せり O

調査区外に封しては各帯別に分ち，各林水に封し樹種及任意の方向よりの胸高直揮を測定せる

のみなり。赴経費共他の賞際事情によれるは勿論なるも，試験の効果に封しでも大量生的調査により

て，総括的生長を求むる場合には，直揮の過大に去はるる志向より計りたるもの過少に去はるる方

向より測りたるもの，及共中間iに於ける種々なる事情・に於ける測定が，相互に入凱れ肘るが故に共

誤差が内部に於て相役せられ，従って或程度の信領度を此の種の測定にも興へ得らるべしとの見解

を有するを以てなり。

第四節 疎開帯の位置反び大き

本試験林を九帯に分割したる事は，第四章第二節に述べたる所たり。共欣況は第二岡に示さる。
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今，疎開帯の位置大さ及其中に含まるる調査匿の面積を掲ぐれば第六去の如し。

第六表 疎開帯ー覧表

ぜる年月 名 |北境 ιり|帯
の距離

19四年2月3月 第 一 帯 60m-85m 25m 約 200m 約 5∞Om3 1αXlm2 

同 上 第五第六併合帯 135mー185m 50m 約 2∞m 約10αXJm2 2以)()m2

1929年2月3月 第 一 帯 85m-11Om 25m 約 235m 約 57∞lll'2 1α)()m宮

同 上 第七第八併合帯 185m-235m 50m 約 2∞m 約1αlOOni宮 2αXlm2 

第五節 疎開木の鷺定

前節所連の疎開帯に封し，疎開貰行の前年十月に於て疎開木の選定を行へり O 此際注意を梯ひ

たるは，天然更新上稚樹撫育の見地と第二章第一節に述べたる植物生理並に生態的考慮とたれども，

更に利用及び牧支相償の主旨をも参酌したり O 即ち下の標準によりて選定せり O

1. 優勢木にして稚樹に封し，生長を害する程度に光線を遮断する如き j伏態にあるものを伐

採す。

2. 大なる枯損木，腐何木等にして是が宥ミ時の倒壊折:損rこより稚樹を害する恐れあるものを伐

採す。

3. 健全なる優勢木にして，伐期に到達せる如くなるも下種並に稚樹の保護の局に役立ち得る

ものは之を建存す。

4. 極めて接近して二本以上生立せる場合，最も法Eなるものを一本残して他は伐採す。

植物生理並生態的考慮よりすれば，念激なる環境の費化を避くるが話可及的弱度を旨とすペ<.

雅樹撫育的見地よりすれば，貫際の材、況に臆じて選定すべきが故に局部的に費化あるを菟れす.，枚

支相償の主旨に於て少くも或額以上の伐採をなすべき所なるも，此の見地は専ら前雨項の要求を侵

害せざる程度に於て加味せざるべからす=。従って強め伐採率を念頭に置きて疎開木を選定する事な

く，主として賓際各林木の生理的要求並に林分有機関的要求を洞察し・て之を選定せり。

第七章 試験及び調査の賓行

第一節疎開の費行

第六章第五簡に述べたる方法により議定せられたる疎開木に封し，第六章第四節に掲げたる年
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月に於て夫々疎開帯の伐木を貴行せり。

疎開賓行に営りでは，議定外の林木を損傷せざる様に周到注意を梯ひしと難，時には伐採者の

意に反して其の附近の林木に懸り之が伐探を官余儀無からしめたるととあると，又搬出の属議定外林

木の伐採をなさざるべからざる場合をも生じたるとにより，多少の議定外伐採木存する事は今日の

研伐事業に於て菟れ難き所なり。

叙上の伐採に閲する議定と寛行との差は，次節に述ぶる議定伐採塁手と寅際伐採率との比較によ

りて之を知り得べし。

第=節伐採寧

前節記述の如く賓行せられたる受光伐が，営該試験林の林相に於て幾許の伐採塁手に相嘗せるやを計

算するは，本試験結果の慮用上必要なり。

伐採互容には本敢によるもの胸高横断面積によるもの及材積によるものあり。此三者の闘係は又

受光伐木と金立木との性質上の差異を標示する矯に興味ある事貰を教ふるものなり。先づ材積伐採

率と胸高横斬面積伐採率との闘係を考ふるに，全材債をV，共伐採木材債をV'，胸高横断面積合計

をG，其内伐採木の胸高横断面積合計をG'とすれば，

V〆 G' V' V ←」

:一一-一一=(伐採木の平均形両):(全立木の平均形高〉
V G G〆 U

即ち材積による伐採率と，胸高横断面積による伐採率との比は，伐採木の平均形高と金立木の

平均形高との比に等し。

然れども本研究に於ては，各木の形高を調査して材債を求めざりしが故に，此比を見るも何等

具瞳的の結果を粛らさす=。従て単に本量生伐採率と胸高横断面積伐採率とを掲ぐる事とせり。

本塁主伐探率と胸高横断面積伐採率とのよkは

G' N' G' G 
"-----←=(伐採木の平均断面積): (全立木の平均断面積)
G N N' N 

又之等各伐採互容を全立木に就き求めたる外，針葉樹と潤葉樹別に求めたり O 更に是等の伐採率を全

瞳即枯損不健全木及健全木を併せたるものに封してのものと，健全木のみのものとを算出せり。

第七表 本敷伐採率(%) 金長

金烹 木〈値不信，枯視) I 健全木のみ
帯 針葉樹潤葉樹総指 針葉樹[潤葉樹 1 総

腕!賞際|腕 l賞際 l-a寸歪扇子 後定|貰際後定|賞際後定|笈際
第二引 11鉛 2叩 1防犯伺 10.961 1間四 22.86110.73吋 11おげ

第 三 曹 1口……1叩……………花引…………1包凹炉……3臼釦一3引一1口1
第五，大併合帯 30.871 35.461 24.231 27.021 28.261 32.7511 30.551 35.511 25泊沼.131 28.521 32. 

第七八併合帯 10虫 11.971 7.田 8.781 9.田 11訓 11.211 12.281 10.531 11.841 11.041 12. 



第八表

帯

第二帯

第三宿

第五，大併合帯

第七，八併合帯

第九表
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本敷伐採率(%) 調査冨

品 正出:EI14U43

胸高断面積伐採率(%) 会長

会立木曜不眠醐〉 l健金木のみ | 
1，'IlI 針葉樹 li閣葉樹 1

1

総 括 針葉樹I議i閤定葉l賞樹際I総 括
ヨ展定丁賓時橡定 1'1実際設定 l貧際 穣JE:I賓際 ::日恒三

第二帯 15.田 21.3517i54117血 16..741 19叫 17.77 四国 14.al 14.81 

第三帝 20.191 21.侶 930: 9.981 13.781 14.7911 23.951 25.721 8.田 9.69

第五，大併合帯 46.431 49.001 42.25: 43.521 44.451 46.4511 48.011 48.851 43.部 44.641 46.011 46到

第七八併合帯 ~:~~I 22.叫侶l15 1567 ゆ 57 四 0311 26位 26.661 17侶げ451 21回 22.39

第十表 胸高断面積伐採率(%) 調査匡

帯出起長官:~-l山:見出7

第七表乃至第十去を一見すれば明かなるが如く，共伐採率は帯毎に叉樹種毎に一様ならや。叉

帯の全長によれるものと調査匡のみによれるものとも異なるものあり O 之れ杢く林相の不規則性に

基くものなり O 森林は天然更新力に閲して異質的なるが故に，天然更新を主眼とする以上決して均

ーなる伐採率を以て律すべきにあらす言。殊に此場合に於ける如き原生林に於て然りとす。今，此第

七表乃至第十去により伐採率費動の欣況を説明し，各帯の林相を推知するの資に供せんと欲す。

(一) 全長に劃するもの

a) 本敷伐採率〈第七表参照〕 伐採塁手最小なるは第七，第八併合帯にして全立木に於て針葉樹

強定10.9%，貫際12.0弘澗葉樹強定7.8%，賓際8.8%，総括議定10.0%，賓際11.0%，健全木のみに
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於ては針葉樹諌定11.2弘質際12.3%，澗葉樹改定10.5%，賞際11.8弘総括議定11.0弘貫際12.2%，

最大なるは第五，第六併合帯にして全立木に於て針葉樹議定30.9%，賞際36.5%，i間葉樹議定24.2%，

賓際27.0%，融括議定28.3%，賓際32.8%，健全木のみにては針葉樹旗定30.6%，貫際35.5%，1間葉樹

強定25.4%，寅際28.1%，総括議定28.5%，質際32.5%，第二，第三の雨帯は共の中聞に位す。

b) 胸高断面積伐採率(第九表参照〉 最小なるは第三帯にして，全立木に於て針葉樹像定20.2

%，賓際21.7%，潤葉樹I象定3.9%，質際10.0%，線、括議定13.%，貫際14.89o，健全木のみに於ては

針葉樹強定24.0%，貰際25.7%，潤葉樹議定8.9%，賓際9.7%，綿l括議定14.8%，貫際15.5%，最大な

るは第五，第六併合帯にして全立木に於て針葉樹議定46.4%，賓際49.1%，澗葉樹議定42.3%，貫際

43.5%，綿括漁定44.5%，寅際46.5%，健全木のみにて針葉樹議定48.0%，貫際48.9%，潤葉樹議定

43.9%，貫際44.6%，線指頭定46.0%，貫際46.8%，而して第二帯及第七，第八併合帯は其の中聞に

位す。

(二〉調査直に封するもの

原生林の成林欣況は，前述の如く不規則なるが故に，遣林上の目的の~にはー標準地に於て調

査し，之を以て全面積を律するが如きは到底不可能なり。此意味に於て小職は，標準地と稿するか

はりに調査直と稿したり O 同ーの林地に於ては調査匿に於ける自然力と杢面積に於ける自然力との

聞には何等かの蓋然関係 (StochastischeAbhangigkeit)の存在を仮定し得るが故に，若し一定期間毎

に此雨自怒力の綜合作用を調査し，其聞に或関係を護見し置く時始めて此開係の補助により調査直

内に於ける作業成績を全面積に及ぼし得るものなり O

車に一同の調査結果の比較なるが故に，何等の蓋然開係を見出し得ざるも，本試験林の成林扶

況の不規則性を詮する篇，杢長に封するものと封比して誌に説明を加へんと欲す。

a) 本敷伐採牽く第八表参照〕 最も小なるは第五，第六併合帯にして全立木に於ては，針葉

樹橡定7.9%，貰際13.296，澗葉樹酸定16.0%，貫際20.0%，総括議定13.3%，賓際17.7%，健杢木のみ

にては針葉樹議定8.8%，質際14.7%，澗葉樹設定18.<3%，貫際21.9%，締.括E象定15.3%，貫際19.4%，

最大なるは第七，第八併合帯にして全立木に於ては針葉樹橡定27.3%，賞際28.6%，潤葉樹議定も

賞際も共に33.3%，総括E象定28.6%，貫際29.6%，健全木のみにては針葉樹橡定30.5%，賞際32.1%，

・澗葉樹議定も賓際も共に35.9弘線、括像定31.8%，賓際32.9%なり。而して第二，第三雨帯は総括に

於て共の中聞に位すと難，潤葉樹のみより見る時は第二帯の伐搾率第一位に位するは第八表に示す

が如し。

b) 胸高断面積伐採率(第十表参照〉 最も小なるは第三帯にして，全立木に於ては針葉樹議

定26.8%，貫際27.3%，澗葉樹議定10.8%，寅際12.8%，線、括強定19.5%，貫際20.6%，健全木のみ
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にては針葉樹議定29.1%，貫際29.6%，澗葉樹諜定11.8%，賓際14.0%，総括強定21.2%，寅際22.5%，

叉最大なるは第七，第八併合帯にして全立木に於ては針葉樹旗定44.7払賓際46.4%，澗葉樹議定も

賓際も共に46.4%，線、括議定45.4%，貫際46.4%，健全木のみにては，針葉樹議定50.2%，質際52.1

%，澗葉樹E象定も質際も共に59.4%，線、括旗定53.5%，質際54.8%なり O 総括に於て見る時は，第二

帯及第五，第六併合帯は前記雨帯の聞に位すと難，樹種別に見る時は第三帯の針葉樹伐採塁手が第五，

第六併合帯の夫を遥かに凌駕せるが如き，全く原生林特有の不規則性が斯くあらしむるものと考ふ

るの外なきなり。

此の伐採率は単に立木本量生疎筏のみに因るものにあら歩。第三去により平均一本の占領面積を

見るに第五，第六併合帯の占領面積が第三帯の夫に次で大なるにか Lはらす';，伐採率は格段の高さ

を示す所なり。即p本教の均一換言せば一本の占領面積を可及的等しからしむべしてふ原則を無硯

せる伐採率なり。此伐採木選定標準は第六章第五節に掲げられたる所にして，全く各個樹の生態的

要求をなるべく充質せしめんとするにありて，此見地よりして伐採せらるべき林木の多かりし事を

示すものなり O 吾人は此関係を客観的に示し得んが矯に，原生林に於ける林型の考究を急務とする

も，本論文に於て之に踊る Lを得歩。叉本林に恰遁する如き表示法あるを知らす手。唯裁に第三表中

一本宮り材積を針澗葉樹別に示したるものは，甚だ蓋然的ながら第五，第六併合帯に於ては他帯に

比し前記の標準によりて伐採木を選定する場合に，高き伐採率を生やる事のあり得ペき事を示し居

れり。即ち針葉樹と澗葉樹との大さの差濯に於て第五，第六併合帯は他帯によじし著しく大なり。(第

三表参照)澗葉樹の大なるものは概して蹟く校，を出し，比較的小なる針葉樹の生長を阻害する欣況

にある場合多きを想起すれば，或程度迄か Lる場合の可能性を認め得ペし。

ヨたに(伐採木平均断面積): (全立木千均断面積〉を掲ぐれば第十一表 a. (全長に封するもの)

及 b.(調査匿に封するもの〉の如し。此表は天黙更新力に閲して異質的なる森林の各帯別半日設を

示し居る所なるが，此際は一般的に攻の離に就き注意を喚起せんと欲すO

1. 一般に1象定として大なる林木を伐採する所なるも，第三帯の潤葉樹の知きは却て伐採木平

均断面積が全立木平均断面積よりも小なる結果となれれ之は澗葉樹の大なるものにして針葉樹の

批齢樹を被墜する欣況に無かりし鴬残されたるものが多く，却で柏小なる澗葉樹の伐採せらるべき

もの多かりしを示すものなり O 林況に依りでは斯る場合あり得ぺきなり。

2. 伐木の貫行に首りては比較的小にして，更新上残すぺく議定せる林木が官余儀無く伐らる L

を以て，第七表及び第八表の数字は常に議定よりも貫際は小なり。
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第

第

第十ー表

( a) 

号昏

一 帯一
一 帯

第五，大併合帯

第七，八併合帯

伐採木平均断面積/会立木平均断面積

全長

金 立 hE証逗木了1賓r陽子11 健全木 の み針潤 針 j閣総指

腕 l賓際[腕 l賞際| 腕|塑[蹴|時一|腕|賀原

オ5~~1 吋1血1611珊 1.5274 1畑 1m1.0922 1.3797 1.0711 1.6215! 0.82741 0.6831 1.1972 1.058711 1.8(コ7511.7078， 0.7945 0.6552 1.2092 

1.34611 1.74371 1.6107 1.5729 1.418311 1.57151 1.37571 1.7281 1.5869 1.6133 

1.9αヨ111加 6711.7847 1.96回 1.819311 2泣 1112.1710i1位20 1.4776 1.9801 

伐採木平均断面積/杢立木平均断面積

(b) 調査直

金 立 木 健 全 木 の み
帯

猿定針|賓際 I後定潤|賞際||猿総定|賞f際t I ~JEi開 l 総復定 1~貰際 猿定(賓際 濠定 I'賓際

1.284山田国592111m19162 

1 
1.5017 第 帯 2.白 19 1.93431 1.5544 

第 一 帯 1.9157 1.51441 0.73421 0.62071 1.3632 1.oo24!1 1.87021 1.51101 0.7079 0.5988 
第五，大併合帯 1.8466 1.20361.66691..533田7q9116956 1.446311 1.81071 1.18011 1.66G8 1.4394 1.67861 1 

第七，八併合帯 1.6395 1.62341 1.39091 1.39091 1.5834 1.6695 1.68551 1 

第三節 疎開後の手入

伐採に際しなるべく残存木殊に後糟幼齢樹を害せざる様に注意をなし，叉遺材残物たる楠木校

保等の大なるものは，なるべく試験林外に放棄せしめ，以て共下に護生し居る雅樹の生育を妨害す

る程度を可及的少たからしめんとせり O されさ之等建物杢部を放棄せしむる事は，経費の許さどる

と共の必要をも認めざる所なり O 蓋し唯適営なる間隔筒:に費生せる稚樹の生育する徐地を存しむる

事に注意を梯ふをと以て充分となすが故なり O

次に，既に護生せる稚樹の生長を阻害する雑草剤糠を刈り生長を助くるの要を認め，昭和四年

八月中旬4mの間隔を以て2m幅の刈梯を行へり O 此場合子刈にせやして保刈にしたる理由は誼営な

る間隔毎に稚樹を護育せしむれば，充分天然更新の目的を達するを得る事と其営時に於ける経費及

努力の闘係に基けるものなり。刈梯したる雑草の主たるものは笹類にして，其刈梯はれたるものを

刈らざる部分に堆積せり O 勿論此各保間隔の中に於ても笹類、少し従て稚樹も雑草の害を受けざる

程度に生長せるものも少からや，又僚中に於ても悉く稚樹を護生せるにあらや，従って此保刈と難，

巌密に4mの間隔毎に稚樹を成立せしむる目的にあらす=して，天然更新の目的を達成し得る限りに於
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て，可及的経費の節約を計らんとする主旨に他ならす=。共傍刈に封ずる規定も出役人夫をして容易

に理解せしめんが局に便宜設けたるものにして，向此際人夫をして注意を梯はしめたるは，此保刈

に際し・決して有用林木の雅樹を害せざる事，及刈梯はれたるものを保間隔中に置くに際しでも，可

及的稚樹上に堆積するを避けしめたる事なり O

第四節 1932年記於け忍調査方法。

第六章第三笛i基本調査の方法は， 1927年に於ける調査方法なり O 共後本章各節に渉りて説明せ

る通り賀行したる後五年の歳月を閲せる1932年10月共調査方法を反覆寅行し，以前の調査と比較し

誌に共成績を吟味せんと欲す。即ち之を要約すれば，

a) 上木調査(胸高直僅5cm以上)

b) 林床植物調査

となるO

共外天然更新上重要なる稚樹の上長生長に閲して，此疎開の彰響を知るの要あるを認め新たに

きえの項を設けたり O 即ち，

c) トずマツ稚樹上長生長調査

是なり。今，共方法を説明せん。

一般の生物生長現象と同様に雅樹の上長生長も年齢の函敢なるが故に，受光伐の稚樹生長に及

ぽす故果を試験せんとするに嘗りτも，各種年齢の稚樹に就き調査を行ふの要あり。探れども寅際

調査に嘗りて多数の稚樹に就き年齢を分類する事は困難なるが故に，是と査然的に闘係を有する所

の樹高を以て代用せり O 元来樹高は連績的に費化する所のものなれば，此貼にのみ厳密に過ぐれば，

全部稚樹を調査せざるを得ざる所・な予ものなれば，限られたる経費の下に行ふ試験に於て賓行不可

能なるのみならや，共他の本試験に探用せられたる方法の精密度と相伴はざれば，・却て無意味の結

果を生やるに至る。因て林業特に天然更新上の見地に立ちて稚樹の高さを或階級毎に類別し，各階

級に封し代表木を三本宛選定し，枝節により各齢階の樹高生長を調在せり O

此稚樹々高階の類別に封しては，種々の方法を考へ得べきも，誌には北海道帝国大事助教授林

著書博士佐藤義夫氏が昭和七年六月北海道林業禽報第三百五十四披に護表せる方法に準蟻せり。即ち，

m m 
0.04 --0.15 

0.16一一一 0.30

0.31一一一 0.60
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0.61一一一1.00

1.01 -一一一 2.00

各帯に封し高階5，各階3本宛，即ち15本宛の代表木を濯ぺり。されば9帯なるが故に135本の代

表木を測定せるなり O 而して之等の代表木は調査直内に設け1披より135競迄番競標杭を立て，調査

首を標識し置けり O

此135本の稚樹代表木を枝節により年齢を推定せるに，最幼四年生 (1929年護芽〉より最老57年

生 (1877年護芽)の聞にまうり。

第八章試験成績

第ー節被害関係

林分の疎開は通護作用を盛ならしめ，従来の生理作用に費調を来さしむるが故に，共の方法宜

しきを得やして吸牧作用と通護作用との聞に調和の取り得ざる場合は枯損木を生やる恐あり。現時

の予輩の知識を以てしでは，後櫨稚樹の撫育を計るが震必要止むを得ざる程度に疎開木利用上伐，

木運材底分可能なる最小限度に建せしむるの見地に於て，するの外無しO 即ち疎開木選定の標準は

第六章第五舗の如し。此疎開により各帯別に如何なる被害ありたるやを見るに第十二表の如し。

第十=表 トザマツ枯損木調査表

帯一 E E 町 lX 

直径級 AIBIAIBIAIBIAIB 
cm 

5 - 9 5 O O O 4 O 1 1 O 1 O 2 2 4 4 1 

10 -ー 14 2 1 O O 2 1 3 1 1 2 I 0 O O 6 1 5 2 O 

15ー 19 3 O O 1 1 1 1 O O O 3 O 1 2 1 1 2 O 

四-24 3 O 1 O 1 O O O 1 O 1 O 2 2 4 1 

25 - 29 3 O 3 O 1 O 1 O 2 1 2 O 4 2 O 2 O 

30-34 3 1 1 O 2 O O 2 O 1 O O 4 1 2 3 O 

35 -ー 39 2 O 2 O O O 2 O O 1 1 O 1 4 1 O 1 O 

40 - 44 1 O 1 O 2 O O O O O 2 O O 2 1 1 3 

45 - 49 3 O 1 O 1 O O 1 2 O 2 O O O 1 O O O 

50ー-54 O O O O 2 1 O O O O O O O O O O 1 O 

55 - 59 一 一 O O 一 一 O O O O 一 一 一 一
60 - 64 一 .- 一一 一 一 O O 1 O 一 一 一
65 - 69 1 O 一 ー・‘ 一 一 一 一一
計 1;5 T 2 ¥ 9 ¥ 1 ¥ 17 ¥ 4 ¥ 10 ¥ 3 ¥ 7 ¥ 7 ¥ 12 1 3 1 3 124 112 115 122 I 2 
備考 A : 192-1年lこ於げる枯換本数 B : 1927年一1932年間に増加ぜる枯損本綾



(57 ) 

第十三表 トザマツ枯損木率表

帯凶・・・・ 1 E E W V 胃 四 vm 区

昭和三年現在健全林 178 81 145 157 181 142 153 222 176 

昭和七年現在健全林 176 80 141 155 174 139 129 207 174 

枯 損 木 2 1 4 2 7 3 24 15 2 

枯 損 率% 1.13 1.23 2.76 1.27 3.87 2.11 15.69 6.76 1.14 

注意枯損木調査表中第四帯iこ於て枯損木増加殿3本とあるl工業内 1本It昭和二年調査に於て不健全なりし

ものにして，健全木lこして枯績となれるIt本表の如<2本なり。

即ち疎開を施されざる第一帯及第九帯は，最も枯損塁手少く1.13%及1.14%に過ぎや。疎開を施さ

れたる帯と難，第二帯，第三帯，第五帯及第六帯に於ては3.87%以下なり。此場合に於て帯幅25m

の方は50mの場合よりも枯損塁手の小なるを見るO 然るに第七帯の15.69%，第八帯の6.76%は明かに

疎開により生理作用の務調を来したる形跡明瞭なり。即枯損関係より見れば帯幅の狭きを可とする

を示す。

第=節 胸高直径生長乃至材積生長に反ほす影響

誼切なる方法に依る林分の疎開は通護作用を盛ならしめ，従って養分吸J炊作用増大し同化作用

促進の効果あるべき理なり O 然れEも現賓林に於て如何なる程度に其効果を生ぜるやを直接同化生

産物の量に依り試験する事は，立木を生活せしめつ L試験する限りに於ては極めて困難なり。唯吾

人が林中に於て貰用上:mし得る事は胸高直径及樹高の測定なり。而も樹高は既越の如くワイゼ式測

高器を用ひて測定せる敷本と比較する事に依り目測せるに過ぎざれば，一屠此種の研究に封しては

不適営なり。故に胸高直径生長を以て之が推測を下すの外無しO

植物生理壌の教ふる所によれば，同化生産物は先づ各林木の現在生活作用に消費せられ，其剰

融が貯蔵物質として樹幹の容積を増大せしむる資料となるものなり。而して幾許の貯臓物質を生や

るやは各個林木の生活保件により決せらるべきものにして，此生活保件は同一林分を構成し又可及

的一様なる標準に従ひ，疎開せられたる林分中に生活する林木と雛，決して全く一様なる能はざる

は，寅際林木生活を仔細に観察せるもの L何人も首宵する所なるべし。然れども一定匡域内に於て

可及的一様なる林況の下に生育せる林木の大量生観察を行へば，樹幹容積増大量の同化生産物の量に

封ずる比に闘して一定の極限値の存在を考ふる事を得。

設一生活髄It同一i梁件の下lご於て同一反癒えb生ず。されど人智か超越ぜるく今日の智識も以て不明なる〉種

々の事情が之 lこ闘興するた以て，多数の場合か観察し其各骨ル比較ぜ it"皆多~異なるら普通とすO 精密科撃的 i二論
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ずれIt種骨異議た掃し挟み得るにもぜι，林業上岡ーと考へて取扱ItるL笥象に霊堂してはi比大鑑観察や以て同一事

象の反復過程と同様に考へ， R. v. Mises致授の緩率論の前提Tこる極限値存在の要求や充賞するものと解ぜんと

欲す。

是植物生理事上同化作用の盛衰に闘係ありと思惟し得らる L受光伐の結果が，樹幹容積構成因

子中最も測定し易くして且つ樹幹容積と密接明瞭なる函数的関係にある所の胸高直径生長に封し如

何様に作用せるやを研究せんと欲する所以なり。

然れども過去百年以上に亘って自然に放任せられ，現在並に将来に於て天然力の複雑なる作用

を受くる泰林に封し，箪に一同の受光伐を施したりとて生長上に是に因由すと見倣し得らる L程明

瞭なる差異を示すべしとは諌期し得る確率極めて少なし。蓋し自然界に於ては一方に於て促進する

作用あると同時に他方に於て阻止する作用あり o 而も共程度に於て種々異る所の多数現象に影響せ

られ，且之に反躍する林木自身内に潜む個性に就ても一様ならざるものあればなり。況んや本試験

に於て用ひたるが如き輪尺を以ての測定には，多分の誤差の随伴するを菟れざるに於てをや。調査

直内の全立木の生長に就き計算を行へりと難，果して受光伐との聞に明瞭なる関係を指示する結果

を得ざりしを以て省略す。唯本試験林の主要樹種たるト fマツに封し各帯別に如何なる平均胸高直

径生長率を示せるやを確率誤差と共に併記すれば第十四表の如1--0

第十四表 各帯別トザマツ胸高直径生長率 (1927-1932年間〉

確 至容 設 差

帯 名 本 般 平均生長率
一観測に到すろもの(平均値に劃するもの

% 

第 一 帯 75 5.部 3.75 0.43 

第 一 帯 32 5.380 3.78 0.67 一

第 一 帯 38 4.31 3.24 0.53 

第 四 帯 30 4.13 3.由 0.73 、
第 五 帯 16 5.37 3.13 0.78 

第 ムノ、 帯 11 8.06 4.30 1.30 

第・七 帯 28 5.45 2.田 0.49 

第 A 帯 叙】 5.67 3.66 0.47 

第 九 帯 回 6.99 4.06 0.53 

上表に於て見る如く平均生長率は各帯毎に異なれりと難，決して此差を以て直ちに何か或原因

によりて斯くあらしめたるものなりと蓮断すべきにあら歩。之に闘する推論をなすに先立ち，其差

に伴ふ所の確率誤差を誘導し，之より Gauss氏の確率画童文を基礎とし，差に伴ふ誤差が差以内に存

する確率を知るの要るり。若し此確率0.5以下なる時は，此差に伴ふ誤差が之を超過する場合数多き

事を示すが故に，此差に理由付くべき何等の根擦を有せざるなり。 0.5以上なる場合にも例へば0.7
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とすれば，誤差が其差以内に存すべき場合数拾同中7同にして3同は之を超過する事を示す。されば

確率1.0ならざる限り此差を以て決して確貰なる理由に基くものなりとなす能はざるなり。唯此確

率高き程或理由を附して推論し得る葦然性を高めたるものと見倣し得べし。

今，各帯聞の胸高直径生長率の差異 (Jp)，r， Jp : r並に誤差がJp以内に存ずる確率を掲ぐれ

ば第十五表の如し。本表に於て各帯を基準帯となし，他の全ての帯を之と比較したるものなり。従

って方向欄には基準帯に比して大なるや小なるやを示し，前者の時は符競 f+Jを，後者の時は符

蹴「ー」を附する事とせり。

第十五衰 トザマツ胸高直径生長率の各帯聞に於ける差異

向 |生(長Llp率)の差9異4 |1 左確値率誤に到差す(r)ろ I Llp : r |誤差が川に存する確率接

第一帯 第二帯 0.48 + 0.73 0.66 0.34筏3

一一一 1.55 士 0.68 2.28 0.8759 

四 1.73 土 0.85 2.04 0.8312 

五 0.49 士 0.89 0.55 0.2893 

中 + 2.~ヨコ 士 1.37 1.61 0.7225 ノ、

七 0.41 + 0.65 0.63 0.3291 

}¥ 一 0.19 士 0.64 0.30 0.1603 

十 + 1.13 士 0.69 1.64 0.7313 

第二帯 第三帯 1.07 + 0.85 1.26 0.6046 

四 1.25 士 0.99 1.26 0.6046 

五 0.01 士 1.00 0.01 0.C054 

中

+ 2.68 士 1.46 1.84 0.7854 "、
‘ 

七 + 0.07 土 0.83 0.08 0.0430 

.i¥ + 0.29 士 0.82 0.35 0.18回

九 + 1.61 士 0.85 1.89 0.7976 

第三帯 第四帯 0.18 士 0.90 0.20 0.1073 

五 + 1.C6 士 0.90 1.18 0.5739 

~ 

+ 3.75 士 1.40 2.68 0.9293 /、

七 + 1.14 士 0.72 1.58 0.7134 

入 + 1.36 士 0.71 1.92 0.8047 

九 + 2.68 土 0.75 3.57 0.9840 

第四帯 第五帯 + 1.24 士 1.07 1.16 0.5660 

ム + 3.93 + 1.49 2.64 0.92ぽ〕ノ、
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向l生す吋左値に封する lt ァ6 確率誤差 (r) dp : r |誤差別問
iこ存する確実容

第四帯 第七帯 + 1.32 + 0.88 1.50 06fお3

A + 1.54 + 0.87 1.77 0.7675 

九 + 2.86 士 0.90 3.18 0.9680 

第五帯 第六帯 + 2.69 士 1.52 1.77 0.7675 

七 + 0.00 土 0.92 0.09 0.0484 

A 十 0.30 土 0.91 0.33 0.1761 

九 + 1.62 士 0.94 1.72 0.7540 

第六帯 l第七帯 2.61 土 1.39 1.88 0.7952 

A 2.39 + 1.38 1.73 0.7567 

九 1.07 士 1.40 0.76 0.3918 

第七待 第八帯 + 0.22 士 0.68 0.32 0.1709 

九 + 1.55 土 0.72 2.15 0.858Cコ

+ 1.32 + 0.71 1.団 0.7904 

袋詰 Julius Busse: Die Ausgleichsrechnung und ihre nedeutung fur die Heurteilung forstlicher Fragen 1912. 

4豊末の附表にιるo

上表に於てJpに伴ふ誤差がJp以内に存する確率0.5以下なる場合，即ち，

第一帯と比較せる場合に於ける第二，第五，第七及第八帯

第二帯と比較せる場合に於ける第五，第七及第八帯

第三帯と比較せる場合に於ける第四帯

第五帯と比較せる場合に於ける第七及第八帯

第六帯と比較せる場合に於ける第九帯

第七帯と比較せる場合に於ける第八帯

に於ては共トママツに封する胸高直径生長率の夫々の基準帯に於ける夫との差異を以て，何等かの

原因に基因せるものと見倣すよりも，寧ろ此種の調査に随伴し易き偶然誤差の範圏内に存すと考ふ

るを正営とす。

従て其生長率の差にして偶然誤差の範固に入るべきものを一括して一階級となせば，次の三階

級に分つ事を得。
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第十六表 確率論よから偶然誤差の範圏内と推定せられ得る程活き生長率走示せる

帯ま併合し、夫以上に謹き生長率走示せる帯走匡分せる表(調査匡〉

階級| 帯

第子、帯，第九帯

名 各帯の生長率

2 第一，第二，第五，第七，第八帯

8.06土1.30; 6.99士0.53

5.86土0.43; 5.38:t 0.67 ; 5.37士0.78; 5.45:t0.49 ; 
5.67:t0.47 

4.31士0.53; 4.13土0.73

7.53 

3 第三帯，第四帯

5.55 

4.22 

今，此去に現はれたる各階級聞に於ける生長率の差異を如何なる原因に陣着せしむべきゃに付

ては，本試験に於て確言し能はざる事前速の如L-o 然れども強ひて受光伐帯幅の蹟狭と闘係せしむ

れば， 50m幅の方が25m幅のものよりも幾分勝れるものありと思惟する方が，共の反封或は同様な

りと考ふるよりも較々蓋然性大なるものるらんか。

以上は調査区内即ち番読により識別しある所の各個樹に就き，生長率を求めて研究せるものな

りO 之を数式にて示せば，

4
1
 

・h
一k
d
一d
n

1

 

一
一
一
一

に

2
お

1
一
n
ハ
υ
ハリ
噌

i一一nr 

但し dJC......…昭和二年に於ける胸高直径

JdJC......…昭和二年より昭和七年に至る五年間に生じたる胸高直径

~.........各個樹の番競

fl....・H ・-本数

p……・・五年聞に於ける生長率(%)

此種の算術平均を構成する各項は，各個樹の生立せる賠の局部的立地関係，各個樹の生理的特

性並に今日の所未だ吾人の明らかにし得ざるも，親、て生長に影響する多敢因子の作用の合成せられ

たる結果たり O 然るに調査直外の林木に封しては各個樹を識別しあらざるが故に，線、韓的に其生長

率を知るの外無し。因て調査区内外の和に就て各帯別に線、韓的材積生長率を求めたり oJlU恩賜的生

長率を p係教を f樹高を hとすればpは次式にて表はさる O

け吋一
信

一

F
+且
十
、‘，J

一

む
一
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一

d

“一・ー

+

て

お
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此綿腫的生長率の得黙は，営該医域外の各酷毎に異る立地上の差異，個樹毎に異る個性の差異

並に其他の菟れ難き偶然的誤差の影響により， .iE或は員の方向に作用する材積の偏差を相殺する程

度を増進し，従って各帯の生長率上に普偏的に最も強力なる作用を及ぼす因子の影響を明瞭ならし

むるにあり。撚れども此綿腫的生長率は単なるー観察に過ぎざるが故に，如何なる偶然誤差に曝さ
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れ居るやを明かにするを得ざるものたり。尤も此線障的生長率を構成する因子は，多数林木に於け

る材積測定結果なれば，昭和二年及び同七年に於ける材積測定に伴ふ中央偏侍を夫々明らかにする

を得ぺ<.従て之より誤差移行の法則 (Gesetzder Fehlerforstpflanzung)により此紙睦的生長率に

伴ふ所の中央誤差を計-算する事を得。即ち昭和二年に於ける各林木の材積をX，共算術平均を玄，昭

和七年に於ける各林木の材積をy，共算術平均をあ糖、韓的生長率を pとすれば，

p = 100 ( ~}'---1 ) = 100 (-:--1 ) 
¥ ';'X I ¥ X I 

今xに伴ふ所の中央偏侍をmx，yに伴ふ所の中央偏侍をmy，pに伴ふ所の中央誤差をmpとすれ

ば，誤差移行の法則により式

mp=100 J -mx2 -~ +三乙
を得。

誌に得られたるmpは比mx2:my2と比玄:yとの閣の大さの関係を表はす。即ちmpが零或は種々

たる貫教値を示す場合はmx2:my2=玄:y，或はmx2:my2く玄:yなる事を表はし， ffipが虚敢なる場

合はmx2:m/>玄:yなる事を表はす。さればmpは材積測定の中央偏情と算術平均との闘係を示す。

此mpの算出は各帯の組、腫的生長率に伴ふ中央誤差を明かにするを得ペきも，煩勢たる手数を要

するに拘らす=共目的は単に如何なる差額迄を或確固たる原因に基くと推測するを蓋然的となすやを

知る手段に供するに止まり，而も此目的は単に数字の比較に依りて略近的になし得るを以て主主に之

を省略す。

今試験地全開即ち調査直内外に於ける線、腫の林木に就て各帯並に樹種別材積生長表を示せば第

十七表の如し。

註 投に材積測定に到して偏傍と楠ぜる11，主主に娘、指ぜられたろ林木が其樹諸，樹齢に於て一様ならざるが放

に，誤差と荷車すべきにわらずして偏傍と楠すべきなり。設に註意すべき11偏傍と誤差と 11算術平均ιりの開きか示
すと云ふ黙i二於て共通性私有し，此の性質に即して誤差移行の法則島、適用ぜるなり。従って材積に到して偏傍の諮

る用ひ，生長率iこ罰しては誤差の語込用ふと離も，扱率的意義に就て11同様に解樗ぜられん事や墓む。
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第十七表 各帯樹種別生長表

決
第 一 キP 第 帯一
本 材 積 fm 一本営 本 材積 fm 一本賞

生長率 平均 生長率生平長均量
重責 1927平 I1932苧I干liヶグ年半 生長量 聾t 1即 I19辺年[五ヶ年間生長 % I fm 間生長 % I fm 

ト、o""<t沙 177 部 .729 104.709 7.980 8.25 0.045 回 58.494 65.300 6.8C6 11.63 0.085 

エ y""<:(~ 一 一 一 一 一一 '一 一 一 一
アカェ y 一 一 一 一 一一 一 一 一 一 ー

イ チヰ 一 一 一 一 一 一 1 0.032 0.032 o.C∞ o.αXJ O.∞o 

ミズナラ 23 35.456 37.856 2.4αコ 6.77 0.104 10 17.758 19.330 1.572 8.85 0.157 

ヌ、 V苧リ 19 21.953 23.023 1.つ'70 4.87 0.056 4 7.929 8.163 0.234 2.95 o.侶 4

γ ョ ロ 31 1.位7 2.089 o.袋主2 14.34 o.αJ8 4 4.167 4.429 0.262 6.29 0.057 

イ タヤ 119 40.057 43.514 3.457 8.63 o.位 9 36 19.808 
} 

21.201 1.393 7.03 0.039 

γ ナ 66 沼.494 31.907 3.413 11.98 0.052 48 19.262 20.6∞ 1.338 6.95 o.α28 

カ pマ 34 34.叩4 36.242 2.178 5.39 0.064 18 11.769 12.973 1.204 10.35 0.C67 

オ b ヨ fJ 40 27.981 29.785 1.804 6.45 0.045 24 3.496 3.釦3 0.307 8.78 0.128 

アカダモ 4 19.291 19.789 0.498 2.田 0.125 一 一 一 一 一
ヤ"<t>、 y 一 一 一 一 ー 一一 一 一 一 一 一
サ グ 7 3 2.726 2.&ヨ7 0.161 5.91 0.054 1 0.9国 0.970 O α)2 6.83 O.c腔

アグキナγ 7 3.284 3.473 0.189 5.76 0.027 1 o.壬当55 0.265 0.000 o.cxコ o.α)Q 

アプヲョ 一 一 一 一 一一 一 一 一 _.‘ 一
ホ、ノキ 11 1.976 2.240 0.264 13.36 0.024 4 1.142 1.372 0.230 20.14 0.053 

争F fJ v 8 1.236 1.377 0.141 11.62 0.018 一 一 一 一
ナ、カ可ド 8 3.198 3.345 0.147 4.回 0.018 一 一 一 一 一 一
ヤナ苧 5 0.461 0.537 0.076 16.49 0.015 一 一 一 一 一
、~司 ズキ 6 0.151 0.155 0.004 2.65 o.cxコ1 1 0.023 0.031 o.αJ8 34.78 o.αJ8 

計 ~I 吋…ドベ 吋2321…1158.4691叶 0.058 
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決;
第三帯 第四帯 第

本材積嗣，1":~lr;宮 本材 積 f 本賞 本材
生長率平均 生長率平均

級 ι年F11932'1' 1引• Ir.n1;.~i %生f長m量 駿 19内慨年 1五ヶ年 生長量 薮 1927年
間生長 % I fm 

ト.........~ ~ 1411 58.8661 65.147 6.~ヨヨ1 10.67 114.984 8.05 0.597 181 64.172 

ヱ Y'"""q'ツ 一 一 一 一一 一 一 ー 一
アカェ y 1 0.296 0.333 0.037 12.50 0.037 一 一 1 0.733 

イ チヰ 一 一 一一 一 一 一
ミグナヲ 25 34.175 36.771 2.596 7.60 0.104 25 31.609 33.019: 1.410 4.46 0.056 32 36.436 

ノ、明苧唱 81 11.8沼 12.446 0618 5.22 0.076 41 10.129 11323 1.194 11.79 0.030 4 3.012 

γ ョ 口 一 一 一 2 0.654 0.724 0.070 10.70 0.035 1 0.065 

イ タヤ 32 14.850 15.765 0.915 6.16 o.四6 23 9.(沿7 9.676 0.669 6.91 0.290 52 7.609 

γ ナ 24 11.650 12.345 0.695 5.97 0.290 11 1.182 1.309 0.127 10.74 0.115 12 4.614 

カ ，マ 23 21.598 22.289 0.691 3.20 0.3αコ 40 30.594 32.843 2.249 7.35 0.056 10 5.948 

オ b ヨ t; 7 2.158 2.365 0.207 9.59 0.030 1 0.031 0.031 O αコo 0.00 0.000 1 o.ω6 . 
アカダ宅 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一 1 0.024 

ヤ~ "、 y 2 1.501 1.676 0.175 11.66 0.088 2 0.843 0.856 0.013 1.54 0.007 3 1.603 

サ グ ラ 2 1.103 1.197 0.094 852 0.470 3 0.580 0642 0.062 10.69 0.194 1 0.331 

アグキナジ 1 1.788 1.875 0.007 4.87 0.007 2 1.216 1.316 0.100 8.22 0.050 1 0.115 

アプラョ 一 一 一 一 一 一一 .- 一 一 2 2.339 

ホ、ノキ 14 2.370 2.603 0.233 9.83 0166 5 0.754 0.893 0.139 25.60 0.033 7 0.705 

ジ t; 一 一 一一 ← 一 ー 一 一一 一
ナ、カ~I" 4 1.117 1.Hヨ2 0.045 4.03 0.113 一 一 一 一 一 2 0.117 

ヤナ芋 一 一 一一 一 一 一 一一 一
、 ズキ 一 一 一 一 一 一一 一 一一 一

計 [ 2841 1臼 3001 17ー叶サ吋 273[201咋16w|1叶サー~~I 四 919
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Ji. 帯 第
占

ノ、 帯 第 七 帯

ま|主主トァliZ41ニlよibigl出品J4
74.722110.5501 16.441 0.5831 1391 50.3731 58.臼818.3151 16.511 0.5981 1291 44.8061 49.2731 4.4671 9.961 0刀 21

一一1 ーl ー!← -1 ー ーー1 一一ー

1.0771 0.3441 46.931 0.3441 11 1.2351 却 910.0041 6.田10.0841 11 0.3331 0.4161 O.侶3124.921 o.侶3

_!  -1 ー -1 21 0.0181 0皿810.0101 55.551 O.∞51 

40.7921 4.3561 11加 10.1361 創部.1271 35.田 112.8541 8.621 0.1101 221 27.叩3130.∞'71 2.7，国1 9.901 0.123 

3.418) 0.4061 5.351 0.1011 21 0.7621 0.8921 0.1301 17.061 0.0651 11 O.但'31 0.0311 O.α沼134.781 O.α泡

0.0651 O.∞コ 0.001O.α::01 11 0.3311 0.3倒 0.0371 11.181 O.田 71 ー

9.3301 1.7211 22.621 0.0331 461 11.4101 13.2791 1.8691 16.381 0.4061 481 16.0731 17.1041 1.0311 6.411 0.021 

5.232: 0.6181 13.391 0.0521 61 0.4931 0.7831 0.2901日.8210.0421 161 6.4441 6.9321 0泊 81 7.571 0.031 

6.9801 1.0321 17.36 

0.1351 0.0391 40.63 

0.103! 

0.0391 

101 5.799 6.0481 0.249 

11 0.447 0.4891 0.042 

間

四

n

u

n

u

 

回

初
4

9

 

31 1.649 1.8411 0.1921 11.641 O.叩4

41 1.373 1.4田10.1071 7.791 O.但61.. 
0.031 [ 0.OJ7[ 29.171 0 ∞71一

1.7421 0.1391 8.671 0.046i 51 3.0691 3.2倒 0.1391 4.531 o.但81 11 o.回81 0.9701 0.0621 6倒 O.叩2

::::;;::::::l::l:::1:::l::|]・1.848 2.0151 0.167 9.041 0.028 
2.4001 0.0691 2.951 0.0351 ー

1.0231 0.3181 45.111 0.0451 21 0.380 0.5121 0.1321 34.741 0.0661 21 0.815 

-1 11 0.331 

0.8571 0.042[ 5.151 O.但 1

0.368 0.0371 11.171 O.03i門

0.1451 0.0281 34.891 0.0141 21 0.0271 0.0521 o.但 51 2.59) 0.0131 31 0.2041 0.2411 0.0371 18.141 0.012 

-，ーl ー』ーl ーl ーl ー -1 ー -1 ーl 一一『一一ー-

-，ーー1 ーl ーl ー --1 ーT ー 一一一

吋一叫吋山14叫叫 13.2710.058123911但 1281111邸ドベ 9.241ω
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ごl;|; ヰ 帯

本営ム
，平均 1 -'1'-

生長率|生長量 1山
% 1 fm 1 批 ムJii2トァ片手

ト"..... ~ 12∞1 71月 91 力舟21 5.6931 7.931 0..0.詔11741 日.934! 回目21 4.9侶 8泊 1 o..但巴

エ y....少 31 0..3刀0..381

アカェ y 71 5.6921 5.860. 

イチヰ 21 0..0241 0..0.31 

ミグナラ 111 19.9211 20.582 

.>' l} 芋リ 0..970. 1.0.34 

V ヨロ 0..5341 0..581 

イタヤ 31 8.4191 9.0!ヨ;71

0..(ゆヰ

0..1681 

0..0:コ7

0..661 

0..064 

0..047 

0..668 

1.C61 o..∞11 21 

2.951 o..回41 151 

羽 161叫 a
3.321 o..ω1 241 

6.501 0..0.641 ← 

8.801 0..0471 ー

7.931 o..但21 23 

0..039 

2nヨ94

0..042 

36.099 

6.0.0.7 

0..0.43 

29.171 

0..0.56 

36.839 

6.7，叩

0..0041 10..261 0.;α沼

1.5771 5.721 0..105 

0..0.141 33.331 0..0.46 

0..7401 2.0.51 0..031 

0..71α2 11.69 0..031 

V ナ 31 0..5281 0..570.1 o..白21 7.951 0..0.141 剖o..fl631 0. 6281 o..C651 11.551 0..0.32 

カ バ 41 3.9301 4却 71 0..4371 11.121 0..10.91 ← 

す h ヨ fJ 1 _ • • 
アカダ毛 1 一 一
ヤ.....>、 y 0..791 0..791 o..α刻 0..0.仁削 o..∞0.1 ー

サグラ 3 0..761 0..834 0..0.731 9.5到 O.但'41 2 0..446 0..0.581 13.∞ o..o.2~ 

アヅキナジ l 一

アプラコ l ー

ホ、ノキ 1 21 o..浅沼0..4141 o..回61 6.70.1 0..0.131 31 0..3131 o..356l 0..0.431 13.751 0..0.1 

V fJ l} 1 - 一
ナ、カ....1" 1 11 o..∞71 o..∞171 0. α刃0..001 0..000.1ー

ヤナ苧 E ー

、ズキ 1 ー

計|ベ 1州四回11 吋州叫伺ドベ 1M148|8111|6併0..0.おJ

叉トドマツに就てのみ見る時時，縮瞳拘生長率は第一帯8.25%，第二帯11.63%，第三帯10.67%，

第四帯8.05%，第五帯16.44%，第六帯16.519杉，第七帯9.96%，第八帯7.93%，第九帯8.35%なり O 之
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も前と同様の顧慮に基き三階級に分くれば衣の如しO

第十八表 比較的託き生長率を示せる帯を併合L-.比較的離

れたる生長率を示せる帯ま直分せる表(金面積)

階 級 帯 名 生 長 室容 % 主主術.>j$-均
% 

第 階級。第五，第六帯 16.44 16.51 16.48 

第二同 第二，第三，第七帯 11.63; 10.67 ; 9.96 10.75 

第三同 第ー，第四，第八，第九帯 8.25 ; 8.05 ; 7.93 ; 8.35 8.15 

此の生長率の差異ある原因に就ては，本試験に於て調査せる材料のみを以てしては決定的論断

をなす能は歩と量産，強ひて受光伐帯幅の蹟狭と闘係せしむるとせば，調査区内に於けると同様 50m

幅の方が25m幅の方よりも生長率大たりと推論し得る確率を多分に含有すと云ふペし。唯立地保

件，樹種並に個瞳の特性等の保件に支配せらる Lが故に，此現象の擾乱せらる L事あるを菟れざる

ものとす。

言えに調査匿の場合と総瞳的の場合とに於て，生長率の順に排列せる帯名の順序を異にするもの

あるは，林木の生長僚件に闘し杢面積と調脊.匿とが互に比例せざるによる。是れ現賓林に於ける試

験に於ては多くの場合止むを得ざるものとす。

第三節 稚樹の生長関係

第七章第四節cに於て詑越せる方法により各帯に稚樹代表木を選び，最近拾年の樹高生長を枝

節により調査せり O 共の結果は第十九表の如し。

第十九表 各帯代表稚樹の樹高生長

年 吹 11932是正
1922 1 1923 1 1924 I 1925 i 1926 I 1927 I 1928 I 1929 1 1930 I 1931 I 1932 11二於日

樹 高 (cm) 何年齢|

四 4.41 5.1 4 

21 1927 
1・ 5.71 6.5 

31 1924 
， . 

13.51 15.0( 

41 1922 
」，，、a 

51 1924 

O 61 1916 I 15.0 17 

一一一 711912 22.4 

帯 II 81 1917 11.7 16 

二O》tt
91 1907 29.8 26 
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年一 次 11932年
19四 I1923 I 19竺I1925 I 1926 I 1927 I 1928 1 1929 I 1930 1 1931 1 192~JI: 於心

樹 高 (cm) る年

26 

31 

27 

19 48.8 

76.0 

79.0 

43.7 

71.0 

111 1914 

121 1907 

六一

1
5
0

無

疎

開

帯

42 

12 

14 

21 

21 

15 

19 

15 

22 

19 

20 

14 

10 

26 

34 

6.9 

2.5 

6.0 

1.2 

第

昭
和
三
年
二
月
廿
五

米
帽
に
て
疎
開
す

帯

13 

13 12.0 9.01. 9.8 

10 12.6 10.5 8.8 第

13 

12 

23 

13 

18 

11 

20.5 

2C.0 

19.5 

17.0 

19.4 

15.8 

150 

17ρ 

115 

11.0 

12.0 

9.0 

10.5 

98 

3.8 

3.5 

3.5 

341 1920 

351 1921 

帯
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年次
1922 I 1923 I 1924 I 1925 I 1926 I 1927 I 192主日竺~空竺

樹高

軍基年

26 

17 

60 

13 

12 

12 

44 

θ0‘O 

91.0 

62.4 

54.0 

90.0 

52.0 

51.0 

89.8 

43.8 

41.0 

87.0 

35.0 

37.4 

85.5 

31.0 

31.4 

81.5 

29.8 

80.0 

26.7 

76.0 

15.0 

芽度

一o
一ー一一
0
0

四

l
一五

iJlj 

第

16 

16 

17 

18 

19 

59.0 

7.6 

100 

14.2 

23.5 

13.0 

17.0 
二
!
大
(
)

四

16 

20 

21 

20 

57.1 

77.0 

72.1 

27.3 

31.3 

31.2 

12.7 

25.8 

28.7 

26.0 

10.5 

66.5 

22.0 

20.7 

22.8 

六一

l
一
0
0

t.'lf 

無

疎

30 

28 

36 

80.0 

61.5 

76.0 

53.5 47.0 
一o-
ーコ
0
0

関

14 

13 

16 

8.6 

10.7 

7.7 

10.0 

4.0 

2.7 

5.2 

3.3 

2.2 

4.3 

四

l

玉第

17 

17 

25 

19 

22 

19 

17.0 

20.7 

14.8 

18.7 14.2 

17.0 

-RU 1 

9.0 

16.8 

13.3 

15.6 

13.9 

8.1 

16.6 

7.4 

16.4 

12.0 

9.9 

11.5 

7.5 

6.9 

守

'
'
n
u

0

7

 

1
 

一六

l
き

二
・

I
六
O

五

帯



41 

32 

33 

33 

34 

P2.8 

80.8 

120.0 

148.0 

63，9 

78.6 

69.5 

49.2 
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代樹|番
高 1

別!宅評競
疎昭
開和
島三
施年
目一
五旦
ろ手
部米
分臓
のか
;ft以
学て

六一

l
一
0
0

一O
一l
一一0
0

e常

36 

13 

13 

12 

16 

17 

34.1 

31.6 

16.8 

17.4 

19.2 

10.7 

18.81 19.7 

17.2 

10.2 

12.9 

18.9 

9.5 

9.2 

11.8 

四

l
一
五

第

占ノ、

16 

17 

24 

25 

17 

19 

19 

19 

20 

64.4 

84.6 

29.5 

276 

52.9 

42.3 

25.9 

22.7 

36.4 

44.7 

19.0 

40.6 

28.6 

17.1 

17.8 

38.5 

26.7 

15.2 

15.9 

12.9 

24.6 

37.0 

二

l
」ハ

O

8

4

4

一
9

4

9

9

9

一

子

9

田

節

目

印

一

問

的

一O
アム一
0
0

ハ一

1
1

一0
0

帯

昭
和
三
年
二
月
五
十
米
隔
か
以
て

疎
開
か
施
し

f
z
部
分
の
雨
傘

12 

21.1 

12 

8 

9 

12 

8 

10 

15 

16 

14.8 

15.0 

14.3 

21.6 

18.4 

44‘8 

28.3 

44.8 

50.0 

12.1 

21.8 

34.5 

3C.5 

自.4

8.7 

17.3 

27.9 

26.0 

25.3 

19.6 

6.3 

13.4 

21.1 

22.8 

11.0 

3.4 

7.4 

15.9 

1.2 

9.8 

14.1 

19.4 

6.3 

4.0 

1.2 

3.6 

3.1 

2.1 

2.0 

四

l
一
五

ヱハ
1

2

0

二

l
‘」ハ
O

第

七

帯
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帯!f¥樹 番 軍基年 年 次 1932年
1922 1192~L"l92~ 19~1 1926 1 1927 11928 11929 T@30 11931 11932 

に5於年崩L j 
別表Cn級l 競 芽度 樹 高 (cm)

疎昭 ，占，、 1αコ1908 28.2 29.6 30.4 35.0 37.9 41.9 44.9 46.3 47.8 51.5 
開和
1r四 101 1918 7.6 10.9 13.5 15.8 18.6 21.0 24.2 25.0 33.0 52.0 75.6 15 
施主ド O 
しニ O 102 1912 18.5 19.5 26.0 27.5 28.9 29.5 34.5 41.6 54.4 21 

部7るこ干米亙
0110311叩7 30.2 31.7 38.0 47.0 54.5 日.0 62.0 66.5 自.4 90.0 129.0 26 

分踊
のか 104 1888 104.5 105.0 107.0 110.0 112.9 114.0 115.8 116.5 119.0 132.5 168.0 45 
北以

O O 学て 105 1908 位.0 60.5 64.5 67.3 69.8 76.8 83.0 86.3 102.3 116.5 J52.5 25 

四 1団 1923 一 0.4 1.0 1.5 2.1 2.3 3.6 4.2 5.6 8.3 12.8 10 
107 1924 ー 一 0.9 2.9 3.1 4.1 5.2 6.3 8.1 11.4 9 

第 一互五 内 1923 一 0.4 1.1 1.9 2.8 3.3 4.0 4.8 6.1 7.8 9.6 10 

一 一 1.4 2.5 3.4 4.2 5.6 7.1 7.8 8.9 ;1"、4 
入 1101 1921 1.5 2.1 2.9 3.7 4.6 5.7 6.6 7.4 8.2 14.01 20.81 12 
-O 

1.9 2.6 3.4 4.2 6.0 6.7 7.6 11.0 14.01 19.71 13 

帯 一一 1121 1910 14.8 17.4 20.0 22.6 24.2 29.2 32.4 37.4 45.4 23 

113 1910 10.8 12.3 14.7 17.0 19.0 19.8 20.7 21.5 22.8 26.2 35.0 23 
」，O、A 
114 1917 3.7 6.8 8.0 8.7 11.1 12.8 15.0 16.0 19.91 27.6 45.0 16 疎昭

関和

32.6i 34.8 
1e四

ft 115 1906 26.8 29.8 36.2 39.1 41.0 42.2 47.8 58.2 78.4 27 施主手

部五'ろ手一米旦
116 1909 20.0 24.5 27.4 32.5 34.8 36.8 38.7 40.6 43.7 55.2 77.3 24 

O O 
117 1900 40.0 43.0 46.4 56.2 65.0 67.2 76.0 78.2 82.5 89.0 1αユo 33 

分J括
のか 59.2 61.0 63.4 65.9 前 .8 69.5 70.5 76.4 92.4 111.0 138.2 40 南以
!tて 1.1191 1筏氾 74.6 79.6 85.5 89.3 90.7 92.5 94.1 95.3 99，8 109.5 123.5 43 

42.4 47.5 49.3 56.5 64.6 70.4 74.4 78.3 80.8 91.4 117.2 44 

四 121 1920 1.4 3.4 4.3 5.0 6.0 6.8 7.8 8.8 10.5 11.2 12.3 13 

122 1919 4.4 5.8 6.9 7.8 8.9 9.3 9.6 11.5 12.6 13.4 14.5 14 
第 一互五

123 1922 0.5 1.2 3.1 4.0 4.6 5.9 6.4 8.1 9.0 10.0 11 

ー 124 1916 8.5 10.0 11.3 12.8 14.0 14.8 15.4 15.8 16.8 19.6 23.9， 17 
-d，A4 、

九 125 1919 4.5 6.2 7.8 9.2 11.0 12.1 13.8 14.7 15.9 17.0 19.3 14 

O 126 1919 8.0 9.4 11.0 12.1 14.0 15.0 16.5 17.5 18.3 20.0 22.1 14 

事‘一→ 127 1917 8.9 12.5 16.51 18.2 20.0 21.8 24.6 
B31 四 β 四五

32.6 16 
帯 一

128 1918 9.0 11.5 14.0 16.3 18.5 19.8 22.0 23.51 24.51 26.3 28.0 15 
3 、
129 1915 .14.2 16.3 18.2 20.8 21.9 24.5 27.8 33.0 18 
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高 1922 I 1923 1 1924 I 1925 I 1926 1 1927 I 19:泊 11929 I 1230 I 1931 I 1932 11こ於り
別表級波芽度 樹 品 (cm) ろ年齢

岨 78日92365i111m28 3 

ヌ;:1 1301 19151 23.11 28.91 39.51 45.61 51.21 58.91 65.51 69.11 73.21 77.0 

議よ 131 恰121 22.61 24.8 自 O 田 51 35.01 42.81 49.01 51.51 55.0 日 5

疎 81四 1叩 41.51 48.11 55.6 日 1 白 4 附 66.31 69.81 73.81 78.4 

一 133 1912 48.6 55.9 64.2 69.7 74.8 8つ.6 85.8 88.0 1α).0 21 
閲

O 

にノ
134 1876 122.0 125.5 131.5 133.5 141.5 148.81 157.0 161.8 186.5 57 

O 
O 135 1910 43.6 48.2 54.2 68.0 76.9 97.0 102.11 109.6 117.2 23 

本表を一見するに，各代表稚樹の生長欣況著しく異るを知る。即ち各樹高級並に帯別毎に年齢

を掲ぐれば第二十去の如し。

第=十表 代表稚樹年齢表

帯 帯|代樹 年齢 i: 代樹 年 齢

~cJi 1312111 平均 高 高
JJU 別 iモF 3 I 2 I 1 I平均 表級 1 I 2 I 3 I平均

cm 

4 6 9 6.3 4-15 13 12 12 12.3 8 10.7 

第 第 第
11 9 17 12.3 16--30 16 16 17 16.3 16--30 9 8 10 9.0 

16 26 21.0 四 31-60 19 18 16 17.7 七 31-6(コ 12 15 16 14.3 

19 26 22.7 61-1α〉 20 21 20 20.3 61-1αコ25 15 21 20.3 
キ存 帯

101-2001 31 27 42 33.3 101-2αコ30 28 36 31.3 
1
101
-
2∞ 26 45 25 32.0 

12 I松 O 第 14-4J10 10 13 16 9 10 9.7 

第 第
15 14 15 14.7 16-30: 17 19 17 17.7 12 13 11.7 

22 19 19 20.0 五 31-OOi 25 22 19 22.0 八 31-60
1 
23 23 16 20.7 

20 21 21 20.7 61-100 41 32 33 35.3 24 33 28.0 
帯 ;苦手

帯 101-200140 101-2001 26 34 28 29.3 101-20コ34 33 36 34.3 43 44 42.3 

13 10 12.0 4--15 13 13 12 12.7 4--15 13 14 11 12.7 
第 第

13 12 11 1 120 16-301 16 1 17 17 16.7 16--30 17 14 14 15.0 

23 13 18 1 18.0 17 16.7九 ~:-.~~i 16 15 18 16.3 
26 44 17 1 29.0 19 21 23 20.7 

帯

J|ω1441  101-200: 60 35 101-2コ0124 1 19 20 57 23 33.7 

第七帯に於ける4-15cmの級の代夫稚樹は16-30cmの級の夫に比し，生長遅緩なるが如き之等

代表梓謝聞の生長欣況を異にする最特別なる例なり。是杢く局部的事情の左右する所にして，原生

林に於て天然生稚樹を材料として試験する場合には止むを得ざる所なり O 従って此種の研究には可
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及的大なる敷量少〈も現象流轄の主潮を窺知するに足る程の致量を取扱ふを要するものなり。

此場合に於ても全醒として各樹高叡が如何なる年齢を代表するやと云ふに次表の如し。

第二十ー表 各樹高級の代表年齢

樹 高 級 年齢範園 平 均 齢

4 - 15 4 - 16 11 

16 - 30 8 - 17 14 

31ー印 13 - 26 19 

61 - 1∞ 15 -→ 44 24 

101 - 2∞ 19 --57 34 

更に此代表稚樹の平均齢，千均高並に共費化性の程度を知るが局樹高に於て6-10cm;10-14 

cm; ...・H ・..; 198-202cm，樹齢に於て3-7年;8-12竿;………;58-62年の級に分ち，共中央の敢

{直を以て級を代表せしめ，相闘表を作製すれば第二十二去の如し。

今年齢を x，樹高を yとし，夫々の算術平均値をMx及Myとすれば，第二十表より

Mx=17.0年 My=59.9cm 

を得。
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第=+=表 代表稚樹.樹高級欝

法:
6_1011【〉 14182226-33〉

20V436
3-
8 相当主[府守

66- 70-刊司mE82-
141 181 221 261 30 70 74 86 
一一一一一一

8 1 12 1 16 1 20 1 24 1 28 68 72 84 

3一一 7 5 一 一 一一 一 一
8--12 10 21 6 5 8 1 1 1 一一
13--17 15 一 4 7 2 8 4 4 3 1 4 2 一一一 一 2 一ー一・ l 

18-22 20 一一一一一 1 2 ー 1 1 1 2 3 2 3 1 1 1 1 2 
23-27 25 一 1 2 ー『 1 一 1 1 1 一 1 3 一
28~32 30 一 一一 一 一一 1 一 一 一
33-37 35 一 1 一
38-42 40 一一一一一一一一一一一 一 一 一 一
43-47 45 一_. 一 一 一一一一一一 一 一 一
48-52 50 一一一一一一一 一一 一一一 一 一 』ー 一
53---57 551- 一一一一

二:|:;::i:::|:[::|:;|:58-62 06 ー ー一一

計
I 
41
10 
1
12
1イ9[617[51217131214121512[1 [415[2  

今年齢を X樹高を夫々の算術平均をMx及びMyとすれば第二十二表より次の値を得，更に年齢

と樹高聞の相闘係敢及び相関比を計算する事次の知し

Mx=17，0年 My=59，9cm

μx-年齢の標準偏差=10.6 μy=樹高の標準偏差=48.40

r=樹高と年齢との聞の相関係敢=0.760::!::0.0245

Pη=樹高に閲する年齢の相関比=0.939土0.007 p2XYニ0.88211

pyx=年齢に闘する樹高の相闘比=0.840土0.017 p¥x =0.70585 

を得，即ち樹高と樹齢との間には直線的ならざる或関係の密接なる事を示せり O 今岡蹄係教を

計算するに，

bJ = r lt~_ = 0.166392 
Ity 

b2 = r ~ = 3.459362 
μx 

雨岡崎宜棋の角をOとすれば，

" 
1-bl~ 

g(J= 一一一一=0.1175 bt+b2 

() = 6
0

42' 

今各年齢に相官する千均樹高(0をもって示す)各樹高に相営する平均齢(xをもって示す〉並
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樹齢粧の相関表

自主同日日昨日朝司車121l唱を|;
=1=1=1=1=1=1=1=1=1=1自

-1ー lー 1_1__  Iー lー!ー lー!ー lー lー lー lー lー lー lー lー lー iー lー 1 41 

1 1 ー | ー 1 11-1 ー 1 1 1 - 1 ー | ー 1-1 ー 1 - 1 1 1 ー | ー 1-1 ー | ー 1-1 ・ー 1 26 

1 1ー11 1ー11 11-司 1 1 - 1-叩 1 1 ー lー 1 1 ー l ー 1 1ー|回

1 1 - 1ー 4 

一 11ー 111-1-'，11-iー|ー 11 1ー 11 1 1 1 --1ー 1- 11-1-1-18 

=I~I~I=I=I 二 I=I~I= にに 1 ~ 1 = 1 = ! = I ~ I = I = I = ! = 1=1 : 
-1ー 1ー lー lー lー lー lー lー lー lー lー l← lー lー lー lー lー lー lー 1ー 1 0 

:1=1=1=1=1=1:|:1= 1= 1二=1=1~ 1ヰ
2I 2[ 2[ 3[1 1 31 31-1 1 1 I 1 11 I 1 [1 1 31 1ド円 1[ 1 [ 1 1 1 1瓦
に繭同師直線 Regressionlineを描けば第三国の如し。是に依るも此代表和樹の生長甚だ遮綬にし

て其の生長関係も著しく費化せるを見るO

誌に得られたる相関係数rは，樹高と樹齢とが略近的に直線的関係を示す場合にのみ相互関係

に劃する直しき尺度を興ふるものなり。従って此相関係数を云話するに先立ち，共関係の直線性

Lineartatに就き研究するの要あり O 闘係の直紘性を蓋然的に主張し得るが局に必要にして充分な

る保件は差戸-r2が之に随i竿すと見倣され得る所の純偶然的動揺に依り惹起せられ得る値よりも小

なる事なり oJ. Blakemanはp2_r2に随伴する確率誤差として次式を誘導せり o(詰1)

ω加す2nj干の{(1一円一日〉空+1}
今， p~-r宮が r に比して小なるか， pとrが何れも少なりとせば，計算簡便なる次式を誘導す

る事を得。

..v~ー 1 ーァー一
而7iE-亙イ p2-r"! < 2.5 

或は n(p2ーのく 11.37

即ち n= 135 

p2 xy = 0.88211 

註 J"Blakeman， On Tests for Linearity of Regression (Biometrika， Bd. 4. (19C6)， S. 332--350) 
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r宮=0..57714409 

なるが故に

n (p2xy一日)= 41.17 
2町平

叉 p2XY = 0.70585 

なるが故に
180 

n (p2yX -r~) = 17.38 

とたり何れも11.37より大たり。

従って樹高と樹齢との聞の直紘的闘係を主張し得る 160 

蓋然度の薄腐なる事を知り得べし。是れ自然科事的生長

法則よりも首肯し得らる L所なり O

140 

以上の如く是等代表稚樹の樹高と樹齢との聞には r

=0.76:f::0.02の直線的相関現象認めらる L もんy=0.939

:f::0.007及pyx=0.840 :f::0.017と相関比を示し，其直線性 1¥初一

を主張するの蓋然度少きを物語る。

樹龍生長論上は樹高と樹齢との関係が曲線的なるは
100 

既定の事買なり O 裁に取りたる 135本の代表稚樹に就て

は既越の如く生長関係一様ならぎるが故に，極めて不統

整なるかの如き観を呈し此関係を洞察するに国難なりし 80 

が，相闘率及相関比の研究により其蓋然開係線が非直線

的なる事を知り得たるは，斯くの如き比較的多数の聞に
60 

は其質化性の中にも蓋然的に生長論上の法則が，現象流

轄の主潮を形成し得る事を窺ひ得て興味多き事なり O

さえに是等代表稚樹の生長力が1927年以後1932年に至 40 
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る迄の各年と， 1927年以前1923年に至る迄の各年との間

に如何なる費化あるやそ各帯別に研究し以て非疎開帯，

25米幅疎開帯， 及び50米幅疎開帯の聞に於て，此の雅樹

生長力に及ぼしたる影響に差ありしゃ否やを検せんと欲

す。 1923年以降1932年に至る迄の各年度に於ける樹高連
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線線

年生長を掲ぐれば第二三表の如し。此表の示す所の生長量は環境に影響せられたる個瞳の有する生
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長力の外に既に生産せられたる物質量に比例する性質のものなるが故に，生長力比較の震には是非

共既生産物質量を一定にしたる場合に換算せる数値即ち生長率に撮らざるべからや。因て各個樹毎

に連年生長率去を作り，第二四表に掲げ是より各帯毎に生長率の算術平均を一覧的に表はせば二五

表の如し。

第=十三表 代表稚樹の各年度にがける樹高蓮年生長調

第一帯

昭和年次 一 四 五
~ 

一 一 ノ、

¥¥¥¥年次
供誠木晋誠、---------

1拠|側|惚'5 I 1仮6 I 1927 I 19沼 I 19羽 I 1ωI  1931 I 1限
1 一 一 一 一 ー一. 一 一 1.1 0.7 1.1 

2 一 一 一 一 一 1.6 0.9 0.7 0.8 0.8 

3 一 一 1.8 3.7 2.0 1.7 1.8 1.2 1.5 0.8 

4 1.5 2.7 2.3 2.5 2.7 1.0 1.6 1.3 1.5 2.2 

5 一 -- 2.9 3.8 2.5 1.5 3.2 2.0 2.3 1.0 

6 1.1 2.1 1.0 1.4 1.0 1.4 12 1.4 1.8 1.6 

7 0.9 2.5 1.1 2.4 1.7 0.5 3.5 1.2 1.1 

8 0.6 1.2 1.1 3.4 2.2 2.6 2.2 2.2 3.5 
52 .. 3 6 

9 3.2 3.0 2.8 1.6 3.2 2.4 1.7 2.8 2.4 

10 2.3 2.5 2.5 4.2 2.0 2.0 1.5 4.0 6.1 7.7 

11 22 2.1 0.7 3.2 3.5 4.4 2.3 5.1 8.0 12.8 

12 5.8 6.0 2.7 2.5 4.0 3.8 3.0 5.0 4.0 8.7 • 13 4.7 21.0 5.0 9.0 10.0 6.0 6.0 9.7 10.3 28.8 

14 11.8 13.4 12.6 3.6 4.8 3.0 4.4 1.4 9.2 21.0 

15 3.5 4.0 2.5 11.0 8.0 4.2 2.0 3.3 11.0 27.5 

第二帯

昭和年次 一 四 五: ムノ、 七一 一

完~訴¥求¥者~予鴨 年----次九 1 1923 I 悩 I 1925 I 1926 I 1927 I 1佐川 1929 I 19，払 I 1田 1 I 1限
16 0.7 0.9 0.6 1.4 0.8 1.2 0.8 1.8 1.0 

17 一 1.3 1.5 0.9 1.3 0.8 0.8 0.8 1.1 0.9 

18 1.1 1.3 0.6 0.5 1.0 0.6 0.9 1.0 0.5 32 

19 1.7 1.7 1.4 1.1 2.9 1.0 1.9 2.1 9.5 6.0 

20 1.1 2.7 0.9 1.3 1.1 1.0 1.7 1.7 2.9 3.1 

21 0.7 1.1 1.8 1.9 1.5 1.1 0.9 1.7 2.8 9.7 

22 1.1 1.2 2.6 1.3 2.7 2.2 3.3 4.3 4.7 16.0 

23 2.0 2.3 2.3 0.5 1.1 1.2 2.6 2.3 8，7 15.5 

24 1.3 1.8 1.5 2.3 1.5 2.6 3.4 5.7 5.2 12.7 

25 2.5 4.5 5.5 3.5 3.8 0.9 3.8 6.5 7.5 18.3 

26 5.0 23 1.7 2.0 1.8 4.2 4.5 4.5 6.5 23.5 

27 3.0 4.5 2.8 1.4 1.9 2.1 3.0 3.3 8.4 11.4 

28 7.3 9.0 7.6 4.4 7.0 4.0 3.5 6.2 7.0 12.9 

29 19.0 15.0 5.0 3.0 5.0 3.8 6.2 10.3 10.7 310 

30 4.6 6.4 2.8 6.2 5.0 4.6 4.9 610 9.0 30.5 
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第 七 帯

昭和年次 一 一 四 五 ，ノE、a 七

よ五竺fL1923 I悩|慨 I19:謁|悦7 I 1悶 I1四 I1930 I 1931 I 1限
91 0.9 0.9 1.2 0.6 1.0 1.5 0.3 2.4 2.5 

92 1.1 0.9 0.6 0.5 0.7 0.6 0.5 2.0 3.9 

93 一 一 0.6 2.9 1.5 0.3 1.1 2.8 4.5 

94 一 一 0.9 1.3 1.8 1.4 1.3 2.7 4.2 6.8 

95 一 一 一 0.9 2.2 2.2 0.7 2.4 3.4 6.3 

96 一 1.5 1.5 1.2 1.1 2.6 3.4 3.9 4.5 6.5 

97 0.8 1.6 1.5 1.6 1.2 4.1 4.5 6.4 4.5 14.3 

部 1.8 1.2 0.9 1.7 1.8 1.9 3.3 4.2 3.1 16.4 

99 2.7 3.1 2.5 0.8 1.7 1.2 0.5 5.1 6.6 15.5 

1α3 1.4 0.8 4.6 2.9 4.0 3.0 1.4 1.5 3.7 15.3 

101 3.3 2.6 2.3 2.8 2.4 3.2 0.8 8.0 19.0 23.6 

1白 1.0 2.0 3.5 1.0 1.5 1.4 0.6 5.0 7.1 12.8 

103 1.5 6.3 9.0 7.5 3.5 4.0 4.5 1.9 21.6 39.0 

104 0.5 2.0 4.0 2.9 1.1 1.8 0.7 2.5 13.5 35.5 

105 ~.5 4.0 2.8 2.5 '1.0 6.2 3.3 16.0 14.2 26.0 

第 八 帯

昭和年次 一 四 五 占"、 七-・ 一
lι高竺1と1位3 I悩 i叫 5 I 1錨|間7 I悩 I1929 I 1蜘 |1回 1 I 1限
1C6 一 0.6 0.5 0.6 0.2 1.3 0.6 1.4 2.7 4.5 

107 一 一 一 2.0 0.2 1.0 1.1 1.1 1.8 3.3 

1C泡 一 0.7 0.8 0.9 0.5 0.7 0.8 1.3 1.7 1.8 

109 一 1.1 0.9 0.8 1.4 1.5 0.7 1.1 4.4 5.5 

110 0.6 0.8 0.8 0.9 1.1 0.9 0.8 0.8 5.8 6.8 

111 0.7 0.8 0.8 1.0 0.8 0.7 0.9 34 3.0 5.7 

112 2.6 2.6 2.6 1.6 2.0 2.1 0.9 3.2 5.0 8.0 

113 1.5 2.4 2.3 2.0 0.9 0.8 1.3 3.4 8.8 

114 3.1 1.2 0.7 2.4 1.8 22 1.0 3.9 7.6 17.5 

115 3.0 2.8 2.2 1.4 2.9 1.9 1.2 5.6 10.4 20.2 

116 4.5 2.9 5.1 2.3 2.0 1.9 1.9 3.1 11.5 22.1 

117 3.0 3.4 9.8 8.8 2.2 8.8 2.2 4.3 6.5 11.0 

118 1.8 2.4 2.5 0.9 2.7 1.0 5.9 16.0 18.6 27.2 

119 5.0 5.9 3.8 1.4 1.8 1.6 1.2 4.5 9.7 14.0 

1却 5.1 1.8 7.2 8.1 5.8 4.0 3.9 2.5 10.6 25.8 
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第 九 帯

昭和年次 四 五
ム

七一 一 ノ、

ぷ高竺き 1但3 1 悩 1 1925 1悩|悦7 1 1四 1 1929 1 1930 1 1931 1 限

121 0.9 0.7 0.8 1.0 1.0 1.7 

122 1.4 1.1 0.9 1.1 0.4 0.3 1.9 1.1 

123 0.7 0.3 1.6 0.9 0.6 1.3 0.5 1.7 

124 1.5 1.3 1.5 1.2 0.8 0.6 0.4 1.0 

125 1.7 1.6 1.4 1.8 1.1 1.7 0.9 1.2 

126 1.4 1.6 1.1 1.9 1.0 1.5 1.0 0.8 

127 36 4.0 1.7 1.8 1.8 2.8 2.7 1.7 

128 2.5 2.5 2.3 2.2 1.3 2.2 1.5 1.0 

129 2.1 1.9 2.6 1.1 2.6 3.3 1.8 0.4 

130 5.8 10.6 6.1 5.6 7.7 6.6 3.6 4.1 

131 2.2 3.2 2.5 4.5 7.8 6.2 2.5 3.5 

132 6.6 7.5 3.5 3.3 2.2 1.7 .7.5 4.0 

133 7.3 8.3 5.5 5.1 5.8 5.2 2.2 1.5 

134 3.5 6.0 2.0 8.0 7.3 8.2 4.8 10.2 

135 4.6 6.0 13.8 8.9 9.1 6.7 4.3 

第三+図表 代表桂樹各年度於ける樹高連年生長率調 C%) 

第一帯

樹 守恒当~ 生 長 率 タ五

卜供詞¥本百F強¥¥年¥次¥ 間 11館'41悩 11四6I 1927 I 1928 I仰い叫 1白 1I惚
1 一 一 一 33.3 15.9 21.6 

2 一 一 一 一 64.0 22.0 14.0 14.0 12.3 
3 ー 一 138.5 119.4 29.4 19.3 17.1 9.8 11.1 5.3 
4 60.0 67.5 34.3 27.8 23.5 7.0 10.5 7.7 83 12.2 

5 .- 87.9 61.3 25.0 12.0 22.9 11.6 12.0 4.7 
6 7.3 13.1 5.5 7.3 4.9 6.5 5.2 5.8 7.0 5.8 

7 4.0 10.7 4.3 8.9 5.8 1.6 11.1 3.4 3.0 5.6 

8 5.1 9.7 8.1 23.3 12.2 12.7 9.6 8.9 12.9 17.3 

9 10.7 10.0 7.8 4.1 7.9 5.5 3.9 5.9 4.8 4.9 

10 3.7 3.9 3.7 6.1 2.7 2.6 1.9 5.1 7.3 8.6 

11 8.7 7.7 2.4 10.6 10.4 11.9 5.6 10.8 16.4 22.2 

12 13.4 12.2 4.9 4.3 6.6 5.9 4.4 7.0 5.2 10.9 

13 5.3 22.3 4.3 7.5 7.1 4.3 4.1 6.4 6.4 11.0 

14 10.6 10.8 10.0 2.4 3.1 1.9 2.8 0.8 5.5 11.9 

15 3.8 4.2 2.5 10.8 7.1 3.5 1.6 2.6 8.4 16.6 

和 |ω11判制21293.81145.71158.71122.71附|仰い70.91
平 均 |η01 吋 2421 22.61 11.21 9.21 11.41 

5.1 

E華

芽

0.7 1.1 

0.8 1.1 

0.9 1.0 

2.8 4.3 

1.1 2.3 

1.7 2.1 

1.5 2.1 

1.8 1.7 

1.6 1.4 

3.8 2.6 

1.5 2.0 

4.6 2.9 

3.3 7.2 

6.0 8.5 

7.5 7.6 

年 1932年に
於げる

度 樹 高
cm 

1929 6.2 

1927 7.3 

1924 15.8 

1922 21.8 

1924 22.5 

1916 29.0 

1912 39.4 

1917 36.0 

1907 55.5 

1910 96.8 

1914 69.6 

1907 88.7 

1902 199.8 

19己6 197.0 

1891 169.0 
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第 二帯

結J 高 生 長 重容 ~~ 後 年 1932年に
於げる

ぷ品竺~ャ|悩 1 1防 1 1悶 [1段711四 i1位 911930 [側 11限 芽 度 樹 I苛
cm 

16 13.2 15.0 7.2 8.1 17.5 8.5 11.8 7.0 7.1 1919 15.0 

17 一 100.3 広).0 22.5 28.6 12.9 11.4 10.3 12.8 9.3 1923 10.6 

18 44.0 36.1 12.2 10.0 16.7 8.6 11.8 11.8 5.3 32.0 1921 13.2 

19 27.4 21.5 14.6 10.0 24.0 6.7 11.9 11.8 47.5 20.3 1918 35.5 

20 16.9 35.5 8.7 11.6 8.8 7.4 11.7 10.4 16.1 14.8 1919 24.0 

21 11.1 15.7 22.2 19.2 12.7 8.2 6.2 11.1 16.5 49.0 1918 29.5 

22 7.1 7.2 13.1 6.3 12.4 8.0 12.4 14.3 13.7 41.0 1911 55.0 

23 13.3 13.5 11.9 2.3 4.9 5.2 10.7 8.5 29.7 40.8 1914 53.5 

24 7.9 10.1 7.6 11.0 6.4 10.5 12.4 18.5 14.3 30.5 1914 54.4 

25 8.8 14.5 15.5 8.5 8.5 1.8 7.7 12.3 12.6 27.3 1913 85.3 

26 15.6 6.2 4.3 4.9 4.2 9.4 9.2 8.4 11.2 36.4 1912 88.0 

27 13.0 17.3 9.2 4.2 5.5 5.8 7.8 7.9 18.7 21.3 1912 64.8 

28 14.4 15.5 11.3 5.9 8.9 4.7 3.9 6.6 7.0 12.1 1907 119.6 

29 26.0 16.3 4.7 2.8 4.3 3.2 5.0 7.7 7.6 20.5 1899 182.0 

30 8.5 10.9 4.3 9.1 6.8 6.0 6.0 6.8 9.5 29.5 1905 134.0 

和 1 227.2 [ 243.61 206.81 1お 4[170.21ω[ω1 1日 4[2吋 391.91
平 均|叫叫吋 9.11 11.3[ 9.31 吋吋引

第 一 帯

樹 高 生 長 率% I滋年 1| 於1932げ年に

ぶ主主::~11位31 1閉 1 1四 [19:26119271 1鈍 11叫 19301 附 11限|芽 度|樹 m
31 加盟31 13.21 11.71 7.5ω9.81 11.11 15.01 27.81 19201 14.7 

32 1 30.01 23.11 1461 12.71 16.11 11.11 12.51 8.91 22.41 14.21 19201 13.7 

33 --1 6.01 45.81 40.01 18.41 24J 1 22.2 也 51 20.01 9・~I ~::~I ~:'~I 
34 1 31.61 14.01 28.11 23.31 27.81 14.81 13.61 13.31 20.61 16.11 19羽 23.8

35 国 31 48.11 12.51 16.7 間 16.71 21.41 14.11 3.11 9.01 1921 幻

36 1 37.11 52.11 15.11 16.71 12.21 11.81 8.9i 18.01 23.41 7.71 19221 21β| 

37 1 14.11 16.91 8.91 4.61 4.91 11.61 4.21 8.01 7・41 15.51 1910 ぉ':1

38 I 28.61 26.71 19.31 17.61 17.51 36.21 22.61 29.31 22.2 ぬ 61 19:四 32.41

39 1 ~~] 1:'~1 :':1 12.41 ~.Ol 7.51 3，:1 7.11 12.2! 12.91 19151 32.31 

~:~~I ~~'~I 41 5.31 2.01 3.11 1.81 1.81 1.71 1.41 0.21 1.11 4.41 田91 95.0 

42 1 40.01 11.31 14.6 町 |ω11.41 12.31 18.71 20.0 i 21.3 附汚71

43 2.5! 2.1! 1.4! 1.31 1.8! 1.3! 1.4! 1.7! 1.1! 1.41 1873! 165.8 

44 1 ~':I ='~I ~'~I ~':I ~'~I :，:1 ~':I ~':I 1~'~1 1:'~1 1897
1 93.21 

45 7.13.91 431 2.61 3.01 2.91 1.91 0.91 0.9i5.518891 116.0 

和|剖9612日 91201.91叫 1凹 11位 81151.11 1的I~嗣ら5.91
平均|年81川叫吋州叫叫 10.91__12.7

1叫 i 
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第 四 帯

おf 高 生 長 率 % 軍基
於げる

品市竺?1段31悩 119251悩 1927i仰|棚 11ω|附 11限 芽 度樹高
cm 

46 25.0 28.6 7.1 681 削 13.5 10.1 

47 55.6 42.8 30.0 17判 23.0 20.01 11.1 12.0 16.1 14.5 1921 15.0 

48 66.7 40.0 57.1 16.7 11.91 10.6 7.7 11.6 12.0 1921 14.0 

49 28.6 5.6 15.5 20.0 10.6 6.81 9.8 5.9 11.1 15.0 1917 23.0 

50 8.6 11.8 17.6 15.0 12.5 18.2 1917 26.0 

51 5.3 20.0 20.8 13.91 9.0 9.4 6.1 8.5 9.6 6.4 1916 26.8 

52 9.2 13.2 18.5 15.61 18.0 21.9 12.9 6.1 7.9 14.5 1914 47.0 

53 38.2 27.7 13.3 2.8 6.7 10.0 7.7 7.6 16.9 1915 
句

54 21.0 31.5 41.1 27.7 19.7 17.0 7.1 4.4 8.1 12.4 1917 

55 17.8 5.8 17.5 39.1 17.1 12.5 8.9 4.9 8.6 14.9 1913 77.0 

56 25.6 20.4 9.9 9.9 13.0 13.1 8.7 3.6 10.8 19.2 1912 72.1 

57 25.9 8.7 10.6 9.3 16.3 6.3 8.4! 8.5 8.3 1913 65.0 

58 15.8 5.3 2.3 5.1 5.8 28.9 1.6 1.9 1.6 1.8 1903 1CO.5 

59 138 15.0 6.5 38 3.7 6.4 5.3 6.7 11.5 16.5 1905 10951 

60 196 7.6 3.2 4.1 4.8 2.91 2.6 7.8 0.4 4.0 1897 137.8 

和 14m1 2州四251230.91 1臼 31202.11ω|101.811お 61 1田 11
平 均 1 27.21 18.71 19.51 一11.21 135i 9.21 12.51 

第 五 帯
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第 七 帯

結J 1恒~ 生 長 率 % 軍基 年

;ι亘竺 1俊 31悩 11佼51 1位~ 1927 J 1928い竺~L~叫 1931 1限度 芽 樹高
cm 

91 即 41.0 お 81 14.0 て25.41 4.11 28.61 24.21 20.3 1921 14.8 

92 1 55.61 29.01 15.01 10.91 13.71 10.31 7.81 31.91 22.01 35.1 1921 15.0 

93 一一一 100.01241.71 36.61 5.41 18.61 40.01 45.9 1925 14.3 

94 一 75.0 61.9 53.0 27.0 19.7 34.2 36.9 45.9 1924 21.6 

95 ー 3CO.0 183.3 64.7 12.5 38.1 38.9 52.1 1925 18.4 

96 一 71.9 41.7 23.5 17.4 35.1 34.0 29.1 25.4 29.8 1923 283 

97 18.6 31.4 22.4 19.4 122 37.3 29.8 32.6 17.3 46.9 1921 44.8 

98 21.2 11.7 7.8 13.7 12.8 11.9 18.5 20.0 12.3 57.7 1918 44.8 

99 25.2 23.8 15.5 4.3 8.8 5.7 2.2 22.6 237 44.9 1917 50.0 

1∞ 5.0 2.7 15.1 8.3 10.6 7.2 3.1 3.2 7.7 29.7 1900 66.8 

101 43.4 23.9 17.0 17.7 12.9 15.2 3.3 32.0 57.6 45.2 1918 75.6 

102 5.4 10.3 16.3 4.0 5.7 5.1 2.1 1.4 20.6 43.8 1912 54.4 

103 40.7 19.9 2.4 16.0 6.4 6.9 7.3 2.9 31.9 43.3 1907 129.0 

104 0.5 1.9 3.3 2.6 1.0 1.6 06 2.1 11.3 26.8 1888 168.0 

105 16.3 6.6 4.3 3.7 10.0 8.1 4.0[ 18.5 13.9 30.9 1908 152.5 

和 |皿1.11叫 11 272.61 個。|醐~1 潤 ~-I 叩Lヒ四11|三吋吐竺悶9| 
平均 1 27.41 但 81 21.01 40.01 40.71 叫 10.31 21.11 25.61 39.91 
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おf 高 長 率%生 軍基
一
に
る
官
向
一

一
時
り
畑
一

一
旬
於
樹
一

年

度

19231 12.8 

19241 11.4 

19281 9.6 

19231 18.8 

19211 却 .8

19201 19.7 

1 25521邸付 3吋 4716|ω
1
223.4
1
悦 31248.01 制 715∞61 

均 G3.2[ 4ω[ 22.61 州一間[ 9.2[ 吋 27.0[ 33.41 

112 

113 

114 

115 

116 

117 

118 

119 

120 

司三

和

第 九 帯

樹 高生長率%楚 年 1
於
932L7年に
ろ

同命竺?切 31悩い92o11但6119叶 19:羽 11的 119釦 11制 11担芽 度ー 結J 高
cm 

121 142.9 20.0 13.3 14.7 12.8 19.3 6.7 9.8 1920 12.3 

122 31.8 19.01 13.0 14.1 4.5 3.2 19.8 9.6 6.3 8.2 1919 14.5 

123 140.0 25.01 1C6.7 29.0 15.0 28.3 8.5 26.6 11.1 11.1 1922 10.0 

124 17.6 13.01 13.3 9.4 5.7 4.1 2.6 6.4 16.7 21.9 1916 23.9 

125 37.8 24.8 17.9 19.6 10.0 14.0 6.5 8.2 6.3 13.5 1919 19.3 

126 17.5 17.0 10.0 15.7 7.1 10.0 6.1 4.6 9.3 10.5 1919 22.1 

127 40.4 32.0 10.3 9.9 9.0 12.8 11.0 6.2 5.2 6.9 1917 32.6 

128 27.8 21.7 16.4 13.7 7.0 11.1 6.8 4.3 7.3 65 1918 28.0 

129 14.8 11.7 14.3 5.3 11.9 13.5 6.5 1.4 5.3 4.4 1915 33.0 

1ま) 25.1 36.7 15.4 12.3 15.0 11.2 5.5 5.9 5.2 3.4 1915 79.6 

131 9.7 12.9 9.0 14.8 22.3 14.5 5.1 6.8 2.7 3.5 1912 58.5 

132 15.9 15.6 6.5 5.6 3.5 2.6 11.3 5.7 6.2 3.7 1910 81.3 

133 15.0 14.8 8.6 7.3 7.8 6.3 2.6 1.7 3.7 7.8 1912 1α)，0 

134 2.9 4.8 1.5 6.0 5.2 5.5 3.1 6.3 3.5 4.8 1875 1865 

135 10.6 12.4 25.5 13.1 11.8 7.8 4.6 5.3 7.3 6.9 1910 117.2 

和|醐81竺|捌.31 1蜘|附 11日 61 112.81叩[1吐~~.91
平均

1
36.71 州川 9.91 10.7 [ 7.51 7.91 69[ 8.21 
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第=十五表

¥帯〈一¥一----¥年五 樹高平均漣年生長率%

1923 I悩|悦:5 I悩 I1位7 I 1928 仰い9泊 I1931 I 1限
第 一 帯 12.0 15.7 24.2 22.6 11.2 11.3 8.8 8.9 9.2 11.4 

第 一 帯 16.0 16.2 13.8 9.1 11.3 7.1 9.3 10.2 15.8 26.1 一

第 一 帯宇 22.8 17.1 13.5 12.6 10.8 12.2 10.1 10.9 12.7 13.1 

第 四 脅宇 27.2 18.7 19.5 15.4 11.2 13.5 8.1 6.8 9.2 12.5 

第 五 帯 19.7 24.0 13.8 12.0 11.8 7.5 10.8 13.5 13.0 19.4 

第
ム

帯 19.7 15.9 12.9 10.2 10.8 7.9 11.3 14.3 17.5 19.5 ノ、

第 七 帯 27.4 22.8 21.0 40.0 40.7 19.9 10.3 21.1 25.6 39.9 

第 }¥ 帯 23.2 46.9 22.6 31.4 13.3 14.9 9.2 16.5 27.0 33.4 

第 九 帯 36.7 19.2 19.0 13.1 9.9 10.7 7.5 7.9 6.9 8.2 

此第二五去に於て注意すべき事項は， 1928年2月に疎開を施せる第二，第五及第六の三帯は何

れも1928竿の生長率が1927年迄及び1929年以後の夫に比し，叉1929年2月に疎開を施せる第三，第

七及び第八の三帯は何れも1829年の生長率が1928年迄及び1930年以後の夫に比し明瞭なる低下を示

せる事なり。而して之等疎開帯に於ては疎開を施せる翌年より生長率の漸増を見るO 但し共増加の

献況は一様ならやして，第二，第七，第八の三帯は， 1932年に於て1923年の生長率を遥かに凌駕せ

るを見，第五及第六の雨帯は1932年に於て1923年の生長率に殆E伯仲せんとし，i!ffi第三帯に於ては

1932年の生長率は1923年の夫に遥かに劣るを見るO 此現象の理由は唯一同の疎開の如き手段が大自

然の作用に影響を興ふる力極めて制限せられ居るべしとの見解を有するものには容易に解し得らる

べし。即ち第三帯の代表稚樹は， 1923年頃は樹高生長率極めて旺盛なる環境にありたるが，共後同

国の事情の第減退せしめられて来りたるものにして，之を疎開の如き手段により担問する能はぎり

しものと解すぺきなり O 非疎開帯たる第一，第四及び第九の三帯に於ては年々生長率.の増減ありと

雌，疎開帯の如く明瞭なる賢化たく，殊に1932年に於ける生長率を比較せば，非疎開帯の何れもは

疎開帯の何れもよりも小たるを見る。之疎開が四，五年後に於て稚樹の生長率促進上有効なりし事

を物語るものなり O

女に之等代去和i樹の樹高及び樹齢を樹高観毎に表示すれば，第二六表(1927年に於けるもの〕

及び第二八去、(1932年に於けるもの〉の如L-o 之より樹高観毎に共の平均樹高生長を計算して第二

九去 (1927年〉及第三O表(1932年〉に掲ぐ O 此最後の雨表より1927年及び1932竿の聞に於ける平

均樹高生長量の質化を求めたる結果は第三一表なり O 此平均樹高生長量の蟹イヒに就て見るに，疎開

の影響を柏々顕著に示せるは101-200cmの樹高級長り O 第三帯は前述の理由に基くものか，或は代
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表稚樹の年齢比較的高き詩疎開に依る環化費化に鋭敏に反臆する力弱きによるものか共の差微量た

るも，共他の疎開帯即ち第二，第五，第六，第七及第八の各帯は何れも第一，第四及第九帯よりも

平均樹高生長量の増加!大なり。

61-100cm; 31-60cm ; 16-30cmの扱に於ても共童文字は.異ると雌，之と同様の事を言ひ得ぺ

し。 4-15cmの級に於ては第三，第五，第六，第七及第八の各帯は他の非疎開帯よりも平均樹高生

長量の増加l量に於て大なり O 第二帯に於て之が小なるは共例外なり。

此材料を以てしては未だ充分断定的に論やるを得ざるも，疎開は雅樹の王子均樹高生長量を増加

せしむる確率大なる事を貫詮するを得ぺし。但し前にも述ペたる如く大自然の力が之を妨ぐる方向

に作用し居る場合は，疎開の如き人得手段の効果を顕現せしむる能はざる異例の存在は避けがたき

所なりとすO

号えに是等代表稚樹の1927-1932年の5年聞に於け・る定期樹高生長量及共の1927年の樹高に劃す

る百分率(簡便の馬生長率と揺す〉をぬぐれば第三二表の如し。

訟に問題とせる五ヶ年聞に於ける各帯の稚樹の生長力を比較するには基準樹高(1927年に於け

る樹高〉を単位とせる数値即ち生長率に付き比較するを要するは土木に劃すると同様友り。
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第=十六表 1927年に於げる代表稚樹々高及び樹齢表

樹高級4-15cm
平均高6.7cm
平均齢7年

帯 l樹 I!: I樹 l苧
均均

別 l 思|豆 I~I 曹
第

極言和T三60cm
平均高22.8cm
平均齢14年
樹|平 l樹|千
|均均

車|語!曹|智

1ル61j|16
扇語読16→却cm
2J'-均高12.7cm
平均齢9年

樹|平|樹|千
i均 1:均
高!高|齢|齢
C皿 Jcm 1年 i年

il21111li;I161 

:jJ14;l; 
Flijfl :l; 
:1l 54( ;1[ド1:11引れ指いM同は同崎昨冊:i21日昨;ii1ト:1十トト[卜トト1旬町5臼イ51l
;l141;ih巾;1Hlh1
:引1じ山出llM同;晴1j;i1町1!i1:;1;1卜
:日;4 j 1j三刊1;司;1j5431l 1 4 

帯

第

四

帯

:ljihli 

;l:14:17 

1412|剖

mr叫ん一
jF4r

ト
d
|一

lL1司

11.5 

12.0 1 11.51 71 7 

11.0 

8 

6 

11 

21.5 

9.41 17.4 

21.4 

1111ニ33.1

扇高級101二2CXコcm
平均高97.4cm
平均齢周年

樹 l千|樹|千
|均均
高|高|齢|齢
cm I c田|年|年

間o! 1 26! 
18111田.0139.31 221 袋

121.01 I 37 

;li [;[i 

川::守;;jト;iトlトイ2[;;[刊由什ρ1州l目iト凶
片刊H川;iH叶;i小トト州1トト判円日即イ寸什十引3ぺ什十川lH俳峠ト川iトトド戸川2目イイ24日十医閣:E5
川;子:1ト[卜伺仰91(1乱::1:11卜1仙5州l司1ト珂
刊円川:2司;jトiトト拡仰3[J十下vド:i十トドド[トドy川J1~

11し11α

H11!| 
到|シ1l:;[

rlljj liklii!とT
11叶5111世一 18

16 
521 2釧

備考 4ー15cmの級の第一帯に属するものの内のー木1:1:1929年議芽なれば1927年には現在ぜず，依て之のみ1:1:

2本の算術平均かとれり。
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1932年に於ける代表稚樹々高及樹齢表

421 

34 

31 

21 

樹高級101← 200Cll1
千均高141.5cm
平均齢34年

樹|千 l樹|千
|均均
高|高|齢|齢
crnJcml 年 l年

3 

第二十八表

第

第

四

第

六

?謬

第

九

幣

帯

第

五

帯

第

三

帯

帯
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第=十八表 1927年に於ける代表稚樹卒均樹高生長表

樹 高 4-15cm 16-3Ocm 31-60cm 61ー1αJcm 101-200cm 

第 キ骨

平均高。田 5.7 16.1 31.6 58.9 139.3 

平均齢年 3 7 16 18 28 

平均生長 c凹 1.900 2，3∞ 1.975 3.272 4.975 

第 一 帯一

平均高 cm 7.5 14.0 24.2 43.2 95.0 

平均齢年 7 10 15 16 24 

平均生長 cm 1.071 1.4α3 1.613 2.7'αコ 3.958 

第 一 帯

平均高。田 6.7 11.5 17.4 54.3 106.9 

平均齢年 7 7 13 24 41 

平均生長 cm 0.957 1.643 1.338 2.263 2.607 

第 四 キ捗

平均高 cm 7.3 15.5 33.1 43.9 92.5 

平均齢年 7 11 13 15 26 

平均生長 cm 1.043 1.409 2.546 2.927 3.558 

第 五 帯

平均高 cm 8.2 14.4 21.3 43.3 95.8 

平均齢年 9 13 17 30 29 

平均生長 ClU 0.911 1.1(沼 1，253 1.443 3.303 

第 ムノ、 帯

平均高 cm 10.2 18.0 20.0 37.0 81.9 

平均齢年 8 12 12 16 16 

平均生長 Cm 1.275 1.5∞ 1.667 2.313 5.119 

第 七 帯

平均高 cm 7.3 5.3 16.0 30.1 82.9 

平均齢年 6 4 9 15 27 

0.883 1.325 1.778 2.(氾7 3.070 



(91 ) 

樹 高 4-15cm 16-30cm 31-6Ocm 61-100cm 101-200cm 

第 /¥. 守宇

u平均高 cm 2.9 5.8 19β 47.1 77.5 

平均齢年 5 7 16 23 37 

平均生長 cm 0.580 0.828 1.225 2.074 2.095 

第 九 キP

平均高 m 6.9 14.0 22.0 55.4 105.1 

平均齢年 8 10 11 16 29 

平均生長伽 0.863 1.4α〕 2.α)J 3.463 3.624 

金 平 均

平均高 e田 3.7 12.7 22.8 46.0 97.4 

平均齢年 6 9 14 19 29 

平均生長 cm 0.617 1.411 1.629 2.421 3.359 

第=十九表 1932年にがける代表稚樹卒均樹高生長表

樹 高 4-15cm 16-30cm 31-60cm 61-100cm 101-200cm 

第 帯

平均高 cm 9.8 24.4 43.6 85.0 1飽 6

平均齢 年 6 12 21 23 23 

平均生長 cm 1.t33 2.033 2.076 3.印6 5.715 

第 一 帯

平均高 c皿 12.9 29.7 54.3 79.4 145.2 

平均齢年 12 15 20 21 29 

平均生長 cm 1.075 1.980 2.715 3.781 5.(氾7

第 一 帯

平均高 cm 14.1 22.2 32.7. 78.2 125.0 

平均齢年 12 12 18 29 47 

平均生長 e皿 1.175 1.850 1.815 2.69 2.660 

L 
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l樹高級|…m I 

平均高 e皿

平均齢年

平均生長。田

平均高 cm

平均齢年

平均生長阻

平均高 cm

平均齢年

平均生長 cm

平均高 e田

平均齢年

平均生長 cm

平均高 c田

平均齢年

平均生長 em!

平均高 c旧

平均齢年

平均一生長 cm

平均高 e阻

平 均齢年

平均生長 cm

13.0 

12 

1.(泡3

14.4 

14 

1.029 

17.8 

13 

1.369 

14.7 

11 

1.336 

11.3 

10 

1.130 

12.3 

13 

0.946 

13.4 . 

11 

1.218 

第

25.3 

15 

1.a7 

第

27.3 

18 

1.517 

第

32.4 

17 

1.906 

第

22.8 

9 

2533 

第

19.8 

12 

1.650 

第

21.8 

15 

1.453 

会

15.1 

14 

1.793 

四

五

ム
ノ、

七

/¥. 

九

平

m一位m j 61.-1∞cm 101-2∞cm 

帯

者宇

44.7 

22 

2.032 

帯

42.0 

17 

2.471 

帯

46.5 

14 

3.321 

帯

41.8 

21 

1.990 

帯

31.2 

16 

1.950 

均

43.5 

19 

2.289 

71.4 

20 

3.570 

79.2 

35 

2.263 

82.5 

21 

3.929 

65.6 

20 

3.28(コ

85.2 

28 

3.043 

73.1 

21 

3.481 

77.7 

24 

3.238 

115.9 

31 

3.739 

(四3
34 

4.112 

148.5 

21 

7.071 

149.8 

32 

4.a1 

126.3 

42 

3.007 

134.6 

34 

3.959 

141.5 

34 

4.162 
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第三十表 代表稚樹の平均樹高生長量の饗化

hJFJln差 lJ|;右前差
31ー印cm

1位7[19321差 192711限|差 192711限|

吋 1.9C011.6ア7… 1.9751 2.0761 0.101 

1.6131 2.7151 1.102 2.1'αコ3.7811 1.C81:. 3.9581 5αコ7第二帯 1m1-om14∞ 1.9801 0悶

同 O府 111田 1811.643'， 1… 1.338; 1.8171 0.419 2.2631 2.6971 0.4341 2.6071 2.6601 0.053 
第四帯 1.0431 1.0031 0.0401 1.4091 1.6871 0.278 ~'~:~I ~'~:I 0.476 2.9271 3.5701 0.6431 3.5581 3.7391 0.181 
第五帯 0.9111 1.029: 0.1181 1.1叩1.51710.409 1.2531 2.0321 0.779 1.4431 2.2631 0.8201 3.':幻314.1121 0.800 

第六帯 1.275 1.369 0.C94 1.5C0 1.9C6 0.406 1.667 2.471 0.804 2.313 3.929 1.616 5.119 7.071 1.95:号

第七帯 0.883 1.336 0.45..'3 1.325 2.533 1.2α3 1.778 3.321 1.543 2.α)7 3.280 1.273 3.070 4.681 1.611 

第八帯 O 8586301| 1130 0.5日 0.82811.6日 0.82211.2551 1.9'叩 0.76512.0741 3.0431 0.9691 2.叩513.∞71 0.912 

第九帯 OB631 0附 0.08311.4∞ 1.4日 0.05312仰 1叫 O却問 3.48110.0181 3倒 3吋 0.3お

会平均 I0.61711.2181 0印 111.41111.79310.38211.62912.2891吋2.4211 3.~81 …吋ザ 0.803

第三十ー表 代表稚樹定期 (1927-1932年〉樹高生長表

第一帯|第二待 第三帯

抽
出|樹高品rlE2f4非f主jj 樹品生長 I~τ官「|?吋3判1 11927119321 1吋192711生長|生時|

12.91 5.41 72.0001 71 121 511 6.71 14.11 7.41110.448 

730.1124.3821520511715.42322.271105.738937.0943311731128E 5 

58.91 85.0126.11 44.3121 181 231 511 43.21 79.4136.21 83.7961 161 211 51! 54.31 78.2123.91 44.015! 241 291 

曲 311凪叩3 おお1 盟国I51 箔 O|惜 50.2早開ク可1「1H106.9i即位11 16.吋141471 f 
平均生長率 154.548l [[千均生陣 |89吋 l平均生持 170.474[ 
第四帯|第五帯 第六帯

樹高生長平均齢|樹高生長平均齢 樹高生長平均齢

|呼|量時I生長率|11位川…内いi1吋惚l|生量長1生長率ll1位71119皮 1|差 1位7111叫1量生長|i生長率||192711時
7.31 13.01 E.71 78惚 71

12
1 511 
8.21 14.4

1 
6.21 75.61O[ 9[ 14

1 
51[10.2[17.81 7.61 74.5101 81 

13
1 
5 

15.51 25.3: 9.81 63.6361 111 161 5!1 14.41 27.3112.91 89.5831 131 181 51 18.01 32.4: 14.41 80.0α)1 121 17ε 

43.91 71.4' 27.51 62併

:1 :~I :~l ~il :::1. :~-:I ~~-:i位制 お

1~II ~~'~I~~'~I~~'r~.~7~1 161 
21

1 ~ 
位 511円 4

白 297|261制 |44.0i…i ヤ 81.9
平均生長率|田801¥ 平均生時lm吋 11

平均生長率 ¥93吋
」 一一
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第 七幣 11 第八帯|第九帯

1

19
:書芸品目玉11芝品岩手帯主litz佳品AtL

J:11 
16 

29 

|11 千均生長蹄率 lド同同1句即57町7 11 平均生長率 1 47叫

今第三一去に依り平均定期樹高生長率を見るに，疎開を施さざりし第一，第四及第九の三帯は

何れも60%に謹せざるに反し，疎開を施せる他の六帯は何れも70%を超過せるを見る。

次に帯幅との関係を見るに50m幅に疎開を施せる第七，第八の雨帯は夫々179.4%及び157.2%，

叉第五，第六雨帯は夫々80.8%及93.8%，叉25米幅に疎開を施せる第二帯は89.0%，第三帯は70.5%，

従って50m幅に疎開を施せる方が25米幅に疎開を施せるよりも稚樹の生長力を増大せしむる確率大

たり。第二帯が第五帯を凌駕せし如きは局部的差異に基くものと解すべきなり。

第三十=表 針潤葉樹別稚樹

λ44l第一 第 帯 第三帯|第四守一

二昭和年 1 七昭和年 1* 世 昭和|昭和| 差 空2122|差曾|惚|差二年 七年

".. ~ ~ 749 8コ2 53 564 1029 645 454 1054 600 562 2936 2374 

アカエ y~~ O O O O O O O O O O O O 

ズナラ O 22 22 O 15 15 O 9 9 O 18 18 

ヌ、 ーヤ O 11 11 O 7 7 O 8 8 O 6 6 

ジ ナ O 5 5 O 3 3 O 7 7 O 6 6 

ヤチダ宅 O O O O 3 3 O O O O O O 

イ 4野 ヤ O 90 90 O 233 233 O 241 241 O 127 127 

訪之 、 O 1 1 O O O O 1 1 O O O 

ヤ~ "、シ O O O O O O O 15 15 O 2 2 

h ロヌ、ノ~ l'!l-' O O O O 1 1 O O O O O O 

サ グ ラ O 4 

: 1 : I 

5 5 O 36 36 O 30 30 

カ yペぎ O 5 8 8 O 6 6 O 6 6 
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高さ30cm以下の針葉樹並に澗葉樹本童文が， 1927年と1932年とに於て如何なる費化をせるやを各

帯別に調査せる結果を表示すれば第三二去の如し。共方法は調査直内を10m宛に巨費jし，更に雨帯

に跨る箇所に於ては雨分して調査し，次に之を帯毎に合計せるものなり。

此の稚樹の増減は，1.爵閉関係 2.母樹の配置関係 3.立地の献況に支配せらる。欝閉関

係に付ては共過密なるが詩母樹の結貰量少し且林地の理化製的性質が護芽に封し不良なる場合は

疎開の手段を取る所なるも，・総論に於て述べたる如く本試験林は欝閉の過密の烏護芽を阻止せられ

居るにあらす.，従って主主に施せる疎開は全〈此意味にあらやして雅樹の生長を促進し，後繕林木の

健全なる設建を期するにあり。弐に欝閉疎なる時は雑草雑木の繁茂を助長し，震に種子の落下及稚

樹の護育を妨ぐるものあり。故に欝閉過疎の関係は稚樹増減に封して直接影響を輿ふるととるの林

床植物を支配するの意義を有するに過ぎ歩。母樹は天然更新上主要なる材料たる種子を結び，之を

撒布するの作用を有するものなるが故に結賓能力ある土木の存在は雅樹増減と密接の関係あるや

必せり O 立地の紙況に就ては一方には土地の傾斜度斜向及び理化撃的性質等，他方には林床値物を

問題とすべきなり。此際稚樹の増減は前者に就てよりも後者に就て最も多く関係する如く思J惟せら

C30cm以下〕本敷の饗化

品長引品企剖占i長ii
第八帯

昭和|昭和| 弟

二年|七年|
届 型|号室|差

01 21 21 01 01 0 

513 1 1702 1 1189 1 446 1 391 1 -55 1 325 1 2763 1 3438 1 550 1 2222 1 16/2 1 509 1 509 1 88 

o 1 16 1 16 

0143143101515  

o 1 13 1 13 1 0 1 4 1 4 

01251 2ol 01 01 0 

01 01 01 01 01 0 

01 381 381 0150150  

01 01 01 01 01 0 

01 01 01 01 01 0 

01 01 01 01 01 0 

o 1 18 1 18 1 0 1 15 1 15 

Ot 11 11 01 01 0 

01 31 31 01 61 6 

o 1 17 1 17 1 0 1 9 1 9 

o 1 14 1 14 1 0 1 2 1 2 

01 11 11 01 01 0 

01 01 01 01 01 0 

0110011αコ o 1 7 1 7 

01 01 01 01 01 0 

01 01 01 01 01 0 

;lilil:l ili 

o 1 1 1 

o 1 0 1 0 

o 1 010  

o 1 0 1 0 

:|:l: 
o 1 0 1 0 

1

1

 

1

1

 

n
u
n
u
 

o 1 0 1 0 

る。されば各帯に於ける稚樹噌減の蹴況は，土木の直怪級分配と林床植物の分配に関係するものな

り。此の裡後者は次節に於て論やる事とし裁には上木の直径綾別分配闘係を考察せんO 今調査匡内
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各帯別に樹種別直径級別本敢分配表を1927年と1932年との調査を掲ぐれば第三三表jう至第四一表の

如L-o 之等の去を第三二去と封照するも意義を有せや，何となれば上木中結貰可能なる年i始以上に

達して始めて稚樹本主主増減との闘係を有すればたり。結賓可能なる年齢即ち熟期は樹種及立地に依

りて異なるが故に，営該地方に於て此種の問題を考究し，且寅用上の便宜の渇直径と樹齢との関係

を試験するか，或は統計的大量生観察の方法により直接樹種別に結貰可能なる直径を研究するの要あ

り。然れEも未だ之を論やるの材料充分ならで久従て誌には般に各樹種一律に30cm以上を以て護芽

第三十三表 樹 種 jllj 直 笹 扱

子常利
10ー14 15-19 I 20-24 

11
田
711
銀 1町1限 1判限 192711眼的11腿 19271惚 1位村3

ト ず~ ~ 20 17 13 14 8 10 6 5 7 7 9 9 5 5 ジ 3 

一‘ ズナ ラ 一 1 1 2 2 一 一 一 一 一 1 1 1 1 

〆、 J(' 一 一 1 1 1 一 一 1 1 1 1 一 一 一

イ ~ ヤ 5 5 10 10 15 12 11 13 4 5 2 1 2 3 1 1 

γ ナ 3 3 2 2 1 1 5 2 3 5 2 3 一

カ 〆マ 1 1 一 一 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 

オ b ヨ 。一 一 2 2 1 1 一 一 一
b日戸ノヨ千戸ダ 一 一 一 一 一 1 1 一 一 一 一 一 一
品t 、 ノ ヨー 一 一 3 2 1 2 一 一 一 一 一 一 一
ナ、カマ F 1 1 一 一 2 2 1 1 一 1 1 一 一 1 1 

サ グ フ 一 1 1 一 一 一 一 一 一 一 一

アグキナジ 一 一 1 1 1 1 一 一 一

ヤ ナ 平 一 一 一 一 1 1 一 一 一 一 一

計 |田 27Iω1  31 1 37 1 34 1 27 1 27 1 16 1 19 I 16 1 16 1 9 [ 91 6 1 8 

第三十四表 樹 種 jllj 直 ~ 級

ミ樹ここ、¥積-直調て径書さ竺観
5 - 9 10-14 15-19 20-24 25-29 回一34

TWi1限 192711限問11限

、~.. ~ ~ 6 5 5 5 4 2 3 5 6 5 4 6 3 3 1 1 

イ チ ヰ 1 1 一 一 一 一 一

、、 ズナヲ 一 一 1 1 一 一 一 一 一 一

イ ~ ヤ 一 一 2 1 ーー 1 一 一 一 一 1 1 1 

γ ナ 1 1 1 1 3 3 一 1 1 1 1 一 一

カ 7'ぜ 一 一 一 1 1 1 1 1 1 1 

オて 、 ノ キ 一 一 1 1 一 一

計 ~ 81
7
1
10
1
8
1 61

8
1
7
1
6
1
8
1 41 4 1 31 3 
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可能なる種子を生産し得る最小直径と定め， 1927年に胸高直径30cm以上に遼ぜるものを母樹となし，

母樹設の土木組敢に封する百分率を母樹率と名付け，主要樹種につき土木敢，母樹敢，母樹率並に

稚樹増加童文を表示すれば第四二表の如1...-0 此表に依るも未だ猶上木童文，母樹敷，)~至之より計算せ

らる L母樹率と稚樹増加教との間に遁確なる童文的関係を認め難し。叉疎開と闘係ありと断定するを

得十，蓋し局部的立地の関係は夫れ以上に影響し居る事を観察せらるればなり。

別上 木 調 査 表 第 帯

45--49 回--54 55--59 60--64 85-89 計

1位7

3 ワ』 1 2 1 一 一 1 一 一 一-- 一 一 一 一 一 75 75 
一 一 1 1 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 1 一 1 7 7 

一 一 一 一 一 一 1 一 一 一 一 一 一 一 5 

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 50 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一 一 16 16 

1 1 1 一 1 2 一 一 一 一 一 一 .- 11 11 

一 一 一 一 一 一 一 一 一 3 3 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 1 1 

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 4 41 

一 一 一ー 一 一 一 一 一 一 一 一 6 6 

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一- 1 1 

一 一 "- 一 一 一月 一 一 一 一 一 一 一 一 一 2 2 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 1 1 

413[31312121-1111111-1-1-1-111-[-[1[1位 [162

別 a 上 木 調 査 表 第 帯

45-49 50-54 55-59 60--64 65-69 70 -74 75--79 80-84 84-89 音f

1927 [ω 同 1限 19271193211判慨 1吋慨 1但 711932 192711腿 1但 711932

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 32 32 

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 1 1 

一 一 一 一 1 一 一 一 一 1 一 一 一 一 一 一 2 2 

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 4 4 

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 7 7 

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 4 4 

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 1 1 

=-1 - 1 - I --1 1 1 --1 --[ - 1-1 1 1--1 --1 - I一I-I -1 - 1 - 1 51 1 51 
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第三十五表 樹種別車種級

己主空:1 5 - 9 10-14 15-19 四割田一四 田お 35-39 40-44 

1
1但
711
限 1氾9位判2

、i:" ~ ~ 2 1 11 12 6 4 4 6 3 3 6 6 3 2 2 3 

、 グナ ラ 1 1 一 一 2 2 一 一 一 一 一 一
イ ?< ヤ -- 1 1 一 一 1 1 4 4 1 1 一 一 一
ジ ナ 1 一 一 1 1 1 一 一 一 1 1 一 一 一 一
カ pぜ 一 一 1 1 1 1 一 一 一 1 1 一 一 一 一
オな 、 ノ '" 1 1 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
ナ、カ T ド 一 一 一 一 1 1 一 一 一 一 一 一 一
ヤ"'" ~-、 y 一 一 一 1 1 一 一 一 一 一 一 1 1 

計
1 4 1 2 1

14 
1
16 
1 ~ 71 7 1 31 21 31 4 

第三十六表 樹種別直径級

三樹で?¥積4調1査予級Fぺ~I 5 - 9 10-14 15--19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 
1担711限

ト 2 4 4 2 2 4 3 4 5 4 3 7 6 一 1 

、 グ'ナラ 1 1 一 一 一 一 3 3 1 1 一 一 一
，、 ギ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
イ タ ヤ 一 一 2 2 一 一 一 一 一 一 一 一 一
γ ナ 一 2 2 1 1 一 一 一 一 一 一
カ pマ 一 一 一 一 2 2 1 1 2 1 1 一 一 一
治て 、 ノ

ヨー 一 2 1 1 一 一 一 一
サ グ 一一 一 一 一 一 一 一 一
計 9 1 71 51 61 71 6 ¥ - ¥ 

1 

第三十七表 樹種別直径級

I1種 P¥¥人15-9一一 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 

11位 71慨仰l仰い但711932 1担7)19辺

ママツ 一 1 一 4 4 3 4 、2 2 4 1 1 4 一 一
ミグナ 7 1 1 4 3 5 4 一 2 2 2 一 一
イ タ ヤ 5 3 2 4 一 一 一 2 2 一 一 一 一 一
オ h ヨ v 一 1 一 1 一 一 一 一 一 一 一
アグキナジ 一 1 1 一 一 一 一 一 一 一 一 一
計 ~ ~ 1 1 41-1 -
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ZI1 上 木 調 査 表 第 帯

45-49 1 回一54
国国lu…一|一 85-89 I ~t 

19271惚 (1判1限 1吋 19♂|ふ~F長 1927 1吋慨四71惚

一 一 一 一 一 一 1 1 一 一 一 一 一 38 38 
一 一 1 1 一 一 一， 一 1一一 1 1 一 一 6 6 

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 7 7 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 } 一 3 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 3 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 1 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 1 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 2 21 
-1 -1 -1 -1 1 1 1 1 1 1 1 I -1 -I 1 1-1 -I 1 I 1 j 1 1 -1 -1 61 1 61 

ZI1 上 木 謂 査 表 第 四 帯

日11日記lti元lLlLlL1ヰi中
30130 

6 6 

一
-1ー 1

_ 

1 ー 1 _1ー l ー l ー I ー l ー l ー l ー 1 ー l ー l ー!ー I ー!ー 2 I 2 

-，← 1 
_ 

1 ー 1-1ー l ー 1 - 1 ー I ー i ー l ー l ー l ー lー l ー l ー 1-1 3 I 3 
- 1 ー i ー』ー i ー l ー 1_1 -- I ー i ー 1-1 ー l ー l ー i ー l ー 5 I 5 

- ，ー!ー lー!ー 1 _1ー 1 ー I ー l ー!ー l ー l ー 1 _1ー 1-1-1-1212

ー l ー l ー l ー l ー l ー I ー J ー l ー l ー 1-1ー 1

_ 

1 ー l ー l ー!ー 1- 1 1 1 

2 1 21 -1 1-1 可 21~T=-日 fト-， 1 1-1ドド l-=l~-I工戸~

別 l 上 木調査表 第五帯

一三!空士二竺一!恒叩二1
1一四|… 出回 1|- 75沼 田-841_ 8!戸Ff|戸トL宮土?盟

7|1館 I~9引限 1927\19321但71 1限ふ不必 l両両
1 1 1 1 -一一一一一一一一一一一一一一一 16I 16 
一 一 一 一 一 ー『 一 一 一 一 一 一 一 一 一 12 12 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 9 9 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 -ー 一 一 一 一

1 
一 --一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 1 1 

-1 1 1 r ~ 1 -1 -， -1 -I - I - I - I - 1 -1 -I -: 1_ -_1 = 1_ -1  - L 3=--1 ~9 
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第三十八表 樹 種 EIJ 直 4亙 車及

石室ぞ15-9 10-14 15-19 20-24 25-29 1 3つ-34
19271仰 1927i 1932 1吋193211判慨|

アカ エ y 一 一 { 一 一 一 一 一 一 1 1 一
"... ~少 1 1 3 3 T 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 2 

『 グ ナヲ 一 1 1 3 3 1 1 1 1 2 2 2 1 一 1 
~、 苧 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 1 1 一 一
イ d' ヤ 2 1 1 2 一 一 1 一 一 1 一 一 一
カ 7、r 一 一 一 1 1 一 一 1 1 一 一 一 一 2 21 
サ lJ 7 一 一 一 一 1 1 1 一 一 一 一 一 一 一
~、 与〆 1 1 一 一 一 一 一 一 一 一 一 2 2 一
計 3 ¥ 5 ¥ 61 6 ¥ :lj 6 ¥ 5 ¥ 3 I 

第三十九表 樹 種 別 宣 ~~ 手丑

¥て樹種¥F男性¥手1ζ級 5- 9 I 1ト 14||| 1519 田-24 I 25 呂 田悦 35-由 40-44 

種 19271慨 1位7l限叫193211判惚 1位711932吋 193211位 711限値711932

アカ ェ y 一 一 一 一 一 1 1 一 一 一 一 一 一 一
ト ，'''' ~ ~ 2 1 7 7 7 7 5 3 4 6 一 1 3 3 一
、、 グナ ヲ 一 一 一 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 

イ タ ヤ 一 一 一 一 1 1 1 一 一 一 --
カ "守 一 一 一. 一 一 3 一 2 一 一 一 一
アグキナ γ 一 一 一 一 一 一 1 1 一 一 一 ー 一
計 1 1 7 1 7 1 8 I 8 1 8 1 6 111 I 11 1 1 41 41 4 

第四十表 樹 種 別 直 ~~ 級

R樹とt~¥種、r調E¥従査4aJ級二 5-9  10-14 15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 

アカェ y 一 一 3 3 1 1 一 一 一 一 一 一
ト ，'" -:;c ~ 17 13 18 21 9 9 5 6 5 6 1 一 1 21 
『、. グナ ヲ 一 一 一 一 一 1 1 1 1 一 一 一
イ d実 ヤ 2 2 一 一 一 一 3 3 一 一 一 一 一 一 一
ナ、カ--r i" 1 1 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
サ グ ヲ 一 一 一 1 1 1 一 一 一 一
計 I~ 116 ¥ 21 1 24 I 5 1 3 113 ¥ 14 ¥ペ 8¥り711¥-¥112
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別 上 木 調 査表 第六帯

45-49 50 -54 I 55-59 印 -64 65-69 85-89 計

1釘 [1田;2:1但7[1叫 1927

一 ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 1 1 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

_. 
一 一 一 一 一 11 11 

一 一 1 1 一 一 一 一 1 1 一 一 一 ー 一 一 12 12 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 1 1 
一 一 一 一 ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 4 4 . 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 4 4 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 'ー 一 一 一 2 2 

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 { 一 一 一 一 一 3 3 

1 -L-J -I =1= 1 一 一 一 一 -1-1 38 38 

ZIj 上 木 調 査表 第七帯

45-49 50-54 55-59 60-64 65一回 70-74 75-79 前 -84 85-89 計

1927[1脱 1担7[193211位村皮 1但村辺 1田村判 1927[1銀

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 1 1 

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 28 28 

一 1 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 7 7 

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 2 2 

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 3 3 

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一 一 1 1 

-1  11-1-1ートー 1-1一I-I-I-I-l-I-I-I-l-I-J位142 

ZIj 上 木 調 査表 第八帯

45-49 50-54 55-59 60-64 65-69 70-74 75-79 80-84 85-89 計

惚 711932

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 4 4 

一 一 ーー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 60 60 

一 1 1 一 一 一 一 一 一 一 一 一 3 3 

一 一 一 一 一 { 一 一 一 一 「 一 一 5 5 

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 1 1 ¢ 

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 2 2 

-1-|1|1l-l-i-|-|-|-|-|-|-|-|-|-l-l-|75l75 
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第四十ー表 樹 種 Zlj 直 ~![ 紐

ケミ樹ケ)\種\~剖m査\l級一 5一喝 9 10 -14 15-19 20-24 25-29 

192711932 1927¥ 1限 判 1限 1位 71193211吋1臨

アカエ y 1 1 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
ト ".-" ~少 18 17 17 18 13 11 3 4 5 4 一 2 1 一 1 

イ チ ヰ 1 1 一 一 一 一 r ー 一 一 一 一 一 一 一 一
、、 グナラ 一 一 一 一 一 1 1 一 一 一 一 一 一 一
イ タ ヤ 1 1 1 1 一 一 一 一 一 一 一
計 1 21 1 20 1

18 
1
19 
1
13 
1 11 1 4 1 5 1 =-1_41三|了_11卜 l-=--l1 

第四十=表 土木載、母樹襲、母樹

ir第一容 第 一 帯 第 帯 第 四 唱P一
上母母稚 J: 母 母 稚 上 母 母 母

稚樹
樹 樹

木樹樹増 木 樹 樹 増 木 粒I 続} 樹 増

l重主 要主 率 重力日主 方日 加
重主 重主 至容 聾主 重責 要を 主容 厳重責鍛 望事 聖主

% % % % 
、¥".. ~ ~ 75 21 28 53 32 8 25 645 32 反D 3J 14 47 2374 

ェ y、 T 少 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
アカエ Y"'~ ~ 一 一 一 一 一 ← 一 一 一 一 一 一
ミグナ ヲ 7 4 57 22 2 1 50 15 6 3 50 9 6 2 33 18 

>、 ぞ 5 2 40 11 一 一 一 7 一 一 一 8 1 1 I 1αコ 6 
イ ?< ヤ 日コ 5 10 90 4 2 50 233 7 1 14 一 2 一 一 127 
γ ナ 16 2 13 5 7 1 14 3 3 1 33 7 3 一 一 6 

カ "討さ 11 6 55 5 4 2 50 8 3 1 33 6 5 一 一 一
* b ヨ t; 3 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
b日戸ノキ>， !J.' 1 一 一 ー 一 一 一 1 一 一 一 一 一
靖之 、 ノ

ヨー
4 一 一 1 1 一 一 1 1 2 一 一

ヤチタ・宅 一 一 一 一 一 一 3 一 一 一 一 一 一
-t .... >、 v 一 一 一 一 一 一 2 1 50 15 一 2 

サ グ ヲ 一 一 一 4 一 一 5 一 ー 一 36 1 一一 30 

第五節 林底植物と更新の関係

本道原生林に於ける天探更新の難易は，林床植物の種類，数量及び繁茂欣況と密接なる閥係あ

りo殊に幼時の生長遅くして他の植物に比し生存競走上弱者の位置に立つ針葉樹に於て然りとす。



(103) 

~IJ 上 木 調 査 表 第九帯

45-49 50-54 65-69 70-74 75-79 I 80-84 85-89 計

192711白211山昭
1 1 1 1 1 F ・ 1 } 一 一 一 一 一 6 6 

1 1 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 国 58 

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 1 1 

1 1 一 一 一 一 1 1 1 一 一 一 一 4 4 

』叫 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 2 2 

3 I 3 1 1 1 1 1 1 1 - I 2 1 3 1 2 I 1 I - I 1 I - 1 - I - 1 - 1-1 - 1
71 
I 71 

率並に稚樹増加敷表

第 五 帯 第
ム

帯 第 七 帯 第 A 帯 第 九 帯/、

上 母 母 稚 母|稚 上 母 fま 稚 上 母 母 稚 上 母 母 稚
f封 結} 樹 務J 樹

木 t5t 結} 増 木樹 結I 増 木 結f 樹 ま曾 木 樹 結} 曲同者 木 樹 樹 増
カ日 力日 力日 カ日 カ日

重宝 璽主 率 殿 璽主 要t ~包. 重主 重主 鍛 主容 聾主 重主 重主 率 重主 厳 重主 主事 政

% % 芦ぷ 9百 〆v。
16 6 38 1189 11 4 36 一55 28 3 11 2763 60 7 12， 1672 国 2 3 88 

一 一 一 2 一 一 一 ー『 一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
一 一 一 1 1 1αコ 5 1 一 一 3 4 6 6 5 83 16 

12 2 17 43 12 6 日 4 7 3 43 17 3 2 67 9 4 3 75 1 

一 13 1 1 I 1αコ 50 -ー 一 一 14 一 一 一 2 一 一 一 一
9 一 38 4 一 一 2 一 一 1α〕 5 一 一 T 2 5 

一 一 一 25 一 一 一 一 一一 1 一 一 一 一 一 一
一 一 1 4 一 ーー 31 - 一 4 一 一 一 一 一 一
T 一 一 一 一 一 一 ー吋 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
一 一 一 一 一 一 一 一一 一 1 一 一 一 一 一 一 一 1 

ー 一 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 一一 一 一
一 一 一 一 一 -- 一 一一 一 一 一 一 一 一一 一 一
一 一 3 一 一 一 一 一 一 一- 一 一 一 一
-ー 一 18 2 2 67 15 一一 15 2 一 23 一

叉林床植物は欝聞の破壊と共に旺盛なる繁茂をなすが故に，林分疎開と閥係し更新を阻止する

の影響あるべしO されば林床植物の種類並に厚薄(護生密度，高さ及繁茂欣況の総締)が如何に有

用樹種殊に針葉樹の更新と関係するやを攻究せんと欲すO

第四三去は1927年及1932年に於ける地上植物調査を各帯別に比較したる表なり。主要樹種及共
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他の喬木並に亜喬木及至瀧木中にでも「ガマズミJrムシカリJrツツジ」につきては高階別に表示

し他は綿括的に示せり。個室主主以て示さざるは次の規定に従ひ五綾に分ちて表示せり。

呼稿 占領面積の全面積に劃する割合

甚多 0.8以上

第四十三衰 各 帯 ZIJ 地 上

%鐘3、ご¥荷¥一下R一E¥-割¥j階、ま五一¥年¥刷度
第 一 帯 第 帯 第 一一一 帯 第 四

昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭
和 和

差
和 和

差
和 和

差
和 和

七 七 七 七一 一年 年 年 年 年 年 年 年

ず T ク 回以下 749 002 53 564 12α3 645 454 2936 

31 - 100 75 365 29(コ 82 日3 481 16 112! 96 I 51 333 

101 - 2∞ 25 43 18 O 12 12 1 3 2 4 9 

四 1-3∞ 15 9 6 2 1 - 1 2 O - 2 2 O 

301 - 4∞ 2 2 O O O O O O O O O 
401 - 5CO O O O O O O O O O O O 

モ y ~ ~ 30以下 O O O O O O O ‘O O O O 

31 - 1∞ O O O O O O O O O O O 
101 - 2∞ O O O O O O O O O O O 
201 - 3∞ O O O O O O O O O O O 

イ チ キ 30以下 O O O O O O 1 1 O O O 

31 - 100 O O O O O O 1 
4 
O O O 

101 - 200 O O O O O O 。 O O O O 

201 - 3∞ O O O O O O O O O O O 
301 - 4α3 O O O O O O O O O O O 

、 グナ ヲ 旬以下 O 22 22 O 15 15 O 9 9 O 18 

31 - 100 2 51 49 3 57 54 O 22 22 O 31 

101 - 2J∞ 2 14 12 10 19 9 O 2 2 O 3 

201 - 300 3 11 8 4 5 1 ，0 O O O O 

301 - 4∞ 1 4 3 O O O O O O O O 

"、 苧 30以下 O 11 11 O 7 7 O 81 8 O 6 

31 - 4∞ 6 67 61 3 30 27 2 23 21 3 10 

101 - 21∞ 34 57 23 3 12 9 O 2 2 1 1 
201 - 300 2 16 14 O 2 2 O 1 1 O 1 

301 - 4∞ O 1 1 O O O O O O O O 
V ナ 30以下 O 5 5 O 3 3 O 7 7 O 6 
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多 0.6-0.8 

中 0.4-0.6 

少 0.2-0.4 

極少 0.2以下

植 物 調 査 表 (後島保苦手林天然更新第二試験地〉

帯 第 五 帯 第
ム

帯 第 七 帯 第 i¥. 唱静 第 九 帯ノ、

昭 昭 Oi"! 紹 ug 昭 昭 昭 昭 昭

差
和 和

差
和 和

差
和 和

差
和 和

差
和 和

差七 七 七 七 七一 一 一年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

2374 ι13 1702 1139 446 391 -55 325 2763 2438 550 2222 1672 508 5叩 81 

部 2 即 773 683 96 342 246 90 反幻 410 38 229 191 97 150 53 

5 4 36 32 8 23 15 1 9 8 5 20 15 12 38 26 

- 2 O 6 6 O O O 1 1 O 3 5 2 10 O - 5 

O O O O O O O O O O O 1 1 2 3 1 

O 1 O - 1 O O O O O O O O O O O O 

O O 2 2 O O O O 3 3 O 6 6 O 16 16 

O O O O O O O O O O O 7 7 1 24 23 

O O O O O O O O O O O O O 2 2 O 

O O O O O O O O O O O O O 3 O - 3 

O O O O O O O O O O O O O O 2 2 

O O O O O O O O O O O O O O 2 2 

O O O O O O O O O O O O O 2 5 3 

O O O O O O O O O O O 1 1 3 2 - 1 

O O O O O O O O O O O O O 1 O 一 1

18 O 43 43 O 5 5 O 17 17 O 9 9 O 1 1 

31 O 51 51 3 6 3 O 59 59 2 45 43 O 3 3 

3 10 42 32 10 14 4 6 26 20 O 17 17 1 7 6 

O O 6 6 O 3 3 1 1 O O 3 3 2 1 - 1 

O O 1 1 O 1 1 O O O O O O O O O 

6 O 13 13 O 4 4 O 14 14 O 2 2 O O O 

7 3 8 5 O 21 21 6 63 52 3 6 3 O O O 

O 18 14 - 4 10 15 5 8 28 却 3 1 - 2 3 O - 3 

1 O 11 11 7 10 3 2 9 7 1 01-1 12 2 -10 

O O 2 2 O 1 1 O O O O O O O 1 1 

6 O 25 25 O O O O 1 1 O O O O O O 
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戸、精万子写阻三¥¥ 

第一 帯 第 一 帯 第 一一ー 帯 第 四一

昭 昭 昭 昭 昭 昭
相和

差
和 和

差
和 和

差
和 和

二七 一 七 一 七 七一
年|年 年 年 年 年 年 年

手〆 ナ 31 - 100 6 2αコ 1"94 O 7 7 4 60 56 4 18 

101 -・ 2αコ 26 155 129 O 4 4 5 40 35 O 6 

201 - 3∞ 55 58 3 3 15 12 1 O - 1 4 O 
301← 4∞ 25 30 5 O 1 1 O O O 2 O 
401 - 5α3 5 O - 5 O O O O O O O O 

ヤチダ宅 30以下 O O O O 3 3 O O O O O 

131 -.1∞ O O O O t 1 O O O O O 
101 - 2∞ O O O O O O O O O O O 

肯ユグルミ 30以下 O O O O O O O O O O O 

31 - 1αコ O O O O O O O O O O O 

イ ~ ヤ 30以下 O 90 90 O 233 233 O 241 241 O 127 

31 - 100 8 75 67 64 237 173 4 233 229 26 128 

101 - 2α3 11 21 10 12 76 64 O 19 19 32 79 

201 - 300 5 6 1 6 13 7 O O O 2 3 

広)1ー-4αコ 6 3 1-.3 O O O O O O O O 

401 - 5αコ 1 01-1 O O O O O O O O 

日1-6∞ O O O O O O O O O O O 

オミ 、ノ
ヨー
30以下 O 1 1 O O C O 1 1 O O 

31 - 1∞ 14 6 1-8 3 7 4 8 2 - 6 O O 
101 - 2αコ 15 3 I -12 2 8 6 4 9 5 2 3 

201 - 300 23 8 I -15 1 O - 1 1 2 1 2 O 

301 - 4∞ 15 13 - 2 O O O O O O O 1 
401 - 5∞ 1 01-1 O O O O O O O O 
日1-6∞ O O O O O O O O O 1 O 

ヤ可~， ~ 30以下 O O O O O O O 15 15 O 2 

31 - 'I()(コ 6 01 - 6 O O O 56 11 -4!:i O O 

101 - 2αコ 2 01 - 2 O O O O 7 7 O O 

201 --3∞ 15 01 -15 O O O O O O O O 

‘e 301 - 4αコ 8 01 - 8 O O O O O O 。 O 

401・-5∞ 1 01 - 1 O O O O O O O O 

b 口戸ノキヌ、ダ 30以下 O O O O 1 1 O O O O O 

31 - 1∞ 5 1 - 4 2 3 1 4 10 6 O O 
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キP 第 五 帯 第 -L 帯 第 七 帯|第 A 帯|第 九 帯ノ、

昭 昭 昭 og 昭 目百 昭 og 

差
和 事日

差
和 和

差
和 和

差
和 手fI

差 和二 利七 差七 七 ，ヒ 七
年 年 年 よド 年 年 i 年 年 年年

14 O 53 53 O 9 9 O O O O 3 3 O O O 

6 4 10 6 O 3 3 O O O O 2 2 O O O 

-4  O 5 5 33 O -33 O O O O O O O O O 

- 2 O 1 1 O O O O O O O O O O O O 

O O O O O O O O O O O O O O O C 

O O O O O O O O O O O O O O O O 

O O O O O 4 4 O 2 2 O O O O O O 

O O O O O 1 1 O 1 1 O O O O O O 

O O O O O O O O O O O O O O O O 

O O 1 1 O O O O 2 2 O O O O O O 

127 O 38 38 O 回 回 O 1α3 1α3 O 7 7 O 5 5 

102 4 73 69 39 138 99 148 274 126 4 20 16 3 6 3 

. 47 10 40 30 39 105 66 87 97 10 16 20 4 1 15 14 

1 O 12 12 10 22 12 8 12 4 O O O 3 5 2 

O O 2 2 4 01 - 4 O O O O O O 3 5 2 

O O O O 1 01-1 O O O O O O O O O 

O 1 01-1 O O O O O O O O O O O O 

o O O O O O O O O O O O O O O O 

O O 5 5 O 2 2 O O O O 2 2 O O O 

1 O 6 6 O 1 1 1 01 - 1 O 1 1 O 1 1 

- 2 O 2 2 O O O 1 2 2 O O O O O O 

1 O 4 4 O O O O O O O O O O O O 

O O O O O O O O O O O O O O O O 

- 1 O O O O O O O O O O O O O O O 

2 O O O O O O O O O O O O O O O 

O O O O O O O O O O O 1 1 O O O 

O O O O O 2 2 O O O O 1 1 O O O 

O O 1 1 O O O O 。 O O O O O O O 
O O O O O 2 2 O 。 O O O O O O O 
O O O O O O O O O O O O O O O O 

O O O O O O O O 1 1 O O O O 1 1 

O O O O O 2 2 O 2 2 O 2 2 O O O 
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日 (
書言 一 帯 第 一 守存 第 帯 第 四一 一
昭 昭 昭 昭 紹 nB 昭 昭
利 和

差
和 利

差
和 和

差
務i 和

七 七 七 一 七一 一年 年 年 年 年 年 年 年

b 日戸ノヨl'7'、鼻・ 6 4 1-2 O O O O O O O O 

2 3 1 O O O O O O O 1 

O 1 T O O O O O O O O 

アアヲコ O 3 3 O 3 3 O 1 1 O 1 

O 7 7 O 6 6 1 8 7 1 11 

O 4 4 1 3 2 O 2 2 3 3 

O 1 1 O 2 2 O O O O 1 

O O O O O O O O O O O 

サグラ O 4 4 O 5 5 O 36 36 O 30 

O 48 48 O 34 34 O 97 97 1 85 

O 23 23 O 27 27 O 21 21 1 10 

O 7 7 O 2 2 O O O O 1 

O O O O 1 1 O O O O O 

カパ O 5 5 O 8 8 O 6 6 O 6 

6 5 I - 1 O 13 13 5 5 O 14 3 

20 12 - 8 O 5 5 O 5 5 3 O 

5 2 1-3 O 1 O O O O O 

O 2 2 O O O O O O O O 

ナ、カマド O 23 23 O 15 15 O 25 25 O 16 

32 128 96 8 151 143 8 99 91 9 47 

57 回 - 7 田 gョ 68 3 52 49 11 46 

25 10 -15 2 9 7 O O O 1 6 

O 1 1 O O O O O O O O 

O O O O O O O O O O O 

ノ甲守~苧 O O O O O O O O O O 2 

5 16 11 O 8 8 O 24 24 O 5 

3 12 9 O 1 1 1 14 13 2 9 

O O O O O O O O O O O 

ズキ O O O O O O O O O O 1 

O 11 11 22 1 -21 O O O O O 

7 3 - 4 O O O O 1 1 O O 

O 1 1 O O O O O O O 1 
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帯宇 第 五ー 帯 第 ムノ、 帯 第 七 A 帯 第 九 帯

昭 昭 BM 目否 昭 昭 目白 RM 昭 11M 

差
和 和

差
和 和

差
和 和

差
和 和

差
和 和

差
七 七 七 七 七一年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

O O O O 3 1 - 2 O O O O O O O O O 

1 O O O O O O O O O O O O O O O 

O O 1 1 O O O O O O O O O O O O 

1 O 7 7 O O O O 3 3 O O O O O O 

10 4 8 .4 1 5 4 1 47 46 O 1 1 O 1 1 

O 1 12 11 O 11 11 2 12 10 1 2 1 O O O 

1 O 2 2 3 2 - 1 1 2 1 O O O O O O 

O O O O O 2 2 O O O O O C O O O 

30 O 18 18 O 15 15 O 15 15 O 23 23 O 1 1 

84 O 97 97 O 86 86 O 186 186 9 119 110 O 1 1 

9 O 16 16 O 34 34 O 国 89 O 44 44 1 4 3 

1 O 5 5 O 3 3 O 5 5 2 10 8 2 3 1 

O O O O O 2 2 O O O 3 1 - 2 3 O - 31 

6 O 1 1 O O O O 4 4 O O O O O O 

-11 O 7 7 2 01 - 2 12 62 50 7 11 4 O O O 

- 3 7 3 1-4 9 01 - 9 4 28 24 8 12 4 4 O - 4 

O 2 2 O 3 o I - 3 O 1 1 O O O O O O 

O O ーO O O O O O 1 O O O O O O 

16 O 1 1 O 2 2 O 16 16 O 3 3 O O O 

38 O 11 11 O 11 11 4 129 125 8 54 46 O O O 

35 7 12 5 1 16 15 11 117 106 9 18 9 O 6 6 

5 O 1 1 2 3 1 1 8 7 2 3 1 O 1 1 

O O 1 1 O O O O O O O O o O O O 

O O O O O O O O O O O O O O 一1
2 O O O O O O O O O O O O O 18 18 

5 O O O 3 10 7 3 9 6 O 4 4 O O O 

7 3 O - 3 2 13 11 3 6 3 2 2 O 3 61 58 

O O O O O 2 2 O 2 2 。 O O 4 5 1 
O O O O O O O O O O O O O O O 

O O O O O O O O O O O O O O O O 

O O O O O 1 1 1 3 2 O O O O O O 

1 O O O O O O O O O O O O O O 



四

昭
和
七
年

第

昭
和
二
年

キ持

昭
和
二
年

差

昭
和
七
年

第
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ス種 差

O O O O O O O O - 5 O 5 ヨコ1-4α3ヨpズ

O O O O O O O O O 30以下LノJレp、

O O O O O O O O - 3 O 3 31 - 1CO 

O O O O O O O O - 1 O 101 - 2CO 

2 2 O .3 3 O O 15 15 30以下fJ ヨb オ

O O O 4 4 O 12 12 O 1C6 106 31 - 1∞ 
O O O O O O O 26 部101 - 2∞ 
O O O O O O O 13 13 201-ヨニo

O O O O O O O O O 5 5 301 - 4∞ 
O O O O O O O O O O O 301ー-4C0 平ナヤ

O O O O O O O O O O O 30以下『司r

O O O O O O O O 5 5 O 31 - 1CO 

O O O O O O O O O O O 101一四0

2 2 O O O O O O O O O 30以下アグキナ V

O O O 2 2 O O 3 3 31 - 1∞ 
O O O O O O 3 3 O 101 - 200 

O O O O O O O O O 201 - 3C0 

O O O O O O O O O 6 6 30以下甲守γ 

O O O O O O O O O 69 69 31 - 1∞ 
O O O O O O O 26 26 101 - 2CO 

O O O O O O 。O O 3 3 201 - 3C0 

O O O O O O 。O O 4 4 301 - 4CO 

O O O 2 2 O O O O O O 30以下7守γ ム，、

O O O 2 2 O O O O 2 2 31 - 1CO 

O O O O O O O O O 3 3 101 -司2C0

O O O O O O O O O 4 4 201 - 3(0 

O O O O O O O O O 201 - 3C0 ム》、グ

O O O O O O O O O 4 4 301ー-4CO 

O O O O O O O O O O O 30以下ヤ T 守 3レ γ

O O O O O O O O O O O 31ー 1CO

O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

101 - 200 

201 - 3C0 
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帯 第 五 帯 第
ム

帯 第 七 帯 第 ^ 帯 第 九 帯ノ、

戸4

昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭

差
和利

選
和 和

差
和 和

差
和 和

差
和 和

差二七 七 一 七 七 七一 一 一 一年年 年 年 l 年 年 年 年 年 年

O O O O O O 。 O 1 1 O O O O O O 
O O O O O O O O O G Q O O O O O 

O O O O O O O O O O O O O O O O 

O o O O O O O O O O O O O O O O 

O O O O O O O O O O O O O 。 O C 
O O O O O O O O O O O O O O O O 

O O O O O O O 。 O O O O O O O O 
O O O O O O O O O O O O O O O O 

O O O O O O O O O O O O O O O O 

O O 1 1 O O O O O O O O O O O O 

O O 4 4 O O O O O O O 8 8 O 1 1 

O O O O O O O O 3 3 O 12 12 O O O 

O O O O O O O O O 。 O 1 1 O 1 1 
O 1 1 O 1 1 O O O O 2 2 O O O O 

O 3 3 O 5 5 O 13 13 O 6 6 O O O O 

O O O O O O O 4 4 O O O O O O O 

O O O O O O O O O O O O O O O O 

O O O O O O O O O O O O O O O O 

O 1 O O O O O O O O O O O O O . 
O O O O O O O O O O O O O O O O 

O O O O O O O O O O O O O O 1 吋

O O O O O O O O O O O O O O O O 

O O O O O O O O O O O O O O O O 

O O O O O O O O 1 1 O 3 3 O O O 

O O O O O O O O 1 1 O O O O O O 

O O O O O O O O O O O O O O O O 

O O O O O O O O O O O O O O O O 

O O O O O O O O O O O O O O O O 
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今.此の去に依り各帯に於ける針葉樹稚苗幼樹増加数合計と潤葉樹の稚苗幼樹増加数合計との

関係、を示せば失の相関去の如1...-0

第四十五.表
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(6i 

2α3 1 一 一 一 ;:- 一
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即ち第六，第九の雨帯は針i閤共に稚苗幼樹増加数少く第七，第八雨帯は稚苗幼樹増加数共に千
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均敷以上なり。共他の第一乃至第五の五帯に封しては，此雨者の聞に員方向の相闘現象存するを観

取し得ぺし。されば多くの場合には，潤葉樹の稚苗幼樹増加数大なる時には針葉樹の稚苗幼樹増加

敷減少せしめらる Lも，時には雨者共に平均童文より多き場合及少き場合の存するものなり D

今，第一闘を参照して地勢と関聯せしめて稚苗幼樹増加教を考ふるに，第六帯及第九帯は急:傾

斜を以て揮に面するが針葉樹，澗葉樹共に雅樹の費生敢少き一因となるべしと推定せらる。共理由

は共の四項に要約し得べし。

1. 71<.流により雅樹護生面積減少す。

2. 急傾斜の場合は平地乃至綬斜の場合に比し雅樹護生面積少し。

3. 人畜の通行により護生せる雅樹の受くる被害は急斜の場合に於て茜しO

4. 土壊の物理的性質も急:傾斜の場合には劣ると見るべき理由存す。

以上の見地よりすれば，第七，第八雨帯が稚苗幼樹費生数の多き事に就て首肯し得る所なり o

更に員方向の相関現象の存する各帯に就て第一闘を参照しつ L雅苗幼樹増加敢を見るに，第一

帯は針葉樹よりも潤葉樹の旺盛在る繁茂を示し，第二帯は其何れも平均に近く，第三帯は柏潤葉樹

の旺盛なる増加敢を来し，第四帯は針葉樹の最も旺盛なる精力日をなし，第五帯は幾分之より小きも

狛平均以上を示せり O 要するに本試験地にては峯の綬斜航態の部分は概して更新上良好なり O

最後に本道原生林の天然更新ο難易に封し，笹類被覆度並に高さが如何に影響せるやを考察

せん。

予は笹類被覆度を被覆歩合(詳し〈云へば被覆面積歩合)と被覆面積に於ける毎平方米平均本

教との雨面より観察し，之に笹類の高さを加味して更新との関係を考究せんと欲す。即ち調査匿を

先づ東西の輯10m南北の長さ全長に亘る僚に分ち，各僚毎に，各帯の被覆歩合，毎平方米平均本敢

及び高さに就て調査し，ヨたに各帯の平均を計算し最後に之が総括表を掲げたるものを第四六表と

なす。
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第四十六表 需要島天然更新第=試験地笹類被覆度並に高調査書 〔昭和七年十月間査〉

笹類被覆度 第一保

毎平方 高 き 被覆

帯 位置 米平均 帯 位置 米平均
白至~島正H当、 本璽主

自至
歩合 本鍛大|中|小

m 町、 rn m m m 

O 10 0.50 30 2.20 1.50 0.60 第 135 140 0.60 32 1.60 I 1α〕 O.回

第
10 20 0.45 18 2.25 1.30 0.70 140 15<コ 0.70 23 1.45 I 0.95 O.回

20 30 0.40 21 2.20 1.20 0.60 五
150 160 0.70 18 1.30 0.90 0.40 

30 40 0.70 24 2.CO 1.20 0.60 
計 2.∞ 73 4.35 2.85 1.40 

一 守安
"1-' 均 0.67 24 1.45 0.95 0.47 

40 50 O.釦 34 1.50 1.CO O.印

50 60 0.70 42 2.∞ 1.20 0.54 
第
160 170 0.80 29 1.40 0.65 0.30 

帯
計 3.55 169 12.15 7.40 3.64. 170 180 0.70 25 1.日 0.95 0.30 

平 均 0.59 自 2.03 1.23 0.61 占ノ、 180 185 0.50 18 1.30 O.即 0.40 

計 2.∞ 72 4.:幻 2.40 1.0<コ

第
60 70 O.邸 62 1.70 1.15 0.40 帯 平 均 0.67 24 1.::氾 0.80 0.33 

70 80 0.50 28 2.0<コ 1.25 0.70 

第
185 190 0.40 13 0.90 O.印 0.30 

80 20 1.50 1.CO 0.60 
190 21αコ 0.65 31 0.40 0.70 0.45 

計 1.90 110 1.70 

帯
七 2コo 210 0.65 26 1.00 0.60 0.15 

平 均 0.63 37 1.73 I 1.13 0.57 
計 1.70 70 3.3(コ 1.90 0.90 

帯 平 均 0.57 23 1.10 0.63 0.30 
85 説3 0.40 19 2.0<コ 1.10 0.55 

第

田 1∞ 0.70 27 2.00 1.20 0.60 第 210 220 0.80 24 1.40 1.0<コ 0.30 

一 1α) 110 0.20 10 1.60 1.00 0.40 
2田 230 0.65 32 2.00 1.20 0.40 

計 1.30 56 5.60 3.30 1.55 l¥. 
230 235 0.40 21 1.30 0.70 0.30 

帯
平 均 19 1.97 1.10 0.52 

計 1.85 77 4.70 2.90 1αコ
0.43 

帯 平 均 0.62 26 1.57 0.97 0.33 

8 2.00 1.10 0.60 
， 

第
第
235 240 0.40 14 2.15 0.75 0.::幻

120 130 0.60 20 2.60 1.35 0.80 
240 2日3 0.20 8 1.70 0.75 0.35 

四 130 135 0.85 28 2.印 1.40 0.60 
九 2W 260 0.10 4 1.15 0.60 0.30 

計 2.仁氾 56 7.20 3.85 2.00 計 0.70 26 5.∞ 2.10 0.95 
帯
平 均 0.67 19 2.40 1.28 0.67 帯 平 均 9 1.67 0.70 0.32 
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笹類被覆度 第二保

被覆 毎平方 高 き 被覆 毎平方 高 き

帯 位 置
歩合
米平均

大|中|小
~位置 米平均

大|中|小自室
本鍛

自室
歩合 本殿

m m m m m m m m m 

O 10 O.日 46 2.()(コ 1.(氾 0.<幻 第
135 140 0.80 13 I 1.90 1.20 0.65 

第
10 20 0.30 15 1.70 1.00 0.[氾 140 150 0.60 18 1.70 1.00 O.日

20 30 0.40 25 2.20 1.∞ O.印 五 150 150 0.10 3 1.20 0.85 0.50 

30 40 O.日 10 Hわ 1.∞ O.田 計 1.日 34 4.印 3.05 1.65 

一 唱伊
千 均 0.50 11 1.60 1.02 0.55 

40 50 0.40 16 2.2<コ O.叩 O.印

思3 ぽ〕 0.70 39 2.00 1.10 0.50 
第
1印 170 23 1.40 1.10 0.50 

帯
計 2.80 151 11.鋭J 6.∞ 3.00 170 180 O.田| 32 1.40 1.10 0.60 

平 均 0.47 25 1.部 1.00 O.印
ム 180 185 18 1.40 1.20 0.60 ノ、

計 2.10 73 1.70 

第
60 70 0.85 30 1.80 1.20 0.80 帯

平 均 0.70 24 1.40 I 1.13 0.57 

70 80 O.印 31 1.90 1.∞ 0.50 
第
185 190 0.60 17 1.50 1.10 0.50 

一 叡】 85 0.30 9 1.80 0.90 O.回一 1伺 200 0.40 9 1.10 0.90 0.50 

計 0.75 70 5.50 3.10 1.8(コ

帯
七 2∞210 0.40 14 1.40 1.00 0.40 

平 均 0.58 23 1.83 1.03 0.60 
計 1.40 40 4.00 3.()(コ 1.40 

帯
平 均 0.47 13 1.33 1.(氾 0.47 

第
85 90 0.30 10 1.70 0.90 0.40 

90 1∞ 0.70 28 1.90 O.卸 0.50 第
210 2羽 0.70 14 1.45 1.20 0.60 

100 110 0.70 27 1.印 0.90 0.40 220 230 0.50 13 1.40 1.∞ O.印一
計 1.70 65 5.10 2.60 1.30 i¥ 230 235 0.30 14 

2α〉 1.80 O.回

帯
平 均 0.57 22 1.70 0.87 0.43 

計 1.回 41 4.85 4∞ 1.70 
帯
平 均 0.50 14 1.62 1.33 0.57 

110 120 0.30 11 1.40 0.80 0.40 
911.回第 . 235 240 0.20 1.20 O.田

120 130 0.70 10 1.80 1.2<コ O.印
第

240 250 0.10 4 1よXコ 0.70 O印
同 130 135 0.90 20 1.85 1.<幻 0.70 九 250 2，印 0.:<0 6 1.()(コ 1.00 1.()(コ

計 1.90 41 5.05 3.30 1.70 
計 0.50 ~9 3.8(コ 2.90 2.(氾

帯
平 均 0.63 14 1.68 1.10 0.57 帯 1.27 千 均 0.17 6 0.97 0.66 
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笹類「被覆度 第三保

被覆 毎平方i高 き 被覆 毎平方 高 き

帯 位 置 米平均| 帯 位 置
歩合本米平殿均I大 I 中 I 小

白至
歩合 本殿|大|中|小 白至

m m m m m m m 
23 Iゐ i120 m O 10 o.回 10 2.40 1.95 1.50 135 140 0.60 0.50 

第
10 20 o.t氾 7 2.c氾 1.75 1.50 140 150 0.30 21 1.(氾 0.80 0.30 

m 30 0.20 10 1.50 1.00 0.20 五 150 160 0.30 20 1.40 0.90 0.30 

羽 40 0.30 10 1.00 1.80 0.30 計 1.20 64 4.~主コ 2.70 1.10 

一 帯 平 均 0.40 21 1.40 0.90 
40 日3 0.30 9 1.80 1.00 0.50 

日 60 0.60 29 1.70 0.80 0.30 
第
160 170 020 18 0.::幻

キ控
言f ミ 2.40 75 10.40 7.30 4.30 170 180 0.60 27 1.40 1.10 0.50 

平 均 0.40 13 1.73 1.22 0.72 
ム 180 185 0.60 33 1.E幻 0.60 0.30 ノ、

計 1.40 78 4.(わ 2.50 1.10 

第
60 70 0.50 0.70 0.40 キ皆

千 均 0.47 26 1.33 0.83 0.37 

70 80 0.40 20 2α3 1.00 0.30 

第
185 190 0.60 33 1.60 0.60 0.30 

80 85 0.30 20 2.00 1.00 0.30 
190 200 0.50 28 1.40 0.70 0.30 

計 1.20 70 5.40 2.70 1.00 

帯
七 200 210 0.40 30 1.00 0.70 0.30 

平 均 0.40 23 1.80 0.90 0.33 
計 1.[氾 91 4.∞ 2.QC) o.回

帯 1平 土全1 0.50 30 1.33 0.67 0.30 

第
85 90 0.50 1.00 0.50 

90 1CXコ o.印 15 1.::幻 0.80 0.50 書雪
221 0401 28 2.00 1.10 0.40 

1αコ 110 0.20 13 1.30 0.70 O筑j 220 230 0.3コ 波3 1.80 0.90 o.印
一

計 1.20 43 4.40 2.日 1.30 
/I. 230 235 0.20 25 2.30 1.00 0.30 

帯
0.43 

計 0.90 83 6.10 3.∞ 1.20 
平 均 0.83 

帯
平 均 0.30 28 2.03 1.00 0.40 

第
110 120 0.50 3.') 2.00 

第!訪問 0却| 17 2.00 
120 130 0.30 20 1.20 1.00 0.31 

240 25(コ 一 一
四 130 135 0.50 20 1.80 1よXコ o.田

九 7 1.70 0.90 0.30 

計 1.::氾 75 5.∞ 3.30 1.61 計 0.46 24 3.70 1.70 o.印
帯
平 均 0.43 25 1.67 1.Cコ 0.54 帯 平 均 0.20 12 1.85 0.85 0.30 

L 
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笹類被覆度 第四保

被覆毎平方高 き 被覆毎平方l高 き l
帯位置 米平均 帯位置 米平均

自室歩合本鎖大|中|小 白至歩合本殿!大|中|小

o 10 叩 13I 2印 1田 1∞ 明 140I 0印 15I 1.30 I 0問問

第 10 20 I 0.15 I 13 I 2.30 I 1.70 I 0万 140 1印 1加盟 1.90 I 1.20 I 0.60 

20 30 0.15 11 1.50 1.00 0.60 五
150 160 0.90 28 1.80 1.20 0.60 

30 40 0.10 19 0.30 
計 2.50 71 5.00 3.20 1.5(コ

一 帯
平 均 24 1.67 1.07 0.50 

40 50 0.10 10 1.70 I 1.0:コ 0.45 

田 60 0.70 22 1.65 1.15 0.60 
第
160 170 6 1.20 0.90 0.40 

帯
計 1.75 88 10.45 7.05 3.70 170 180 0.00 25 1.50 1.10 0.60 

平 均 0.29 15 1.75 1.18 0.62 
ム 180 185 0.90 18 1.40 1.00 0.40 ノ、

計 2.∞ 49 4.10 3∞ 

第
60 70 0.70 23 0.45 脅宇

|平 均 0.67 16 1.37 1.00 0.47 

70 ぽ〕 0.60 27 1.8(コ 1.(氾 O.田

第
185 190 0.80 13 1.40 1.∞ o回|

80 85 0.85 29 2.40 1.30 0.70 一 190 2αコ 0.80 17 1.60 1.30 0.50 
計 0.15 79 5.70 3.55 1.65 

帯
七 200 210 0.90 23 1.30 1.0:コ 0.60 

平 均 0.72 26 1.90 1.18 0.55 
， 計 2}50 53 4.30 3却 1.60 I 

帯 平 均 0.83 1.8 1.43 1.10 0.53 
85 90 0.95 1.10 0.55 

第

901∞ 0.50 21 1.70 O.旬 0.45 
第

25 1.70 1.20 

1α) 110 0.30 10 O.剖 0.60 0.30 220 23(コ 0.40 8 1.80 1.20 0.30 
一
計 1.75 63 4.70 2.60 1.3() /¥. 

23() 235 0.60 12 2.00 1.3() 

帯
平 均 0.58 0.87 0.43 

計 1.80 45 5.50 3.70 1.30 

帯 平 均 15 1.83 1.23 0.43 

110 120 0.40 12 1.10 0.70 0.3() 
第

第
235 240 1.∞ 20 2.00 1.30 0.40 I 

120 13(コ 0.50 8 1.00 0.70 0.3() 
240 250 0.70 8 2.20 1.20 O.即

四 13() 135 0.40 9 1.2(コ 1.仁幻 0.40 
九 250 260 0.80 16 2.50 1.80 0.70 

計 1.30 29 3.30 2.40 1.00 
. 

計 2.50 44 6;70 4.30 1.70 

帯
平 均 0.43 10 1.10 0.80 0.33 帯 平 均 0.83 15 2.23 1 1.43 0.57 
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帯 係
被覆 1毎平方
ー|米平均
歩合 1本殿

高さ

犬|中|小

第

帯

0.59 1 28 1 2も|位:3I品1
0.47 1 28 1 1.部 11.00 1 0.50 

四

計

0.40 I 13 I 1.73 I 1.22 I 0.72 

0.29 I 15 I 1.75 I 1.18 I 0.62 

1.75 I 田 I7.49 I 4.63 I 2.45 11 第
0.67 1 24 1 1.43 1 1.回 I0.33 

平均 1 0.44 1 21 1 1.87 1 1.16 1 0.61 

第 ::|:;l:;;l::|:: 
0.40 1 23 1 1.80 1 O.回 10.33 

帯

帯

均

四

計

平

係 日問-Zi

:Jilil:l 
ド
一

L
山

田

口

引

き
一

4
一n
n

u

t

n

u

一
F

4

9

F
一
n
0
9
.
3

5

一

】

1

3

0

:;|:;i::l;;|:; 
四

計 :::l;i;;|;:|:; 
占ノ、

帯
平均 10.63 1 23 1 1.38 1 0.94 1 0.44 

帯

四 1 0.72 1 26 1 1.90 1 1.18 1 0.55 

言t 1 2.33 1 109 1 7.26 1 4.24 1 2.05 

平均 1 0.58 1 27 1 1.82 1 1.団 10.51 

第

帯
計

平均

0.43 I 19 I 1.97 I 1.10 I 0.52 

0.57 I 22 I 1.70 I 0.87 I 0.43 

0.40 14 I 1 47 I 0.83 I 0.43 

第 -I 0.57 

2: I O.日
七

帯宇

::[::;|:::l::; 
30 1 1.33 1 0.67 1 0.30 

四 0.83 1 18 1 1.43 1 1.10 1 0.53 

平均 I0.59 I 21 I 1.30 I 0.85 I 0.40 

計 2.37 1 84 1 5.19 1 3.40 1 1印

第

帯

四

計

平均

四 1 0.58 121  1 1.57 1 0刀 10.53 

O.位 26I 1.57 I 0.97 I 0.33 
引

m唱

4

・
n
u

u
四

つd
n

U

4
』

0
0

7

6

 

6

1
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第

閥

-I 0.67 1 19 12.40 1 1.28 I 0.67 11 八
0.63 1 14 1 1.68 1 1.10 1 0.57 

::|:|::l;;|:: 

0.50 14 I 1.62 I 1.33 I 0.57 

0.30 28 I 2.03 I 1.∞I 0.40 

第

九

帯

四

計

平均

::|;|;::|;;|:;; 
0.51 21 I 1.76 I 1.13 I 0.43 

68 1 6.85 1 4.28 1 2.11 
0.23 :l:::i:;|:; 帯

第

五

0.67 

O.田

0.17 

0.20 お

貯

山

門

u

n

u
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制

n

U

4
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笹類被覆度組括

毎平方米 高 10平方米に
平静 被覆歩合

於げる本殿均千本軍主 大 中

. m m rn 

第 一 帯 0.44 21 1.87 1.16 0.61 924 

第 一 帯 0.58 27 1.82 1.06 0.51 1566 

第 一 署警 0.50 19 1.68 0.89 0.48 950 

第 四 帯 0.54 17 1.71 1.07 0.53 918 

第 五 寄宇 O.Eわ 20 1.53 0.99 0.47 12α) 

第 ，，a、a キ腎 0.63 23 1.38 0.94 0.44 1449 

第 七 帯 0.59 21 1.30 0.85 0.40 1239 

第 A 帯 0.51 21 1.76 1.13 0.43 1071 

第 九 幣 0.36 11 1.76 0.99 0.46 396 

lロh 4.75 180 14.81 9.aヨ 4.33 

平 0.53 20 1.55 1.01 0.48 

今本去により各帯の被覆度を見るに第六帯は多，第九帯が少，共他は皆中に属す。而して第六

帯の多も敢字上0.63に過ぎやして貫用的には中とと異る事無く，第九帯は渓谷に面する部分なるが

篤，他D部分に比し特殊の地勢を存する箆比較に供する事能はや，されば本試験林の全腫に豆りて

笹の被覆度は更新に大なる支障を興ふる程度にあらやして，更新との閥係を明瞭に示さす=寧ろ共差

は他の影響によりたりと見るを倍賞とす。

然るに笹の高さに就て見るに較々其閥係を認め得る所なり O 即ち稚苗幼樹増加教の最多き第七

帯は笹類の高さ最少にして，稚苗幼樹増加重立の最少き第一帯は笹類の高さ最大なり O 高さ大なるも

の L平均は前者に於て1.30rn，後者に於て1.87rnなり。是に依れば，笹類の高さが天然更新に大なる

影響を興ふる事を知る。本道の原生林を精細に観察せる者が容易に首宵し得る此事貰を本試験に於

ても示せる所なり O 然れEも此事賓とて共中問。高さのものに於ては，密接なる闘係を認め難し。

是貫際天然更新の結果は多数因子の複合作用によるものにして，一因子のみによらざるが故なり O

従って本試験に於ける中聞の笹の高さを以てしては，稚樹の現存を妨ぐる程度のものにあらざる事

d物語るものなり。

註 予の見解に依れl'f，稚樹の軍基生存績設に消失に影響する所の各因子の強きが，稚樹か現存ぜしむろ可能性
た有する範園It或携がりや有し， 1t:範園内に於てIt稚樹の分布It偶然の支関与受くるものとす。是林業上念頭に置
くべき重要なる概念なりと信ず。葉し此「偶然」てふ概念It天然更新と人工透林との区別の基準となす事ル得ぺき
が放なり。即ち所興立地の天然興件に遁合し且つ吾人の事業目的に合致すろ樹種も偶然が其土地に分布ぜしめざり
しがZ誌に現在生育し居らざる場合に植樹叉IHaH重等の人篤的手段にιり其機種の生育や計るが如きlt天然の植生連
穎中iこーの偶然や活路ぜしむる操作に過ぎざるなり。是波蘭の Hochschulefur Bodenkultur in ¥Varochauの教授
W. Jedlinski氏が其著 Asocj3.cjeroslinne. typy drzewoslanow granice zasi手引w，jako przyrodnicze pndstawy do 
uロドIza<1zar巾 l田 u. 中iこ後表ぜる所lこして筆者lt其谷末の磁文の摘要ル脈害事し， 日本林争曾誌第十六巻第六競ー第
八披雑録に掲載し置uり。参照ぜられん事与望む。
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第九章摘 要

本論文は天瞳圏中川郡鏡島地方のトママツを主とする原生林に封し， 1928竿2月及び1929年2月

母樹の高さの意味にて25米幅及び共の二倍の意味にて50米幅に第一同光伐を施し， 1927年9月と1932

年10月との雨調査の結果の比較を纏めたるものなり。

一般に本道並に樺太の原生林に疎開を施せば，残存林木に著しき枯損を生やる事を憂慮せられ

居る所なれば，共疎開度に就き慎重に考慮せざるべからざるを自莞せり。即ち第三章に記せる如く，

従来の之に関聯する種々の研究を自己の捜し得らる L範閣の文献中より索めて考察を試みたるが絡

に49頁所越の標準に達し，林木も一般生物と同様に多少環境の質化に順臆する能力を具備すべしと

難，若し共費化にして眠障力を超ゆれば，生理機能に障害を来ずは営然なるを察知し，第一同疎開

は世幼齢樹撫育上必要止むを得ざる程度にJl:むべきものなりと思J酷し，具腫的標準としては第六章

第五節に掲げたるものとなせり。

予は今同の腫験に依り数個の時代の林木が不規則に混在し居る如き原生林に於ては，伐採率を

強定して疎開をなすの全く無意義なるを知れり。探れEも牧穫I象算の業務には是非共伐採至与を必要

とするが故に，之は営該林に於ける可及的多数の調査結果より推論を下し，極めて略近的ながら之

を用ふるの外無し。勿論合理的調査i司裁の多き程精筏なる結果を得ぺし。今本試験に於ける伐採寧

の範国を掲ぐれば第四七去の如し。

第四十七表 伐採率の範圏

種 類 本 軍主 伐 採 室経

計算の範囲 金 立 木 健 ~ 木 の み

(ll ~ 1 湖 (総括針[湖|総指
濠定賓際別後定 l笠際濠定|賞際橡定|賞際橡定i賓際猿定|貧際橡定|貰際

金長岡1田!;叫ん ザ1:idT出1ZL
36.46. 24.231 27.021 28.26 

調査匝 114.71-120.00- 113.27- 117. 8.82- 114.71-116.67-:21.87- 115.31- 119.39-
泊 571 36.671 36.671 28.64 32.061 37.931 37.93! 31.76'， 32.94 

訪日-叫ん戸ιιJJ44
金査;l::E15211:212121引3121:2133Z
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上表に於て見る如く伐採率の賢動せる範国極めて蹟(，且車に帯別によるのみならす手樹種によ

りてー様ならや，叉同一帯に於ても共杢長と調査匿に於て差異ありとす。此差異の生守るは全く第

六章第五節に掲げられたる標準により伐採木を撰定せられたる場合共選に営れる立木の割合の差異

に基くものなり。されば第七表乃至第十表は間接に伐採前の林況中天然更新上必要なるー部を吾人

に示し居るものなりと考ふるを得。

本研究の成績の要黙を掲ぐれば弐の如し。

a) 本道原生林の如く過老林分に宮める森林に於ては第六章第五節の意義に従び，林業的に可

及的慎重に行へる疎開と雛，多少枯損木を多く誘致するを菟れ歩。試験開始後五年間(1927ー1932

年〉に於て直径5cm以上の林木に生したる枯損率は次の如し。

第四十八表

帯別rI-'-n十四-j;
一一戸可三午可7u

v 区

% 

3.87 λ
H
a
e
 

-

-

ノ
0

・

0
〆

1

I，IV及びIXの三帯は，疎開を施さざる帯なるが1，IX雨帯は他の何れもより小にしてIV帯は11

帯よりも0.04%丈超過せり。要するに本試験に於て唯一の例外(之と難共差は閑却し得る程小なれ

ばIVと11は等しと見て差支無からん)を除けば疎開帯に於て然らざる帯よりも枯損率大たり。疎開

に基く環境の費化と之に劃する樹韓生理機能の順臆力に就て，充分なる研究の届かざる今日伐採木

の撰定に闘し全然過誤無かりし事を保する能はす"，然れEも林業上の見地よりせば，単に数字上の

枯損率のみを以て疎開の首否を論歩ぺきにあらざれば，此疎開法に闘しては将来の精密なる研究に

侠たざるべからす=。唯本道の原生林に於て第六章第五節に掲げられたる標準により，慎重に疎開を

行ひたる結果は疎開を行はざりし帯に比し;数字上の枯損塁手大なりしと雄，林業経皆上敢て憂慮すべ

き程度のものにあらざる事を貰詮せり O

b) 本試験の範国に於ては25m幅に疎捕を施せる方が， 50m幅に疎開せるよりも幾分枯損率少

し。是れ環境の費化と之に順摩する樹瞳の生理機能とを以て説明し得る所なり。蓋し前者は後者に

比し環境を費化せしめたる程度少しと考へ得ぺき理由存すればなり。

c) 残存林木の胸高直径乃至材積生長は，受光伐を施せる場合に於ては之を施さ fる場合に比

し増大するの傾向あり。 50m幅の方は25m幅に比し幾分勝れるものあり。但し林地の局部的事情に

註本表に於て見ろ如<r疎開帯It然らざZ帯lご比し枯損率大なりJと云ふ事並に「町n幅1:疎開ぜる場合It
25米隔に疎開ぜる場合に比L枯損聖巨大なり Jと云ふ事lこIt何れもーのWJ]j卜私有す。此例外及び四帯に於げる侍別に
大11.1.>枯蹟王寺'ilt今日の}ifr偶然の影響i二ιろと云ふのタトなし。然れども原生林の疎開に際しての毎木的診断 tの基礎
的智識問明ぜらる ¥.1二至ら1"[，此f好調偶然的彰響l二左右ぜちる L程1支えF少からしむるた得ぺし。
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之り費調を来せる場合志認めらる。此際誤差移行の規則 (Fehlerfortpflanxungsgesetz)を適用し，計

算上に表はれたる差に仲ふ所の蓋然誤差を算出し，以て此差が或原因に基きたるものなりと判断し

得るの確率を知りて後論断せるものなり。此黙は従来此種の研究に於て閑却せられ来りたるものな

るも，筆者は組ての貫験には兎るべからざる誤差の伴ふものなるが故に，皐に計算上現はれたる差

を以て直ちに有効なるものとして理由付くる事の危険なる事を強調するものなり。

d) 雅樹(トママツ，以下同じ〉の樹高生長に閲しては，光伐を施せる年には其前後の年に比

し生長率劣るも共翌年より漸失生長率を増し，二年jう至三年後には光伐を施した客年の以前の生長

率を凌駕するを認む。

e) 代表稚樹の平均樹高は59.9cm，平均齢は17年なり。

f) 代表稚澗の樹高と年齢との聞の相関係数は 0.760::t:0.025，樹高に関する年齢の相関比p勾

=0.939土0.007，年齢に闘する樹高の相闘比pyx=0.840::t:0.017，是に依りて代表稚樹の樹高と年

齢との聞に直線ならざる或関係存在し市も共程度が可成強きを知る，之に闘しでは J.Blakeman 

(75頁参照)の理論を鷹用し，樹高と樹齢との聞の関係に封して直線性を主張する蓋然度の少き事

を知れり。

g) 本試験の範固に於ては，稚樹の樹高生長率噌大の割合は帯幅50mの方が25mの方よりも大

なり。

h) 稚樹本敢増加の欣況は本試験地が最初より能く稚樹を護生し得るの欣況にありしが故に，

欝閉闘係により大なる影響を受くる事少し主として母樹の配置開係及立地の朕況により支配せら

るLを見たり。

i) 特別なる場合を除き針葉樹稚苗の増加敢と澗葉樹の夫とは員方向の相伴現象を認む。

j) 急:傾斜の揮に商せる部分は稚苗の増加童文少し緩斜にして本試験地中にて高き所は概して

稚苗の増加l童文多し。

k) 本試験の範固にては笹の丈最も高き所は稚苗の増加数最少し笹の丈最も低き所は稚苗の

増加敢最多し。

1 )共中聞の所にては稚苗の増加敷笹の丈と伴はや。

注意

本報告を経るに営り此所に施せる盆旦主主Lを表はす術語が場合によりて異なれる事に闘し，

筆者の意向を述ぺて賢明なる讃者の批判に訴へんと欲すo筆者が本試験に着手せる営時は之を以℃



ロ27)
第一同光伐(本多治林製本論明治四十三年版64頁参照〉の意義に解せり。然れども興へられたる原

生林の貫欣を熟知するに及びて此伐りすかしの影響は決して一律に規定し去らるべきにあらざるを

知れり。伐明を経過せる林木に封して特異の生長を促がす震に施さる L伐採は受光伐と名づけらる

る所なるが此意義を多分に含むと考へらる L局部の存ずる事も否み難し。因て筆者は蹟義に解せら

るL所の疎開と云ふ語を用ひ之に天然更新上重要なる環境費化のー態様と云ふ意義を含ましめた

り。市して題目及び稚樹に及ぼせる影響を論歩る場合に光伐，叉上木に及ぼせる影響を論歩る場合

には受光伐と云ふ語を用ひたる以外に蹟く「此伐りずかしによる天然更新上の環境饗化態様」を意

味する場合には疎開と云ふ語を用ひたり。阜に「伐る行馬」のみを示す時には伐採或は伐木と云ひ

共の伐りたる量の全量に封する比を表はすには伐採率の語を用ひたり O 以上用語の煩雑不統ーなる

理由を述べて宥怨を乞ふ。


